
は
じ
め
に

本
稿
は
、
日
露
戦
争
に
て
乃
木
希
典
率
い
る
第
三
軍
の
参
謀
副
長
と
し
て
旅
順

攻
囲
戦
に
臨
ん
だ
大
庭
二
郎
（
１
）
（
一
八
六
四
―
一
九
三
五
）
が
記
し
た
「
大
庭
二
郎

中
佐
日
記
」（
以
下
、「
日
記
」
と
略
す
）
の
全
文
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
日

露
戦
争
研
究
―
特
に
戦
史
研
究
に
お
い
て
は
、
谷
寿
夫
『
機
密
日
露
戦
史
』（
原

書
房
、
一
九
六
六
）
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
が
、
同
書
の
問
題
点
と
し
て
、
第
三
軍

司
令
部
側
の
史
料
が
殆
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
２
）
。
以

下
に
紹
介
す
る
「
日
記
」
は
、
大
庭
二
郎
が
第
三
軍
参
謀
副
長
に
任
命
さ
れ
た
明

治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
五
月
か
ら
旅
順
を
攻
略
す
る
翌
年
一
月
ま
で
の
様
子
が

記
さ
れ
て
い
る
。
大
半
は
作
戦
や
戦
闘
経
過
に
関
す
る
記
述
だ
が
、
所
々
に
大
庭

二
郎
個
人
の
所
感
が
書
か
れ
て
お
り
、
当
時
の
第
三
軍
の
実
態
を
探
る
上
で
貴
重

な
史
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ま
ず
、
筆
者
が
本
「
日
記
」
の
存
在
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
説
明
し
た

い
。
二
〇
一
〇
年
に
筆
者
の
親
戚
に
あ
た
る
大
庭
麻
都
氏
（
故
人
）
よ
り
、
こ
の

史
料
の
存
在
を
御
教
示
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
そ
の
複
写
を
お
借
り
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
を
機
と
し
て
、
有
志
に
て
本
会
を
立
ち
上
げ
、
史
料
の
翻
刻
を
進
め

て
き
た
。
本
稿
は
、
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
「
日
記
」
を
含
め
た
大
庭
二
郎
関
係
史
料
が
防
衛
研
究
所
に
寄
贈
さ
れ
る
ま

で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
旧
蔵
者
で
あ
る
大
庭
敏
雄
氏
（
麻
都
氏
の
夫
、
大
庭
二

郎
の
孫
）
か
ら
次
の
よ
う
な
証
言
を
得
た
。
一
連
の
関
係
史
料
は
、
大
庭
二
郎
よ

り
次
女
猪
俣
富
美
子
氏
（
故
人
）
に
渡
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
本
人
か
ら
は
極
秘
資

料
と
し
て
代
々
受
け
継
ぐ
た
め
に
も
厳
重
に
保
管
す
る
よ
う
告
げ
ら
れ
た
と
い
う

（
そ
の
た
め
、
史
料
は
極
秘
と
書
か
れ
た
桐
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
）。
大
庭
二
郎

の
兄
弟
に
は
小
二
郎
氏
（
敏
雄
氏
の
父
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
軍
関
係
の
者
が
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
女
富
美
子
氏
（
夫
も
民
間
人
）
に
一
連
の
関
係
史
料
を

託
し
た
の
は
、
直
ち
に
情
報
が
公
開
さ
れ
る
の
を
避
け
た
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
後
に
次
女
夫
妻
が
転
居
す
る
際
に
こ
れ
ら
の
史
料
の
処
置
に
困

り
、
敏
雄
氏
が
親
戚
で
あ
る
元
防
衛
庁
の
久
保
田
茂
氏
に
相
談
す
る
と
、
原
剛
氏

防
衛
研
究
所
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵

「
大
庭
二
郎
中
佐
日
記
」
解
題
と
翻
刻

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
七
号

二
〇
一
三
年
三
月

大
庭
二
郎
中
佐
日
記
を
読
む
会
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（
防
衛
研
究
所
研
究
員
）
を
紹
介
さ
れ
た
。
そ
こ
で
原
氏
に
調
査
を
依
頼
し
た
と

こ
ろ
、
日
露
戦
争
当
時
の
状
況
を
記
し
た
貴
重
な
史
料
で
あ
る
と
し
て
防
衛
研
究

所
へ
の
寄
贈
を
依
頼
さ
れ
、
了
承
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
３
）
。

こ
の
証
言
に
基
づ
け
ば
、
一
連
の
関
係
史
料
は
偶
然
残
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

大
庭
二
郎
本
人
が
「
選
択
」
を
し
て
残
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
が
持
つ
価

値
や
、
そ
れ
を
残
す
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
も
十
分
自
覚
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

よ
う
。

防
衛
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
大
庭
二
郎
関
係
史
料
の
全
貌
は
〈
表
１
〉
の

通
り
で
あ
る
。
第
三
軍
参
謀
副
長
と
し
て
旅
順
攻
囲
戦
に
参
加
し
た
当
時
の
各
種

文
書
や
地
図
、
作
戦
や
戦
闘
経
過
を
記
録
し
た
「
日
記
」、
そ
し
て
当
時
を
回
想

し
た
回
顧
録
の
原
稿
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
中
で
「
日

記
」
は
Ａ
５
版
（
縦
二
〇
〇
㎜
×
横
一
五
六
㎜
）
の
ノ
ー
ト
（
横
二
三
行
）
に
鉛

筆
縦
書
き
で
記
入
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
は
な
く
（
但
し
、
後
表
紙
の
剝
が
れ
た
痕

跡
あ
り
）、
天
・
地
・
小
口
は
赤
色
で
あ
る
（
４
）
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
一
九
九
〇
年
一

二
月
に
防
衛
研
究
所
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
に
渡
さ
れ
、
同
所
の
調
査
・
処
理
を
経

た
後
、
翌
年
三
月
に
正
式
に
寄
贈
さ
れ
て
閲
覧
に
供
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
既
に
本
史
料
を
用
い
た
研
究
も
い
く
つ
か
発
表
さ
れ
て
い
る
。
特
に
長

南
政
義
氏
の
論
稿
は
、
本
「
日
記
」
な
ど
を
基
に
旅
順
攻
囲
戦
を
再
検
討
し
た
も

の
で
、
旅
順
難
戦
の
責
任
を
第
三
軍
の
み
に
帰
責
す
る
史
観
を
批
判
し
、
第
三
軍

の
指
揮
の
拙
劣
さ
以
外
の
要
因
（
陸
軍
省
の
兵
器
行
政
の
誤
り
や
任
務
の
二
重
性

な
ど
）
を
重
視
す
る
必
要
性
を
主
張
し
た
（
５
）
と
い
う
点
で
、
本
「
日
記
」
を
最
も
精

緻
に
読
み
解
い
た
研
究
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
一
方
で
課
題
も
残
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
本
「
日
記
」
の
表
題
は

「
大
庭
二
郎
中
佐
日
記
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
執
筆
時
期
は
、
明
治
三
八
年

一
月
以
降
の
記
述
が
「
明
治
四
十
年
八
月
二
十
七
日
」
に
書
か
れ
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
て
い
る
の
み
で
、
そ
の
他
の
部
分
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
記

述
内
容
の
時
系
列
が
前
後
し
て
い
る
こ
と
、
使
わ
れ
て
い
る
ノ
ー
ト
に
汚
れ
な
ど

が
見
当
た
ら
な
い
（
外
部
に
持
ち
出
し
た
形
跡
が
な
い
）
こ
と
、
旅
順
戦
当
時
の

表
や
命
令
文
書
が
「
日
記
」
に
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
（「
日
記
」
本
文
の
添
付

資
料
�
・
�
及
び
〈
表
一
〉
を
参
照
）
な
ど
か
ら
、
そ
の
他
の
部
分
も
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
後
に
ま
と
め
て
執
筆
さ
れ
た
―
即
ち
、
現
場

の
軍
人
が
単
に
備
忘
録
と
し
て
記
し
た
の
で
は
な
く
、
後
に
何
ら
か
の
意
図
を

以
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
（
６
）
。

そ
こ
で
、
本
「
日
記
」
の
記
述
内
容
に
注
目
す
る
と
、
大
庭
個
人
の
見
解
は
作

戦
の
成
功
よ
り
も
、
そ
の
失
敗
に
関
し
て
雄
弁
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、

第
一
次
総
攻
撃
の
失
敗
に
つ
い
て
、
八
月
二
十
日
の
項
で
「
後
ろ
見
よ
」
と
し
た

上
で
、
改
め
て
そ
の
原
因
に
関
し
て
詳
細
な
見
解
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
末

尾
に
は
「
突
撃
の
時
刻
、
方
法
等
に
関
し
て
は
後
世
評
論
あ
る
へ
し
。
予
は
突
撃

を
弾
丸
の
関
系
上
此
時
期
に
定
め
さ
る
可
ら
さ
り
し
情
況
を
記
し
置
く
も
の
な

り
」
と
あ
り
、
後
世
の
評
価
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
点
に
も
注
目
し
た
い
。
一

方
で
、
旅
順
が
陥
落
し
た
際
の
記
述
は
「
二
日
参
謀
長
レ
イ
ス
大
佐
と
会
同
し
、

開
城
規
約
調
印
せ
ら
れ
、
爰
に
旅
順
の
開
城
を
見
る
に
至
れ
り
」
と
あ
る
だ
け
で
、

驚
く
ほ
ど
淡
泊
で
あ
る
。

以
上
よ
り
、
一
連
の
関
係
史
料
が
保
存
さ
れ
た
経
緯
（
前
述
）
も
考
慮
す
れ
ば
、

大
庭
二
郎
が
本
「
日
記
」
を
執
筆
し
た
動
機
は
、
旅
順
攻
囲
戦
に
て
苦
戦
を
強
い

ら
れ
た
第
三
軍
、
ま
た
、
そ
の
参
謀
副
長
を
務
め
た
大
庭
個
人
に
向
け
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
批
判
へ
の
反
論
と
い
う
意
味
合
い
が
強
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

当
時
の
第
三
軍
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
義
が
あ
る
一
面
、
彼
自
身
の

自
己
弁
護
と
い
う
面
が
―
意
識
的
に
し
ろ
、
無
意
識
的
に
し
ろ
―
含
ま
れ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。
即
ち
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
例
え
ば
中
央
（
陸
軍
省
や
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参
謀
本
部
）
の
史
料
な
ど
を
用
い
た
上
で
、
こ
の
「
日
記
」
の
記
述
内
容
に
つ
い

て
更
な
る
史
料
批
判
を
行
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
一
連
の
関
係
史
料
の
中
に
は
、
大
庭
二
郎
が
執
筆
し
た
回
顧
録
の
原
稿

（「
難
攻
の
旅
順
港
」、〈
表
一
〉
の
二
番
史
料
）
が
あ
る
。
執
筆
時
期
は
大
正
一
一

（
一
九
二
二
）
年
秋
、
当
時
の
肩
書
は
朝
鮮
軍
司
令
官
で
あ
る
。
た
だ
し
、
原
稿

は
途
中
（
第
一
次
総
攻
撃
ま
で
）
で
終
わ
っ
て
お
り
、
管
見
の
限
り
、
同
氏
の
回

顧
録
が
出
版
さ
れ
た
記
録
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
原
稿
が
対
象
と
し
て
い
る
時

期
・
内
容
は
「
日
記
」
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
り
、
両
史
料
を
比
較
す
る
こ
と
で
、

大
庭
二
郎
自
身
の
日
露
戦
争
の
記
憶
・
評
価
が
い
か
に
変
化
し
て
い
る
か
が
分
か

る
（
７
）
。ま

ず
、
執
筆
当
時
の
社
会
情
勢
に
つ
い
て
、
大
庭
二
郎
は
「
大
正
三
乃
至
九
年

の
世
界
の
大
戦
乱
が
終
る
と
〔
中
略
〕
我
国
民
の
中
に
も
、
直
に
戦
争
を
廃
止
し

て
、
永
久
平
和
の
理
想
郷
に
達
せ
ら
る
る
様
に
思
ふ
て
、
国
防
と
言
ふ
こ
と
を
甚

だ
軽
々
に
扱
ふ
者
も
出
来
た
」
と
、
当
時
に
お
け
る
軍
縮
輿
論
の
高
ま
り
を
批
判

す
る
（
８
）
。
さ
ら
に
旅
順
戦
の
記
述
で
は
、
そ
の
勝
因
を
「
唯
大
和
魂
が
露
西
亜
魂
よ

り
優
秀
で
あ
つ
た
こ
と
の
み
に
依
」
る
と
し
た
点
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本

軍
の
精
神
性
を
高
く
評
価
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
先
の
「
日

記
」
で
は
「〔
陸
軍
省
―
筆
者
注
〕
当
局
者
が
兵
器
行
政
を
誤
り
た
る
は
其
責
を

免
る
ゝ
能
は
さ
る
所
な
る
へ
し
」（
九
月
二
二
日
）
と
厳
し
く
批
判
し
た
砲
弾
不

足
に
つ
い
て
も
、
回
顧
録
で
は
「
砲
弾
が
乏
し
く
、
十
分
に
敵
を
射
ち
す
く
め
る

こ
と
が
出
来
ず
し
て
、
肉
弾
攻
撃
を
為
し
、
多
く
の
勇
士
を
無
惨
に
失
つ
た
の
は

遺
憾
の
極
み
」
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
「
欧
米
が
精
鋭
の
兵
器
を
以
て
、

戦
た
か
ら
我
も
必
す
同
様
で
な
け
れ
ば
戦
へ
ぬ
と
言
ふ
な
ら
、
始
か
ら
戦
は
な
い

覚
悟
を
す
る
が
よ
い
〔
中
略
〕
過
度
に
器
械
の
力
を
軽
視
す
る
は
誤
れ
り
。
左
り

な
が
ら
、
過
度
に
之
を
重
視
す
る
も
亦
誤
れ
り
」
と
、
器
械
の
力
よ
り
も
「
肉

弾
」
の
力
を
重
視
す
る
評
価
に
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
両
史
料
に
お
い

て
評
価
が
変
化
し
て
い
る
も
の
は
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
大
庭
二
郎
個
人
の
認
識
の
変
化
と

は
必
ず
し
も
言
え
な
い
部
分
も
あ
る
。
回
顧
録
が
執
筆
さ
れ
た
翌
年
（
大
正
一
二

年
）
に
は
、
東
京
偕
行
社
か
ら
『
明
治
卅
七
八
年
日
露
戦
史
』（
全
一
〇
巻
・
付

図
一
〇
巻
）
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
「
日
本
軍
の
前
進
・
追
撃
が
神

速
・
充
分
で
な
か
っ
た
理
由
と
か
、
軍
隊
・
個
人
の
怯
懦
・
失
策
、
弾
丸
不
足
の

事
実
な
ど
は
削
除
の
対
象
」
と
さ
れ
、
同
様
の
方
針
は
、
そ
の
後
に
刊
行
さ
れ
た

各
「
連
隊
史
」
で
も
同
様
で
あ
っ
た
と
い
う
（
９
）
。
従
っ
て
、
当
時
は
「
朝
鮮
軍
司
令

官
」
の
立
場
に
あ
っ
た
大
庭
二
郎
が
執
筆
す
る
回
顧
録
も
、
同
様
の
方
針
が
適
用

さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
多
か
れ
少
な
か
れ
制
限
を
受
け
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、
日
露
戦
争
に
お
い
て
最
も
苦
汁
を
飲
ま

さ
れ
た
一
人
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
人
物
が
こ
の
よ
う
な
回
顧
録
を
執
筆
し
た
と
い
う

事
実
は
、
日
露
戦
争
の
「
記
憶
」
化
を
め
ぐ
る
一
つ
の
興
味
深
い
事
例
と
言
え
よ

う
（
１０
）
。以

上
の
よ
う
に
、
本
「
日
記
」
は
―
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
と
は
言
え
―
日

露
戦
争
の
戦
史
研
究
、
あ
る
い
は
、
そ
の
後
の
「
記
憶
」
化
を
め
ぐ
る
研
究
に
対

し
て
寄
与
す
る
と
こ
ろ
は
決
し
て
少
な
く
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
本
会
の
メ
ン
バ
ー
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
所
属
は
筆
耕
当
時
の
も

の
）。
團
藤
充
己
、
国
分
航
士
、
中
西
啓
太
、
朴
完
（
以
上
、
東
京
大
学
大
学
院

人
文
社
会
系
研
究
科
日
本
文
化
研
究
専
攻
博
士
課
程
）、
柗
居
宏
枝
（
お
茶
の
水

女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
創
成
科
学
研
究
科
比
較
社
会
文
化
学
専
攻
博
士
後
期

課
程
）。

（
文
責：

團
藤
充
己
）
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註（
１
）

大
庭
二
郎
の
略
歴
は
以
下
の
通
り
。
萩
藩
士
大
庭
此
面
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
に
陸
軍
士
官
学
校
を
卒
業
（
旧
八
期
）

し
、
同
二
五
（
一
八
九
二
）
年
に
は
陸
軍
大
学
校
を
卒
業
（
八
期
）。
参
謀

本
部
に
出
仕
し
、
同
二
八
〜
三
三
（
一
八
九
五
〜
一
九
〇
〇
）
年
に
は
ド
イ

ツ
に
留
学
。
日
露
戦
争
時
に
は
、
第
三
軍
参
謀
副
長
と
し
て
出
仕
し
、
同
三

八
（
一
九
〇
五
）
年
一
月
に
後
備
第
二
師
団
参
謀
長
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は

陸
軍
戸
山
学
校
長
、
朝
鮮
軍
司
令
官
を
歴
任
。
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に

大
将
と
な
り
、
軍
事
参
議
官
、
教
育
総
監
を
務
め
た
上
で
、
同
一
五
（
一
九

二
六
）
年
に
予
備
役
に
編
入
さ
れ
た
（
秦
郁
彦
編
『
日
本
陸
海
軍
総
合
事

典
』
第
二
版
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
、
三
七
頁
）。

（
２
）

長
南
政
義
「
第
三
軍
参
謀
た
ち
の
旅
順
攻
囲
戦
―
「
大
庭
二
郎
中
佐
日

記
」
を
中
心
と
し
た
第
三
軍
関
係
者
の
史
料
に
よ
る
旅
順
攻
囲
戦
の
再
検

討
―
」（『
國
學
院
法
研
論
叢
』
三
九
、
二
〇
一
二：
以
下
、
長
南
前
掲
論

文
）
二
八
頁
。

（
３
）

防
衛
研
究
所
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
日
記
」
の
カ

バ
ー
に
は
、
原
氏
に
よ
る
「
経
歴
表
」
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
所
見
と
し
て

「
日
露
戦
争
に
お
け
る
旅
順
攻
略
第
３
軍
の
参
謀
副
長
の
当
時
の
日
記
で
あ

り
旅
順
攻
略
戦
の
研
究
の
貴
重
な
史
料
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）

従
っ
て
、
本
「
日
記
」
の
原
題
は
正
確
に
は
不
明
で
あ
り
、
同
セ
ン
タ
ー

の
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
大
庭
二
郎
中
佐
日
記
」
と
い
う
題
は
、
便
宜

的
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）

長
南
前
掲
論
文
、
五
七
〜
五
八
頁
。
こ
の
他
、
同
氏
の
論
稿
と
し
て
「
第

三
軍
参
謀
が
語
る
旅
順
戦
―
新
史
料
「
大
庭
二
郎
中
佐
日
記
」
を
中
心
に

―
」（『
坂
の
上
の
雲
５
つ
の
疑
問
』
並
木
書
房
、
二
〇
一
一
）
が
あ
る
。
ま

た
、
小
林
道
彦
『
児
玉
源
太
郎
―
そ
こ
か
ら
旅
順
港
は
見
え
る
か
―
』（
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
二
）
で
も
、
旅
順
戦
の
記
述
に
て
本
「
日
記
」
が

引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）

こ
の
点
に
つ
い
て
、
長
南
氏
も
「
恐
ら
く
大
庭
が
、
戦
中
に
つ
け
て
い
た

メ
モ
や
第
三
軍
司
令
部
の
作
戦
日
誌
な
ど
を
基
に
、
日
露
戦
後
に
な
っ
て
書

い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
厳
密
に
日
誌
と
い
え
な
い
」
と
評
価
し
て
い
る
（
長

南
前
掲
論
文
、
五
八
〜
五
九
頁
）。

（
７
）

日
露
戦
争
の
「
記
憶
」
に
関
す
る
一
般
的
な
研
究
と
し
て
、
千
葉
功
「
日

露
戦
争
の
「
神
話
」
―
日
露
戦
争
と
そ
の
後
の
日
本
社
会
」（
小
風
秀
雅
編

『
日
本
の
時
代
史
２３
ア
ジ
ア
の
帝
国
国
家
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
）
を

参
照
し
た
。

（
８
）

一
般
的
な
日
露
戦
争
の
回
顧
ブ
ー
ム
は
、
日
露
戦
争
二
五
周
年
に
当
る
昭

和
四
、
五
（
一
九
二
九
、
三
〇
）
年
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
「
昭
和

恐
慌
に
よ
る
深
刻
な
経
済
不
況
下
、
青
少
年
層
へ
社
会
主
義
思
想
が
蔓
延
す

る
こ
と
へ
の
危
機
感
」
が
あ
っ
た
（
千
葉
前
掲
論
文
、
二
六
五
〜
七
〇
頁
）。

従
っ
て
、
大
庭
二
郎
の
回
顧
録
執
筆
は
、
そ
う
し
た
一
般
的
な
回
顧
ブ
ー
ム

と
は
異
な
る
時
期
・
動
機
で
行
わ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

（
９
）

千
葉
前
掲
論
文
、
二
六
七
頁
。

（
１０
）

ま
た
、
そ
の
回
顧
録
が
最
終
的
に
は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
も

併
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

176



凡

例

本
「
日
記
」
の
翻
刻
に
際
し
て
は
、
基
本
的
に
原
文
に
忠
実
に
従
う
よ
う
努
め

た
が
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
以
下
の
方
針
を
設
定
し
た
。

一

句
読
点
を
適
宜
補
っ
た
他
、
旧
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

一

変
体
仮
名
や
片
仮
名
は
、
地
名
な
ど
の
場
合
を
除
き
、
全
て
平
仮
名
に
改
め

た
。

一

人
名
に
関
す
る
補
注
は
、
初
出
時
に
〔

〕
と
し
て
付
け
加
え
た
。

一

抹
消
や
訂
正
の
箇
所
は
特
に
示
さ
ず
直
し
た
。

一

誤
字
・
脱
字
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
と
し
、
適
宜
（
マ
マ
）
や
〔

〕
を

付
し
た
。

五
月
二
日
大
本
営
陸
軍
参
謀
を
免
せ
ら
れ
、
第
三
軍
参
謀
副
長
被
仰
付
。
五
月
七

日
軍
司
令
部
動
員
完
結
。
五
月
二
十
七
日
軍
司
令
部
東
京
発
。
二
十
九
日
広
島
着
。

此
日
第
三
軍
戦
闘
序
列
を
令
せ
ら
る
。
六
月
一
日
宇
品
出
帆
。
二
日
朝
、
馬
関
海

峡
を
通
過
す
。
心
中
北
向
し
て
故
郷
之
双
老
に
拝
辞
す
。
上
村
〔
彦
之
丞
〕
艦
隊

の
瓜
生
〔
外
吉
〕
少
将
、
高
千
穂
・
和
泉
を
率
ひ
、
夕
刻
迄
護
衛
せ
り
。
三
日
航

行
。
四
日
朝
、
長
山
列
島
に
着
し
、
東
郷
〔
平
八
郎
〕
中
将
来
訪
。
司
令
官
の
返

礼
あ
り
。
作
戦
に
関
す
る
協
議
を
終
り
、
塩
大
澳
に
向
ふ
。
両
三
日
来
、
天
気
悪

く
、
運
送
船
輻
湊
し
、
上
陸
す
る
能
は
す
。
午
后
、
再
ひ
長
山
列
島
の
仮
泊
地
に

復
帰
す
。
予
等
の
乗
船
は
第
一
八
幡
丸
な
り
し
。
五
日
朝
、
霧
深
し
。
后
一
時
に

至
り
、
上
陸
に
着
手
す
。
予
は
司
令
官
の
命
に
依
り
、
上
陸
し
直
に
第
二
軍
司
令

部
に
至
る
（
司
令
部
は
張
家
屯
に
あ
り
）。
此
夜
、
帰
ら
ん
と
し
道
を
失
し
、
午

前
三
時
僅
に
上
陸
地
に
達
す
る
を
得
た
り
。
有
田
〔
恕
〕
中
佐
の
許
に
一
泊
す
。

六
日
朝
、
軍
司
令
官
上
陸
せ
ら
る
。
平
時
第
一
・
第
十
一
師
団
は
案
子
山
よ
り
台

子
山
に
亘
る
線
に
於
て
旅
順
の
守
備
軍
と
相
対
峙
し
、
第
二
軍
は
貔
子
窩
・
普
蘭

店
の
線
に
於
て
前
進
の
準
備
中
な
り
。
敵
は
南
下
し
て
第
二
軍
の
前
面
に
来
り
。

其
兵
力
二
師
団
を
下
ら
す
。
而
し
て
旅
順
の
守
備
軍
と
相
策
応
し
、
運
動
す
る
の

疑
あ
り
。
何
時
第
一
・
第
十
一
師
団
の
正
面
に
戦
闘
起
る
や
も
難
計
、
第
十
一
師

団
は
仮
り
に
第
一
師
団
長
の
指
揮
下
に
な
る
も
、
軍
司
令
部
の
速
に
此
地
に
到
着

し
戦
闘
の
指
揮
を
採
ら
ん
こ
と
、
第
二
軍
司
令
官
の
希
望
な
り
し
に
依
り
、
予
は

上
陸
点
に
於
て
此
旨
を
軍
司
令
官
に
復
命
せ
り
。
軍
司
令
官
は
之
に
依
り
、
第
三

軍
に
入
り
た
る
第
一
・
第
十
一
師
団
の
位
置
に
急
行
す
る
に
決
し
、
参
謀
津
野
田

〔
是
重
〕
大
尉
を
第
二
軍
司
令
部
に
遣
し
、
礼
意
を
致
し
、
此
夜
亮
甲
店
に
赴
か

る
。
軍
司
令
官
に
随
行
せ
る
は
、
僅
に
幕
僚
の
全
部
な
り
し
。
七
日
金
州
に
着
し
、

此
日
参
謀
山
岡
〔
熊
治
〕
少
佐
を
第
一
師
団
長
の
許
に
差
遣
せ
ら
る
。
八
日
北
泡

子
崖
に
着
し
、
軍
司
令
部
を
此
地
に
置
か
る
。
午
后
三
時
、
両
師
団
長
を
会
し
、

軍
司
令
官
の
意
図
を
示
さ
れ
、
九
日
第
一
師
団
、
十
日
第
十
一
師
団
の
陣
地
を
巡

視
せ
ら
れ
、
幕
僚
の
大
部
随
行
せ
り
。
十
一
日
警
急
に
応
す
る
処
置
を
示
さ
れ
、

当
分
の
間
無
事
に
経
過
し
、
軍
に
隷
属
す
る
部
隊
は
逐
次
来
着
せ
り
。
廿
一
・
二

日
に
至
り
、
タ
ル
ニ
ー
掃
海
の
模
様
大
抵
定
り
、
二
十
五
日
以
後
は
艦
隊
に
て
タ

ル
ニ
ー
に
運
送
船
の
入
る
を
掩
護
す
る
を
諾
し
、
二
十
五
日
夕
、
仮
装
巡
洋
艦
日

本
丸
及
糧
食
船
若
松
丸
タ
ル
ニ
ー
に
入
港
す
る
に
至
れ
り
。
然
る
に
、
歪
頭
山
及

乱
泥
橋
西
南
約
四
吉
米
の
三
六
八
の
山
は
遠
く
郡
山
に
抜
て
聳
へ
、
タ
ル
ニ
ー
の

揚
陸
動
作
一
々
指
点
す
る
を
得
へ
く
、
敵
は
此
地
に
監
視
哨
を
置
く
に
依
り
、
若

し
其
視
る
所
を
小
平
島
附
近
に
あ
る
敵
の
海
軍
に
通
知
し
、
夜
暗
に
乗
し
水
雷
艦

隊
を
以
て
タ
ル
ニ
ー
の
運
送
船
に
向
ひ
、
襲
撃
を
試
む
る
こ
と
あ
り
や
せ
ん
か
。

敵
は
湾
内
の
水
路
を
熟
知
せ
る
に
依
り
、
其
危
険
測
知
る
可
ら
す
。
依
て
軍
司
令

官
は
歪
頭
山
を
我
有
に
帰
し
、
又
成
し
得
れ
は
三
六
八
山
を
敵
の
自
由
に
委
せ
さ
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る
の
意
を
以
て
、
廿
五
日
両
師
団
に
其
陣
地
を
第
一
師
団
は
左
翼
を
盤
道
西
南
二

三
八
山
に
、
第
十
一
師
団
は
其
全
線
を
乱
泥
橋
東
方
一
帯
の
高
地
よ
り
黄
泥
川
大

上
屯
を
経
て
双
頂
山
に
亘
る
線
に
前
進
せ
し
む
る
を
命
せ
ら
れ
た
り
。
先
是
海
軍

は
我
軍
の
小
平
島
を
占
領
せ
ん
こ
と
を
希
望
せ
し
が
、
此
挙
、
自
然
に
海
軍
の
希

望
に
副
ひ
、
小
平
島
も
亦
我
手
に
帰
す
る
こ
と
と
な
る
な
り
。

六
月
二
十
六
日

第
十
一
師
団
は
三
聯
隊
と
な
り
早
朝
よ
り
運
動
を
起
し
、
第
一
師
団
は
之
に
準
し

て
運
動
し
、
正
午
頃
乱
泥
橋
東
方
高
地
よ
り
直
に
南
方
に
向
ひ
、
黄
泥
川
大
上
屯

を
経
て
双
頂
山
に
亘
る
線
を
占
領
せ
り
。
歪
頭
山
及
鶏
冠
山
に
在
り
し
微
弱
の
敵

兵
は
三
六
八
の
高
地
に
退
却
せ
り
。
左
翼
隊
は
黄
泥
川
大
上
屯
に
達
し
、
老
坐
山

北
方
一
帯
の
地
堅
固
に
守
備
し
あ
る
を
見
て
、
双
頂
山
附
近
に
止
る
に
決
す
。
然

る
に
、
三
六
八
山
に
は
微
弱
の
敵
兵
あ
る
の
み
な
る
を
以
て
、
第
十
一
師
団
長
は

此
山
を
攻
撃
占
領
す
る
に
決
し
、
歩
兵
第
四
三
聯
隊
に
山
砲
一
中
隊
を
附
し
、
之

が
攻
撃
に
任
せ
し
め
、
右
聯
隊
に
之
を
援
助
す
へ
き
を
命
し
、
右
聯
隊
は
山
砲
一

中
隊
を
以
て
助
力
せ
り
。
敵
は
一
大
隊
を
展
開
し
、
頑
強
に
抗
抵
せ
し
も
、
我
兵

之
を
撃
退
し
、
終
に
午
後
六
時
該
山
を
占
領
せ
り
。
我
死
傷
約
百
四
十
、
夜
に
及

ひ
老
坐
山
北
方
一
帯
の
敵
は
大
石
洞
に
向
ひ
退
却
せ
り
。

七
月
三
日
及
四
日

六
月
二
十
六
日
以
後
、
前
面
の
敵
は
静
粛
な
り
し
も
、
七
月
三
日
午
前
、
敵
兵
約

二
中
隊
黄
泥
川
大
上
屯
西
方
高
地
の
我
前
哨
前
に
来
り
。
若
干
時
、
射
撃
を
交
換

せ
し
後
退
却
せ
し
も
の
の
如
く
な
り
し
も
、
午
後
一
時
頃
に
及
ひ
、
敵
の
砲
兵
は

大
白
山
西
方
に
八
門
、
王
家
居
北
方
に
四
門
、
老
坐
山
北
方
に
八
門
を
出
し
、
盛

に
我
中
央
隊
及
左
翼
隊
の
陣
地
に
向
ひ
砲
撃
し
、
又
其
歩
兵
二
三
大
隊
は
剣
山
東

南
黄
泥
川
大
上
屯
よ
り
乱
泥
橋
に
通
す
る
鞍
部
に
あ
る
我
第
十
一
師
団
の
中
央
隊

に
、
一
大
隊
余
は
左
翼
隊
の
前
哨
を
駆
逐
し
、
老
坐
山
北
方
一
帯
の
高
地
を
占
め

て
左
翼
隊
に
向
ひ
攻
撃
し
来
り
。
午
後
八
時
、
敵
の
歩
兵
約
三
大
隊
海
軍
陸
戦
隊

ら
し
き
も
の
若
干
は
軍
楽
を
奏
し
、
中
央
隊
に
突
撃
し
来
り
た
る
も
、
我
兵
之
を

撃
退
せ
り
。
夜
半
、
敵
は
更
に
剣
山
に
向
ひ
突
撃
し
来
り
し
も
、
我
兵
之
を
撃
退

せ
り
。
四
日
早
朝
よ
り
、
敵
兵
砲
撃
を
開
始
し
、
王
家
居
北
方
の
敵
砲
は
八
門
に

増
加
し
、
歩
兵
約
三
四
大
隊
は
第
十
一
の
中
央
隊
に
、
一
二
大
隊
は
左
翼
隊
に
向

ひ
、
又
案
子
岑
よ
り
は
余
地
の
砲
兵
有
煙
火
薬
な
る
に
関
せ
す
、
無
煙
火
薬
を
発

射
せ
り
。
溝
口
北
方
及
囲
屏
口
西
北
高
地
よ
り
も
各
若
干
門
の
砲
兵
発
射
し
、
約

二
中
隊
の
歩
兵
は
五
盆
営
子
北
方
の
我
陣
地
に
、
又
約
一
大
隊
の
敵
は
乱
泥
橋
西

方
高
地
に
展
開
せ
り
。
午
後
―
―
に
及
ひ
、
砲
戦
漸
次
劇
烈
と
な
り
、
午
后
四
時

三
十
分
師
団
長
よ
り
左
の
報
告
到
達
せ
り
。

電
報

七
月
四
日
午
后
三
時
五
十
分
凌
水
河
子
発

〃

四
時
三
十
分
着

四
日
午
后
〇
時
二
十
五
分
、
猪
園
子
溝
西
南
（
不
明
）（
一
）
王
家
居
西
南
方
約

六
百
米
の
高
地
及
無
道
溝
東
方
約
六
百
米
の
高
地
及
案
子
岑
道
路
の
南
側
に
あ
る

（
マ
マ
）

敵
の
砲
兵
は
各
射
巨
离
六
千
米
突
に
し
て
、
其
曳
火
射
撃
は
威
力
及
精
度
共
に
我

野
砲
に
優
る
も
の
と
認
め
ら
る
。
之
か
為
め
山
砲
は
忽
ち
沈
黙
せ
ら
れ
、
高
地
上

に
在
る
散
兵
は
殆
と
其
位
置
を
保
守
す
る
こ
と
困
難
な
り
。

（
二
）
中
央
隊
前
面
の
敵
の
歩
兵
は
目
下
約
十
大
隊
に
増
加
せ
り
。
師
団
は
予
備

の
全
部
を
中
央
隊
に
招
致
し
、
尚
左
右
翼
隊
よ
り
各
一
大
隊
を
中
央
隊
の
方
面
に

招
致
せ
り
。

（
三
）
右
翼
隊
方
面
の
敵
の
歩
兵
は
一
大
隊
を
超
過
せ
さ
る
か
如
し
。

電
話

七
月
四
日
午
后
五
時
着

目
下
中
央
隊
は
敵
の
歩
砲
兵
火
の
為
に
大
に
苦
め
ら
れ
つ
ヽ
あ
り
。
然
る
に
、
今

又
敵
の
海
軍
我
左
翼
隊
に
向
て
盛
に
砲
撃
し
、
若
し
重
砲
隊
を
増
加
せ
ら
れ
す
は
、
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陣
地
を
保
守
す
る
こ
と
困
難
な
ら
ん
。
速
に
我
海
軍
に
援
助
を
請
は
れ
た
し
。
爰

に
於
て
軍
司
令
官
は
後
備
第
一
旅
団
（
一
聯
隊
欠
く
、
実
力
三
大
隊
と
一
中
隊
）

を
第
十
一
師
団
長
の
令
下
に
属
し
、
又
偶
ま
、
軍
司
令
部
に
あ
り
し
野
戦
重
砲
兵

（
マ
マ
）

聯
隊
長
に
其
三
中
隊
を
盤
道
附
近
に
陣
地
に
就
か
し
め
、
其
二
中
隊
を
北
河
口
対

家
屯
に
送
り
、
第
十
一
師
団
長
の
令
下
に
属
す
る
こ
と
を
令
せ
ら
れ
た
り
。

敵
の
海
軍
は
我
左
翼
を
砲
撃
せ
し
も
、
午
后
七
時
頃
暴
雨
降
来
り
、
戦
闘
一
般
に

中
止
せ
り
。

此
夜
一
時
頃
、
敵
兵
剣
山
に
夜
襲
を
試
み
た
る
も
、
撃
退
せ
ら
れ
た
り
。

七
月
五
日

敵
は
僅
に
砲
撃
を
持
続
す
る
の
み
に
し
て
、
野
戦
重
砲
兵
は
答
射
す
る
に
至
ら
す

し
て
止
む
。

敵
の
海
軍
は
午
前
中
、
我
左
翼
を
砲
撃
せ
り
。

夕
に
至
り
、
盤
道
に
あ
る
野
戦
重
砲
兵
に
は
宿
営
地
に
帰
還
を
命
せ
ら
れ
た
り
。

敵
は
攻
撃
を
試
み
て
タ
ル
ニ
ー
上
陸
を
妨
害
せ
ん
と
せ
し
も
、
成
功
せ
さ
り
し
に

依
り
、
断
念
し
て
静
粛
に
帰
せ
し
か
、
若
く
は
他
に
更
に
企
図
の
準
備
を
な
す
か

は
、
他
日
証
明
せ
ら
る
ヽ
な
ら
ん
。

夕
に
到
り
、
報
あ
り
。
第
十
一
師
団
の
前
面
の
敵
は
安
子
岑
よ
り
大
白
山
東
方
高

地
を
経
て
老
虎
山
に
亘
る
線
に
退
き
、
工
事
を
始
め
た
り
。
又
第
一
師
団
よ
り
南

方
分
山
溝
附
近
の
敵
は
歩
兵
約
二
大
隊
に
し
て
、
其
一
部
は
安
子
岑
方
面
に
、
其

大
部
は
金
竜
寺
溝
方
向
に
退
却
せ
り
と
の
報
あ
り
。

爰
に
於
て
、
敵
は
二
日
三
日
の
企
図
の
為
め
、
金
州
・
旅
順
街
道
の
兵
の
一
部
を

も
招
致
せ
し
か
、
今
や
此
企
図
を
断
念
し
、
此
兵
を
原
位
置
に
復
せ
し
め
た
る
も

の
な
る
を
知
り
、
数
日
の
間
敵
の
活
動
な
か
る
へ
き
を
確
信
す
る
を
得
る
に
至
れ

り
。
依
て
六
日
の
早
朝
を
以
て
、
第
一
師
団
よ
り
稍
有
力
な
る
威
力
偵
察
を
旅
順

街
道
営
城
子
附
近
に
施
こ
し
、
一
は
敵
の
陣
地
配
備
を
確
め
、
一
は
敵
を
牽
勢
せ

ん
と
す
る
の
軍
の
企
図
を
中
止
す
る
に
至
れ
り
。

七
月
六
日
よ
り
七
月
二
十
六
日
に
至
る

七
月
三
日
・
四
日
の
恢
復
攻
撃
は
敵
の
第
四
師
団
長
フ
ヲ
ー
ク
将
軍
の
命
す
る
所

に
し
て
、
其
目
的
の
全
く
剣
山
の
恢
復
に
あ
り
し
こ
と
、
七
月
二
十
六
・
七
日
に

至
り
、
獲
た
る
捕
虜
の
言
に
依
り
、
明
了
と
な
れ
り
。

七
月
五
日
以
後
、
敵
は
第
十
一
師
団
の
正
面
に
対
し
、
日
々
数
百
発
の
砲
撃
を
加

へ
し
も
、
我
兵
の
応
射
せ
す
し
て
、
攻
撃
の
時
機
を
俟
て
り
。
第
一
師
団
方
面
は

之
に
反
し
、
頗
る
静
粛
に
し
て
唯
盤
道
附
近
の
左
翼
隊
時
の
砲
撃
を
受
く
る
こ
と

あ
る
に
過
き
す
。

敵
は
七
月
三
日
・
四
日
の
恢
復
攻
撃
効
を
奏
せ
さ
る
以
来
、
砲
撃
を
以
て
我
を
苦

し
む
る
の
策
を
執
り
、
盆
道
附
近
及
第
十
一
師
団
正
面
に
は
諸
種
の
大
砲
を
現
出

し
、
砲
撃
を
加
へ
た
り
。
就
中
、
第
十
一
師
団
を
苦
し
め
た
る
は
大
白
山
陣
近
に

あ
り
た
る
敵
の
臼
砲
に
し
て
、
十
五
珊
の
爆
裂
の
榴
弾
を
時
々
我
陣
地
に
送
り
た

り
。

此
臼
砲
を
引
出
し
た
る
は
、
或
は
我
軍
の
過
誤
よ
り
来
り
し
や
も
知
る
可
ら
す
。

即
ち
、
黄
泥
川
大
上
屯
に
出
し
た
る
野
戦
重
砲
兵
大
隊
長
は
軍
よ
り
厳
禁
し
あ
り

た
る
に
関
せ
す
、
試
射
と
称
し
て
七
発
の
弾
丸
を
大
白
山
方
向
の
敵
砲
兵
に
向
ひ

発
射
せ
り
。
数
日
を
出
て
す
、
敵
の
臼
砲
第
十
一
師
団
の
線
に
落
下
す
る
こ
と
と

な
れ
り
。

敵
の
大
白
山
附
近
の
砲
兵
漸
次
増
加
せ
る
に
依
り
、
軍
は
万
一
を
顧
慮
し
、
又
攻

撃
前
進
に
必
要
な
る
を
以
て
、
第
十
一
師
団
に
砲
兵
を
増
加
す
る
の
計
画
を
な
し
、

海
軍
砲
を
用
ゆ
る
こ
と
と
せ
り
。
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七
月
二
十
五
日

夕
、
我
運
送
船
は
ダ
ル
ニ
ー
に
入
り
、
桟
橋
に
横
附
け
せ
り
。

（
マ
マ
）

（
マ
マ
）

其
此
に
至
る
迄
の
海
軍
の
捜
海
は
実
に
苦
心
惨
憺
た
る
も
の
あ
り
。
捜
海
を
完
し
、

港
内
を
整
理
し
、
運
送
船
の
発
着
を
得
せ
し
む
る
に
至
り
し
は
、
海
軍
艦
隊
臨
時

集
合
地
港
務
部
長
三
浦
功
少
将
の
力
与
て
多
き
に
居
る
。

尓
後
運
送
船
は
逐
次
来
着
し
、
先
つ
鉄
道
提
理
部
の
材
料
揚
陸
せ
ら
る
。
竹
内

〔
徹
〕
鉄
道
提
理
は
タ
ル
ニ
ー
に
着
し
、
直
に
鉄
道
の
修
理
に
着
手
せ
り
。

（
マ
マ
）

次
で
徒
歩
砲
兵
三
聯
隊
と
一
大
隊
野
戦
重
砲
兵
二
中
隊
攻
城
砲
廠
攻
城
攻
兵
廠
等
、

逐
次
タ
ル
ニ
ー
に
着
し
、
又
聯
合
艦
隊
よ
り
は
旅
順
の
攻
撃
に
応
援
せ
し
む
る
為

め
、
十
二
珊
加
農
六
門
十
二
斤
（
七
、
五
珊
米
）
砲
十
門
と
砲
員
七
百
五
十
名
を

第
三
軍
に
隷
し
、
黒
井
〔
悌
次
郎
〕
中
佐
の
指
揮
を
以
て
、
六
月
四
日
タ
ル
ニ
ー

に
上
陸
せ
し
め
た
り
。

然
る
に
、
第
十
一
師
団
方
面
の
砲
撃
、
日
を
追
て
盛
な
る
に
依
り
、
七
月
八
日
海

軍
陸
戦
重
砲
隊
の
内
六
門
を
西
部
猪
圏
子
口
西
北
の
高
地
に
出
す
こ
と
と
な
り
、

九
日
頃
此
砲
兵
は
陣
地
に
入
り
、
又
徒
歩
砲
兵
第
一
聯
隊
の
兵
員
を
以
て
、
臨
時

戦
利
砲
中
隊
を
組
織
し
、
南
山
に
於
て
捕
獲
せ
し
分
捕
七
珊
八
砲
十
二
門
を
乱
泥

橋
東
方
高
地
に
備
へ
、
万
一
に
応
す
る
こ
と
と
し
、
此
砲
も
海
軍
砲
と
相
前
後
し

て
陣
地
に
就
け
り
。

右
の
諸
砲
は
万
一
の
場
合
に
応
す
へ
き
も
の
な
る
を
以
て
、
漫
に
発
射
せ
さ
る
様

訓
令
せ
ら
れ
た
り
。

七
月
十
四
日

満
州
軍
総
司
令
部
タ
ル
ニ
ー
に
着
す
。
軍
参
謀
長
之
を
迎
へ
、
次

て
七
月
十
七
日
参
謀
長
攻
撃
計
画
を
携
へ
総
司
令
部
に
行
き
、
砲
兵
部
長
・
鉄
道

提
理
等
と
協
議
し
、
旅
順
攻
囲
軍
の
攻
城
計
画
爰
に
成
る
。

七
月
十
七
日

鉄
道
は
後
革
鎮
堡
迄
全
通
せ
り
。
軍
は
行
動
を
起
し
、
前
方
に
地

歩
を
占
め
て
鉄
道
の
修
築
を
為
す
へ
き
余
地
を
作
る
を
至
当
と
せ
し
も
、
第
九
師

団
及
野
戦
砲
兵
第
二
旅
団
は
軍
の
戦
闘
序
列
に
加
へ
ら
れ
、
且
つ
六
月
二
十
六
日

剣
山
に
向
ひ
、
攻
撃
す
る
の
時
に
当
り
、
大
本
営
は
攻
城
に
任
す
る
全
兵
力
を
集

結
し
、
然
る
後
前
進
す
る
を
可
な
り
と
す
と
の
訓
示
を
送
り
し
に
依
り
、
即
ち
之

を
服
膺
し
、
第
九
師
団
の
半
部
及
第
二
砲
兵
旅
団
の
一
聯
隊
来
着
を
待
ち
、
二
十

六
日
を
期
し
、
前
進
す
る
に
決
せ
り
。

七
月
十
九
日

満
州
軍
総
司
令
官
軍
司
令
部
を
見
舞
は
れ
、
旅
順
方
面
の
戦
闘
は

第
三
軍
司
令
官
に
一
任
し
、
七
月
二
十
三
日
ダ
ル
ニ
ー
を
発
し
、
北
進
の
途
に
上

ら
る
。

七
月
二
十
三
日

第
三
軍
司
令
官
は
第
一
・
第
九
・
第
十
一
師
団
長
、
野
戦
砲
兵

第
二
旅
団
長
・
歩
兵
第
四
旅
団
長
を
会
し
、
来
る
二
十
六
日
よ
り
す
る
前
進
運
動

〔
に
〕
関
し
命
令
を
発
せ
ら
る
。
此
命
令
の
細
次
は
已
に
二
十
日
軍
参
謀
長
・
各

師
団
参
謀
長
及
特
種
砲
兵
司
令
官
を
会
し
示
さ
れ
た
る
所
な
り
。

（
七
月
十
六
日
聯
合
艦
隊
よ
り
岩
村
〔
団
次
郎
〕
中
佐
（
参
謀
）
を
連
絡
の
為
め
、

軍
司
令
部
に
差
遣
せ
ら
る
）

七
月
二
十
六
日

軍
は
総
攻
撃
を
開
始
せ
り
。
其
部
署
左
の
如
し
。

金
州
旅
順
街
道

第
一
師
団

野
戦
砲
兵
第
二
旅
団
の
約
二
聯
隊

旅
順
―
盆
道
―
青
泥
崖
街
道

第
九
師
団
の
大
部

第
九
師
団
は
柳
樹
屯
に
上
陸
し
、
金
州
及
其
附
近
に
宿
営
せ
り
。
是
れ

（
マ
マ
）

宿
営
給
養
の
関
系
上
然
り
し
な
り
。
其
先
頭
は
七
月
二
十
日
到
着
し
、
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二
十
二
日
よ
り
逐
次
盆
道
の
谷
地
に
開
進
せ
り
。
此
時
兵
力
約
三
聯
隊

砲
兵
五
中
隊
な
り
。

後
備
歩
兵
第
一
旅
団

第
九
師
団
長
の
隷
下
に
属
す
。

（
マ
マ
）

特
種
砲
兵

長

酒
井
〔
甲
子
郎
〕
大
佐

野
戦
重
砲
兵
三
中
隊

分
捕
砲
十
二
門

（
徒
歩
砲
兵
第
一
聯
隊
の
三
中
隊
）

九
珊
臼
砲
二
中
隊
（
徒
歩
砲
兵
第
三
聯
隊
の
二
中
隊
）

旅
順
青
泥
崖
街
道

第
十
一
師
団

特
種
砲
兵
隊

長

江
藤
〔
鋪
〕
大
佐

海
軍
陸
戦
重
砲
隊
の
一
部

十
二
听
六
門

野
戦
重
砲
兵
隊
二
中
隊

徒
歩
砲
兵
約
五
大
隊
（
二
中
隊
）

九
珊
臼
砲

総
予
備
隊

後
備
歩
兵
第
四
旅
団
（
一
大
隊
欠
）

大
辛
塞
子
の
西
北

野
戦
重
砲
二
中
隊

利
家
屯
附
近

此
攻
撃
に
於
て
運
動
の
基
準
は
第
九
師
団
な
り
し
。

廿
六
日
午
前
四
時
、
軍
司
令
部
は
意
気
沖
天
之
勢
を
以
て
、
滞
陣
に
厭
き
た
る
北

泡
子
崖
を
出
発
し
、
先
つ
利
家
屯
西
北
の
高
地
に
至
る
途
中
、
天
明
た
る
も
濛
気

襲
来
せ
ん
と
す
る
恐
れ
あ
り
。
果
し
て
、
暁
に
達
す
る
も
、
目
標
明
了
な
ら
す
、

午
前
六
時
に
至
る
も
尚
第
九
師
団
方
面
に
一
発
の
砲
声
を
聞
か
す
。
予
は
倉
皇
高

地
を
攀
登
し
、
第
一
・
第
九
師
団
方
面
を
観
察
す
る
に
、
第
一
師
団
は
前
牧
城
駅

よ
り
、
牧
城
駅
南
溝
に
達
す
る
砂
河
の
右
岸
に
開
進
し
、
第
九
師
団
の
砲
兵
は
已

に
陣
地
に
あ
り
て
、
其
歩
兵
は
開
進
し
あ
る
も
、
安
子
岑
及
溝
口
北
方
約
二
千
米

の
岩
山
（
凹
字
形
山
と
名
く
）
は
、
時
々
濛
気
に
掩
は
れ
砲
兵
射
撃
に
適
せ
す
。

待
つ
こ
と
良
久
し
く
七
時
三
十
分
頃
、
砲
兵
第
一
発
を
発
し
、
次
て
第
一
・
第
十

一
師
団
方
面
に
砲
戦
起
り
し
が
、
此
日
陰
晴
常
な
く
、
砲
火
の
効
力
を
著
す
に
頗

る
不
適
当
に
し
て
、
時
々
全
く
目
標
を
見
る
能
は
す
。
従
て
砲
火
も
頗
る
断
続
せ

り
。

此
時
の
作
戦
計
画
は
中
央
路
上
の
砲
兵
は
其
全
力
を
挙
て
、
先
つ
凹
字
形
山
を
撲

滅
し
、
歩
兵
之
を
占
領
し
て
後
、
逐
次
西
方
の
諸
岑
に
進
む
の
計
画
な
り
し
を
以

て
、
第
九
師
団
長
は
正
午
頃
砲
火
の
効
力
あ
り
し
と
認
め
、
歩
兵
を
進
め
、
凹
字

形
山
の
占
領
に
着
手
せ
し
も
成
ら
す
。
午
後
二
時
頃
大
雨
沛
然
、
予
は
利
家
屯
に

出
て
、
馬
に
騎
し
、
韓
家
屯
に
出
て
其
北
方
約
千
米
の
ナ
マ
コ
の
高
地
に
至
ら
ん

と
せ
し
に
、
生
憎
伝
令
騎
兵
予
の
マ
ン
ト
を
携
へ
、
軍
司
令
官
に
随
ひ
、
該
地
に

先
行
せ
し
に
依
り
、
濡
鼠
の
如
く
な
り
。
韓
家
屯
に
至
り
、
更
に
ナ
マ
コ
の
高
地

に
上
ら
ん
と
せ
し
も
、
濛
気
山
を
掩
ひ
、
山
頂
を
見
る
能
は
す
。
途
を
求
む
る
中
、

軍
司
令
官
以
下
、
山
よ
り
下
ら
る
ヽ
を
望
見
し
、
韓
家
屯
に
至
り
、
之
に
合
し
た

り
。
後
、
天
晴
る
。
即
ち
再
ひ
ナ
マ
コ
の
高
地
に
上
り
、
戦
況
を
視
察
す
る
に
戦

況
多
く
進
捗
せ
す
、
日
没
山
を
下
り
、
利
家
屯
の
幕
営
に
就
く
。

此
夜
、
第
九
師
団
よ
り
凹
字
形
山
占
領
の
報
あ
り
。
夜
半
、
更
に
報
あ
り
。
未
た

全
く
占
領
す
る
に
至
ら
す
。

【
七
月
二
十
七
日

晴
。
軍
は
攻
撃
を
続
行
す
。
予
は
朝
、
第
九
師
団
司
令
部
に

行
き
、
其
方
面
の
戦
況
を
聞
き
、
帰
て
之
を
報
告
す
。
後
ナ
マ
コ
の
高
地
に
上
る
。

此
日
午
後
第
九
師
団
第
三
十
五
聯
隊
の
二
大
隊
勇
を
鼓
し
て
前
進
し
、
凹
字
形
山

の
一
部
を
占
領
せ
し
も
、
敵
は
頑
強
に
抗
抵
し
、
攻
撃
進
歩
せ
す
。
第
一
師
団
歩

兵
第
三
聯
隊
の
第
二
大
隊
は
第
三
十
五
聯
隊
と
照
応
し
、
凹
字
形
山
に
迫
り
し
も
、

日
没
に
至
る
迄
、
此
両
隊
は
未
た
凹
字
形
山
を
占
領
す
る
に
至
ら
す
。
其
他
後
備

旅
団
は
攻
撃
前
進
せ
し
も
、
之
か
為
に
第
九
師
団
の
戦
闘
力
分
散
し
て
集
結
を
失
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ひ
し
観
を
呈
し
、
第
十
一
師
団
の
攻
撃
は
更
に
前
進
せ
さ
る
に
依
り
、
午
後
三
時

（
マ
マ
）

頃
第
一
師
団
を
放
ち
、
第
九
師
団
に
関
系
な
く
攻
撃
前
進
せ
し
め
、
更
に
総
予
備

隊
た
る
】

〔
註：

【

】
全
体
が
取
り
消
し
〕

七
月
二
十
七
日

凹
字
形
山
に
対
す
る
砲
火
の
効
力
顕
れ
さ
る
に
依
り
、
第
九
師

団
に
更
に
予
備
た
る
野
戦
重
砲
兵
聯
隊
の
二
中
隊
を
加
へ
て
攻
撃
せ
し
め
、
又
総

予
備
た
る
後
備
歩
兵
第
四
旅
団
を
前
牧
城
駅
に
開
進
せ
し
め
ら
る
。

此
朝
、
予
は
第
九
師
団
司
令
部
に
行
き
、
戦
況
を
視
察
し
、
帰
り
報
告
し
、
後
ナ

マ
コ
の
高
地
に
上
り
戦
況
を
観
察
す
。

第
九
師
団
の
凹
字
形
山
に
昨
夜
取
附
き
た
る
歩
兵
は
堅
牢
な
る
防
禦
工
事
に
阻
害

せ
ら
れ
、
其
攻
撃
毫
も
進
捗
せ
す
。
依
て
、
一
時
歩
兵
を
退
け
、
更
に
砲
撃
を
な

し
、
午
後
に
及
ひ
第
三
聯
隊
第
二
大
隊
及
第
三
十
五
聯
隊
の
第
二
大
隊
は
他
の
二

中
隊
と
共
に
該
山
を
攻
撃
し
、
勇
敢
に
前
進
し
、
山
頂
に
達
せ
し
も
、
敵
は
一
角

に
依
り
、
殊
然
拒
戦
、
容
易
に
之
を
抜
く
能
は
す
。

第
十
一
師
団
の
戦
闘
は
容
易
に
前
進
せ
す
、
依
て
午
後
三
時
頃
第
一
師
団
に
後
備

歩
兵
第
四
旅
団
の
二
聯
隊
（
四
大
隊
）
を
加
へ
、
第
九
師
団
に
関
す
る
こ
と
な
く
、

双
台
溝
に
向
ひ
前
進
す
へ
き
を
命
せ
ら
れ
、
該
師
団
は
五
時
右
の
命
令
に
接
し
、

攻
撃
に
着
手
せ
し
も
、
日
没
の
為
め
果
さ
す
。

第
三
十
五
聯
隊
及
第
三
聯
隊
の
第
二
大
隊
は
未
た
凹
字
形
山
を
占
領
す
る
に
至
ら

す
、
日
没
と
な
る
。

此
日
、
後
備
第
一
旅
団
は
多
少
攻
撃
前
進
せ
し
も
、
為
に
第
九
師
団
の
歩
兵
集
結

せ
さ
る
の
観
を
呈
せ
り
。

七
月
二
十
八
日

全
線
の
戦
局
変
化
な
か
り
し
が
、
午
前
八
時
頃
よ
り
敵
兵
逐
次

退
却
を
始
め
、
午
後
一
時
全
く
安
子
岑
の
線
を
占
領
せ
り
。

敵
は
純
然
た
る
随
意
退
却
を
為
し
、
我
追
撃
は
頗
る
緩
慢
な
り
し
。
軍
は
長
嶺

子
・
英
各
石
・
海
魚
島
の
線
に
停
止
し
、
鳳
凰
山
一
帯
の
敵
情
を
偵
察
す
。

此
三
日
間
の
作
戦
計
画
は
軍
司
令
官
と
参
謀
長
と
に
於
て
定
め
ら
れ
た
る
も
の

な
り
。

予
は
双
台
溝
を
攻
撃
す
る
の
意
見
を
有
し
た
り
。
双
台
溝
占
領
後
、
該
陣
地
を

視
察
す
る
に
、
頗
る
堅
牢
に
し
て
、
砲
兵
の
如
き
は
悉
く
遮
蔽
陣
地
に
あ
り
、

攻
撃
或
は
困
難
に
し
て
、
多
大
の
死
傷
を
生
せ
し
や
も
知
る
へ
か
ら
す
。
然
れ

（

マ

マ

）

と
も
、
平
地
た
る
丈
け
平
地
な
る
丈
け
に
攻
撃
後
の
結
果
は
或
は
偉
大
な
り
し

や
も
知
る
へ
か
ら
す
。

彼
の
凹
字
形
山
よ
り
点
々
砲
火
を
以
て
、
山
嶺
を
掃
除
し
、
歩
兵
を
し
て
逐
次

之
を
占
領
せ
し
む
る
巧
妙
な
る
戦
術
は
全
く
不
結
果
に
終
れ
り
。

第
九
師
団
は
兵
力
散
乱
し
、
且
つ
歩
砲
兵
の
攻
撃
一
致
せ
さ
り
し
。

七
月
二
十
九
日

軍
司
令
部
は
営
城
子
に
移
る
。
此
日
、
鳳
凰
山
一
帯
の
地
形
を

偵
察
し
、
午
後
六
時
攻
撃
命
令
を
与
ふ
。

七
月
三
十
日

晴
。
払
暁
よ
り
攻
撃
を
実
行
し
、
田
城
子
南
方
一
帯
の
高
地
を
占

領
せ
り
。
大
小
孤
山
は
尚
敵
手
に
あ
り
。

此
時
鉄
道
は
已
に
営
城
子
迄
開
通
せ
り
。
先
つ
攻
城
砲
廠
及
攻
城
工
兵
廠
の
材
料

を
営
城
子
に
運
び
、
諸
縦
列
を
以
て
、
之
を
前
方
に
運
搬
し
、
徒
歩
砲
兵
は
砲
兵

建
築
に
、
又
歩
兵
は
第
一
攻
囲
の
陣
地
構
成
に
着
手
す
。

（
マ
マ
）

軍
司
令
官
は
攻
城
砲
台
建
築
中
、
旅
順
に
威
嚇
砲
撃
を
を
行
ふ
に
決
し
、
海
軍
陸

戦
重
砲
隊
の
十
二
珊
米
砲
二
門
を
火
石
稜
子
の
北
方
窪
地
に
出
さ
る
。
八
月
二
日
、

此
砲
は
営
城
子
に
着
し
、
八
月
七
日
よ
り
砲
撃
を
開
始
し
、
大
に
旅
順
の
内
部
を
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荒
ら
し
、
又
碇
泊
の
敵
艦
を
損
傷
せ
り
。
此
火
砲
は
僅
に
二
門
な
り
し
も
、
陣
地

の
撰
定
其
宜
し
き
を
得
て
全
く
遮
蔽
し
あ
り
。
且
つ
軌
鉄
を
以
て
掩
蔽
部
を
作
り

し
に
依
り
、
攻
城
間
砲
撃
を
受
く
る
こ
と
な
か
り
し
。

大
小
孤
山
に
は
敵
の
砲
兵
あ
り
て
、
特
に
大
孤
山
の
砲
は
柳
樹
房
王
家
甸
一
帯
の

谷
地
を
掃
射
し
、
攻
城
砲
台
築
設
に
尠
な
か
ら
さ
る
妨
害
を
為
せ
り
。
然
る
に
、

鉄
道
は
特
に
長
嶺
子
に
通
せ
ん
と
し
、
此
谷
地
に
由
り
攻
城
材
料
を
進
む
る
こ
と

益
多
か
ら
ん
と
す
。
即
ち
、
大
孤
山
占
領
の
必
要
生
せ
り
。
然
れ
と
も
、
大
孤
山

の
占
領
は
敵
要
塞
の
囲
郭
よ
り
砲
火
を
受
る
こ
と
多
き
を
以
て
、
其
占
領
は
必
要

の
許
す
限
り
遅
延
し
、
此
占
領
と
総
砲
撃
の
開
始
の
間
に
時
日
最
も
寡
き
を
要
す
。

攻
城
砲
兵
司
令
官
の
意
見
に
依
り
、
占
領
の
期
日
を
八
月
八
日
の
午
前
迄
と
せ
り
。

八
月
六
日

大
孤
山
攻
撃
に
関
す
る
命
令
を
頒
つ
。

八
月
七
日

攻
城
砲
兵
司
令
官
の
指
揮
下
に
あ
り
て
、
第
十
一
師
団
の
大
小
孤
山

占
領
を
援
助
す
へ
き
十
二
珊
榴
弾
砲
三
中
隊
十
二
門
、
九
珊
臼
砲
二
十
四
門
（
四

中
隊
）
は
、
午
後
四
時
三
十
分
よ
り
砲
撃
を
開
始
し
、
第
十
一
師
団
は
薄
暮
よ
り

攻
撃
に
着
手
す
。
此
夜
大
風
雨
、
夜
半
第
十
一
師
団
よ
り
大
孤
山
を
占
領
せ
り
と

の
報
あ
り
。

八
月
八
日

朝
、
第
十
一
師
団
よ
り
報
告
あ
り
。
大
孤
山
は
未
た
占
領
せ
ら
れ
す

と
、
昨
夜
の
報
告
は
第
一
線
の
聯
隊
長
中
腹
の
堡
塁
を
占
領
せ
し
と
き
発
し
た
る

も
の
な
り
と
云
ふ
。
此
に
於
て
更
に
砲
撃
を
開
始
し
、
午
後
八
時
三
十
分
、
全
く

大
孤
山
を
占
領
し
、
九
日
午
前
四
時
小
孤
山
を
も
占
領
せ
り
。

此
日
、
軍
司
令
官
は
第
十
一
師
団
に
行
き
、
戦
を
督
せ
ら
る
。

此
日
、
汽
車
長
嶺
子
迄
全
通
せ
り
。

敵
の
海
軍
出
来
り
、
大
小
孤
山
を
砲
撃
す
。
我
九
珊
臼
砲
之
と
応
戦
せ
り
。

八
月
九
日

敵
は
盛
に
大
小
孤
山
に
砲
火
を
集
中
し
、
且
つ
駆
逐
艦
数
隻
出
来
り
。

大
小
孤
山
を
背
射
し
、
第
十
一
師
団
に
多
く
の
死
傷
を
生
せ
り
。
依
て
、
海
軍
に

は
掩
護
を
依
頼
し
、
又
昨
日
の
攻
撃
成
功
に
依
り
、
已
に
陣
地
を
撤
去
せ
る
諸
重

砲
を
再
び
陣
地
に
就
か
し
む
。

八
月
十
日

更
に
第
十
一
師
団
の
左
翼
援
護
と
し
て
海
軍
陸
戦
重
砲
隊
の
十
二
听

砲
四
門
を
郭
家
溝
附
近
に
出
せ
り
。

頃
日
に
及
ひ
、
海
軍
陸
戦
重
砲
戦
の
威
嚇
砲
撃
稍
効
力
あ
り
し
も
の
ヽ
如
く
、
間

諜
等
は
海
軍
石
炭
庫
油
庫
等
の
一
部
の
焼
失
を
報
し
、
且
つ
敵
艦
に
も
若
干
の
損

害
を
与
え
た
る
も
の
の
如
し
。
此
日
、
参
謀
長
参
謀
を
会
し
、
攻
城
に
関
す
る
意

見
を
徴
し
、
攻
城
計
画
を
定
め
ら
る
。
砲
工
兵
部
長
も
列
席
す
。

敵
の
海
軍
逸
出
を
企
て
、
大
海
戦
あ
り
。

八
月
十
一
日

昨
日
議
定
せ
し
攻
城
計
画
案
を
師
団
参
謀
長
・
砲
兵
第
二
旅
団

長
・
後
備
歩
兵
第
四
旅
団
長
を
会
し
示
さ
る
。
攻
城
砲
兵
司
令
官
及
工
兵
部
長
列

席
せ
ら
る
。

此
会
同
は
、
軍
司
令
部
の
計
画
を
示
す
の
考
な
り
し
も
、
終
に
一
種
の
軍
議
と
変

し
、
面
白
か
ら
さ
る
情
態
に
終
れ
り
。

八
月
十
二
日

大
本
営
よ
り
旅
順
の
婦
女
子
を
出
す
こ
と
に
関
し
、
勅
命
あ
り
。

十
三
日
、
通
告
書
及
勧
降
書
の
起
草
に
着
手
し
、
此
夜
海
軍
参
謀
岩
村
中
佐
之
を

携
へ
、
聯
合
艦
隊
に
行
く
。

八
月
十
三
日
に
は
、
八
月
十
一
日
の
会
同
決
定
に
依
り
、
第
一
師
団
は
先
つ
運
動
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を
起
せ
り
。
是
れ
敵
の
視
目
を
此
方
向
に
引
き
、
以
て
軍
の
本
攻
撃
を
掩
蔽
せ
し

か
為
な
り
し
。

予
は
八
月
十
三
日
よ
り
す
る
第
一
師
団
の
運
動
を
過
早
と
認
め
、
十
五
日
よ
り
運

動
を
起
せ
は
、
十
八
日
之
砲
撃
開
始
迄
に
十
分
間
に
合
ひ
、
且
つ
敵
の
意
図
を
引

き
得
る
考
な
り
し
も
、
実
行
せ
ら
れ
す
。
此
会
同
に
示
し
た
る
攻
城
計
画
案
な
る

も
の
は
左
の
如
し
。

【
第
一
師
団
は
十
三
日
よ
り
行
動
を
開
始
し
逐
次
に
案
子
山
・
椅
子
山
に
迫
る
。

之
か
為
め
第
一
師
団
に
野
戦
砲
重
砲
兵
三
十
隊
を
属
す
。

野
戦
砲
兵
第
二
旅
団
は
第
一
師
団
の
攻
撃
前
進
を
援
助
す
。
第
一
師
団
は
十
五
日

払
暁
迄
に
常
に
其
左
翼
を
第
九
師
団
右
翼
に
連
繋
し
つ
ゝ
干
大
山
南
麓
を
経
て
小

東
溝
南
方
高
地
に
亘
る
の
線
に
前
進
し
、
該
線
を
保
守
す
。

第
九
・
第
十
一
師
団
は
十
七
日
夜
に
於
て
水
師
営
東
南
方
高
地
よ
り
五
家
房
北
方

の
高
地
を
経
て
大
小
孤
山
に
亘
る
ゝ
線
に
前
進
し
、
該
陣
を
守
備
す
。

十
七
日
攻
城
砲
兵
展
開
終
り
、
十
八
日
砲
撃
開
始
、
十
九
日
砲
撃
、
二
十
日
払
暁

突
撃
。

第
九
・
第
十
一
師
団
は
十
八
日
夜
間
各
其
前
面
に
所
要
の
部
隊
を
派
出
し
て
前
進

地
区
の
諸
偵
察
を
行
ひ
、
十
九
日
払
暁
迄
に
八
里
庄
西
方
高
地
よ
り
五
家
房
を
経

て
南
部
王
家
屯
に
亘
る
の
線
に
前
進
し
、
十
九
日
夜
間
に
於
て
有
力
な
る
部
隊
を

出
し
、
前
進
地
区
に
於
る
諸
障
害
を
破
却
し
、
進
路
を
開
設
し
、
同
時
突
撃
縦
隊

を
編
成
し
、
之
を
突
撃
陣
地
に
準
備
し
次
て
翌
払
暁
を
以
て
突
撃
を
実
施
す
。
第

九
師
団
の
攻
撃
点
は
盤
龍
山
東
旧
砲
台
に
し
て
第
十
一
師
団
の
攻
撃
点
は
東
鶏
冠

山
北
砲
台
と
予
定
す
】

〔
註：

【

】
部
分
は
全
て
削
除
〕

八
月
十
二
日

大
本
営
よ
り
勅
命
至
る
。
旅
順
の
婦
女
児
童
、
僧
侶
、
観
戦
外
国

武
官
外
交
官
に
し
て
避
難
に
意
あ
る
も
の
は
退
去
せ
し
む
へ
し
と
。
即
ち
、
其
通

知
書
の
起
草
に
着
手
す
。
有
賀
〔
長
雄
〕
博
士
最
も
力
を
致
す
。

八
月
十
三
日

夜
、
暴
風
雨
。
第
一
師
団
は
干
大
山
よ
り
小
東
溝
南
方
高
地
に
向

ひ
夜
襲
を
な
す
。

岩
村
海
軍
参
謀
は
通
知
書
を
携
へ
聯
合
艦
隊
に
行
く
。
蓋
し
聖
旨
の
通
達
と
共
に

勧
降
書
を
送
る
に
決
し
、
而
し
て
二
者
共
に
軍
司
令
官
と
聯
合
艦
隊
司
令
長
官
と

の
連
署
と
決
し
た
れ
は
な
り
。

八
月
十
四
日

時
々
驟
雨
。
此
朝
第
一
師
団
は
予
定
の
陣
地
を
占
領
せ
し
と
の
報

あ
り
し
も
、
誤
に
し
て
敵
の
前
進
陣
地
を
奪
取
せ
し
に
過
き
す
。
此
日
砲
兵
は
終

日
砲
撃
。
第
一
師
団
は
更
に
夜
襲
を
施
行
す
る
に
決
す
。

八
月
十
五
日

此
朝
第
一
師
団
は
尚
予
定
の
陣
地
を
占
領
す
る
に
至
ら
す
。
即
ち

砲
火
の
掩
護
に
依
り
攻
撃
す
る
に
決
し
、
午
前
十
時
攻
撃
効
を
奏
し
予
定
の
線
を

占
領
せ
り
。

岩
村
海
軍
参
謀
、
聯
合
艦
隊
司
令
長
官
の
同
意
を
齎
し
帰
る
。
此
夜
聖
意
の
通
知

書
及
勧
降
書
成
る
。

八
月
十
六
日

雨
。
山
岡
参
謀
、
聖
意
の
通
知
書
と
勧
降
書
を
携
へ
、
水
帥
営
北

方
に
至
り
敵
の
参
謀
長
に
会
し
之
を
交
附
す
。

八
月
十
七
日

雨
。
敵
の
軍
使
来
る
へ
き
に
依
り
、
速
に
処
置
し
得
る
為
め
、
参

謀
長
以
下
幕
僚
土
城
子
に
至
る
。
山
岡
参
謀
先
行
し
、
水
師
営
北
方
に
於
て
敵
の
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軍
使
に
会
し
返
答
を
受
取
り
帰
る
。
敵
は
聖
意
も
勧
降
も
共
に
拒
絶
せ
り
。
此
時

在
旅
順
独
逸
海
軍
公
使
館
附
武
官
に
同
国
皇
帝
の
退
去
命
令
を
交
附
せ
り
。

八
月
十
八
日

微
雨
。
今
朝
よ
り
砲
撃
開
始
の
筈
な
り
し
も
、
昨
日
道
路
泥
濘
を

極
め
砲
兵
諸
準
備
整
ひ
難
き
点
あ
る
に
依
り
、
一
日
間
砲
撃
を
猶
予
せ
り
。

八
月
十
九
日

晴
。
軍
司
令
部
は
午
前
六
時
出
発
。
鳳
凰
山
東
南
高
地
に
至
る
。

攻
城
并
野
戦
砲
兵
は
払
暁
よ
り
砲
撃
を
開
始
し
諸
砲
台
概
ね
沈
黙
せ
り
。

八
月
二
十
日

晴
。
総
砲
撃
を
続
行
す
。
目
標
諸
砲
台
全
く
沈
黙
し
、
其
破
壊
も

可
也
に
実
行
せ
ら
る
。

午
前
十
時
、
参
謀
長
は
第
九
・
第
十
一
師
団
の
参
謀
を
会
し
、
攻
撃
方
法
に
関
し

示
す
所
あ
り
。

◎
後
ろ
見
よ
。

八
月
二
十
一
日

午
前
四
時
よ
り
突
撃
を
開
始
す
。

軍
司
令
部
は
午
前
四
時
よ
り
団
山
子
東
北
の
高
地
に
移
る
。

軍
司
令
部
よ
り
観
察
せ
し
戦
況
次
の
如
し
。

天
明
、
第
十
一
師
団
の
一
部
隊
は
東
鶏
冠
山
両
砲
台
間
の
中
間
砲
台
を
占
領
し
あ

り
。
他
の
一
部
隊
は
東
鶏
冠
山
北
砲
台
の
斜
面
に
あ
り
、
第
九
師
団
の
歩
兵
は
望

見
す
る
を
得
す
。

第
十
一
師
団
よ
り
は
第
九
師
団
の
協
同
前
進
を
促
す
こ
と
切
な
り
。
軍
司
令
部
は

第
九
師
団
機
に
後
れ
攻
撃
前
進
せ
す
と
の
観
念
を
懐
き
、
之
を
督
促
す
る
こ
と
屡

に
し
て
、
午
前
八
時
頃
、
予
は
第
九
師
団
に
差
遣
せ
ら
れ
軍
司
令
官
の
意
図
は
損

害
に
関
せ
す
一
意
前
進
に
あ
る
こ
と
を
述
へ
た
り
。
第
九
師
団
は
目
下
砲
兵
を
以

て
攻
撃
を
準
備
し
つ
ゝ
あ
る
故
、
準
備
整
次
第
攻
撃
前
進
す
へ
し
と
の
こ
と
な
り

し
も
一
向
前
進
の
様
子
見
へ
す
。
然
る
に
、
第
十
一
師
団
は
第
九
師
団
の
共
同
前

進
を
促
す
こ
と
頻
に
し
て
軍
司
令
部
よ
り
も
第
九
師
団
を
頻
り
に
督
促
せ
し
が
、

此
日
終
に
攻
撃
前
進
を
見
す
し
て
終
れ
り
。
此
間
午
前
九
時
頃
、
第
十
一
師
団
の

東
鶏
山
の
西
の
中
間
砲
台
を
占
領
せ
し
部
隊
は
、
側
射
背
射
の
為
め
終
に
撃
退
せ

ら
る
ゝ
に
至
れ
り
。

〔
欄
外
上
〕
第
十
一
師
団
は
、
第
九
師
団
に
し
て
前
進
せ
す
ん
ば
、
独
団
前
進
せ

ん
と
云
ふ
に
至
れ
り
。

八
月
二
十
二
日

天
明
。
第
九
師
団
の
一
部
隊
盤
龍
山
東
砲
台
の
麓
に
伏
し
あ
る

を
見
る
も
攻
撃
効
を
奏
す
へ
き
様
子
な
き
に
依
り
、
軍
司
令
官
は
其
攻
撃
を
中
止

せ
し
め
ん
と
し
、
之
を
第
九
・
第
十
一
師
団
に
示
し
、
又
第
九
師
団
よ
り
は
参
謀

長
を
意
見
上
申
の
為
め
軍
司
令
部
に
遣
し
、
第
十
一
師
団
参
謀
長
も
軍
司
令
部
に

招
致
せ
ら
れ
て
将
に
第
二
策
を
示
さ
ん
と
す
る
に
当
り
、
一
二
勇
敢
な
る
兵
卒
の

動
作
に
誘
は
れ
、
終
に
東
盤
龍
山
砲
台
を
占
領
す
る
に
至
れ
り
。
因
て
第
九
師
団

参
謀
長
は
直
に
帰
り
、
第
十
一
師
団
参
謀
長
は
軍
参
謀
長
よ
り
軍
の
攻
撃
進
路
已

に
開
け
し
以
上
は
之
よ
り
拡
張
し
て
逐
次
に
攻
撃
前
進
を
為
す
を
可
と
す
。
第
十

一
師
団
は
盤
龍
山
砲
台
を
経
て
前
進
す
へ
し
と
の
意
を
示
さ
れ
帰
り
た
り
。
須
臾

第
十
一
師
団
は
更
に
三
聯
隊
と
な
り
、
攻
撃
前
進
す
と
の
報
告
あ
り
。
軍
司
令
部

は
従
来
の
経
験
に
照
し
其
効
な
き
を
認
め
、
此
攻
撃
を
止
め
、
兵
を
東
盤
龍
山
に

移
さ
し
め
た
り
。

此
日
第
九
師
団
は
頻
り
に
第
十
一
師
団
の
来
る
を
待
つ
も
、
第
十
一
師
団
は
五
家

房
南
方
に
て
多
く
の
損
害
を
被
む
り
兵
を
移
す
能
は
す
。
終
に
日
暮
に
達
せ
り
。

此
夜
、
第
十
一
師
団
は
兵
を
盤
龍
山
東
砲
台
に
移
さ
ん
と
企
て
し
も
、
敵
兵
我
運
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動
を
見
て
退
却
す
る
も
の
と
な
し
、
屡
小
突
撃
を
試
み
し
に
依
り
、
終
に
目
的
を

達
せ
す
。

八
月
二
十
三
日

第
九
師
団
は
第
十
一
師
団
の
至
る
を
待
つ
も
、
第
十
一
師
団
は

其
運
動
遅
緩
し
、
漸
く
午
後
四
時
頃
に
及
ひ
其
先
頭
盤
龍
山
東
砲
台
附
近
に
達
す

る
を
得
た
り
。
午
后
十
時
頃
諸
隊
整
頓
す
。

夜
半
十
二
時
、
敵
は
盤
龍
山
東
西
両
砲
台
に
向
ひ
、
恢
復
攻
撃
を
試
み
、
銃
火
の

激
戦
起
る
。
次
て
二
時
過
、
第
九
・
第
十
一
・
後
備
第
四
旅
団
の
諸
隊
は
突
撃
を

試
み
、
望
台
附
近
を
殆
ん
と
占
領
せ
ん
と
せ
し
も
、
側
背
射
の
為
め
多
大
の
損
害

を
被
む
り
、
終
に
目
的
を
達
せ
す
。

八
月
二
十
四
日

第
十
一
師
団
は
更
に
部
隊
を
増
加
し
、
東
鶏
冠
山
北
砲
台
及
中

間
砲
台
を
占
領
せ
ん
と
せ
し
も
、
此
部
隊
は
目
的
点
に
向
ひ
前
進
せ
ん
と
せ
し
も

此
時
其
右
に
連
り
盤
龍
山
よ
り
前
進
す
へ
き
兵
な
し
。
之
を
確
め
、
始
め
て
第
十

旅
団
の
全
滅
せ
し
を
知
り
、
之
を
第
十
一
師
団
に
報
告
し
、
第
十
一
師
団
は
午
后

に
至
り
始
め
て
最
早
攻
撃
前
進
す
る
能
は
さ
る
を
報
告
し
来
り
し
に
依
り
、
軍
は

已
む
を
得
す
攻
撃
を
中
止
す
る
に
至
れ
り
。

事
の
実
想

今
日
迄
聞
き
得
た
る
所
に
依
り
事
の
実
想
を
見
る
と
き
は
左
の
如
き
も
の
な
り
し
。

第
十
一
師
団
は
二
十
日
夜
半
迄
に
鉄
条
網
の
切
断
終
り
、
第
九
師
団
は
払
暁
迄
に

之
を
切
断
し
得
さ
り
し
か
如
し
。
是
に
於
て
突
撃
隊
た
る
第
七
聯
隊
は
払
暁
之
を

切
断
せ
ん
と
し
頗
る
損
害
を
被
り
、
第
七
聯
隊
長
大
内
〔
守
静
〕
大
佐
之
如
き
は

自
ら
部
下
を
督
励
し
て
鉄
条
網
を
断
た
ん
と
し
、
爰
に
聯
隊
本
部
を
挙
て
敵
の
機

関
砲
火
に
倒
る
ゝ
の
悲
憺
の
戦
況
を
現
出
せ
り
。

各
部
隊
は
鉄
条
網
の
位
置
に
達
す
る
迄
に
機
関
砲
火
の
為
に
已
に
兵
力
の
半
を
失

ひ
、
幹
部
の
多
数
は
倒
れ
、
伝
令
は
倒
れ
、
報
告
も
命
令
も
容
易
に
到
達
せ
さ
る

に
依
り
、
後
方
の
隊
長
は
前
方
の
情
況
を
明
に
す
る
能
は
す
。
赴
援
は
機
に
後
れ
、

前
方
部
隊
は
此
間
益
損
害
を
被
む
る
に
依
り
、
為
に
第
九
師
団
は
予
定
の
如
く
突

撃
を
施
行
す
る
能
は
さ
り
し
な
り
。
否
、
突
撃
は
実
行
せ
し
も
効
を
奏
せ
さ
り
し

な
り
。

第
九
師
団
長
は
前
方
の
突
撃
不
成
功
に
終
り
し
を
知
る
こ
と
、
前
述
の
如
く
伝
令

卒
の
倒
る
ゝ
に
依
り
遅
延
し
た
り
し
か
、
此
間
第
十
一
師
団
よ
り
は
頻
に
協
同
前

進
を
迫
り
、
又
軍
司
令
部
よ
り
も
頻
に
之
を
督
促
せ
し
に
依
り
、
第
九
師
団
長
は

更
に
軍
司
令
部
よ
り
此
朝
増
加
せ
ら
れ
た
る
後
備
歩
兵
第
四
旅
団
を
増
加
し
突
撃

隊
を
編
成
し
、
午
後
二
時
に
至
り
突
撃
を
実
行
せ
し
も
是
亦
堡
塁
下
に
達
す
る
に

至
ら
す
、
機
関
砲
の
為
に
猛
烈
な
る
損
害
を
被
む
り
、
突
撃
す
る
に
至
ら
さ
り
し
。

夜
に
及
ひ
更
に
第
九
師
団
は
突
撃
を
実
行
せ
し
も
、
是
亦
成
功
せ
さ
り
し
。

此
夜
間
の
突
撃
に
於
て
第
九
師
団
の
第
三
十
六
聯
隊
は
軍
旗
を
失
へ
り
。
第
九
師

団
は
軍
の
攻
撃
前
進
を
中
止
す
る
の
命
令
を
伝
へ
、
一
戸
〔
兵
衛
〕
旅
団
長
は
第

三
十
五
聯
隊
に
退
却
を
命
せ
し
も
、
第
三
十
五
聯
隊
は
軍
旗
を
失
ひ
帰
る
の
面
目

な
し
、
全
滅
す
る
迄
此
地
点
に
止
る
へ
し
と
称
し
、
更
に
退
却
せ
す
。
旅
団
長
は

一
面
軍
旗
を
尊
重
す
る
の
念
を
激
賞
す
る
と
共
に
、
一
面
軍
の
計
画
を
乱
ら
ん
こ

と
を
恐
れ
、
更
に
使
を
馳
せ
て
退
却
を
促
せ
し
。
全
隊
頑
と
し
て
動
か
す
、
旅
団

長
頗
る
痛
心
し
、
殺
那
第
三
十
五
聯
隊
に
伴
ひ
た
る
爆
破
班
工
兵
下
士
以
下
六
名

の
果
敢
な
る
動
作
に
依
り
複
郭
を
爆
破
し
、
終
に
堡
塁
を
占
領
せ
り
。
又
西
砲
台

は
午
後
終
に
我
軍
の
手
中
に
帰
せ
り
。

〔
欄
外
上
〕
姫
野
〔
栄
次
郎
〕
軍
曹
以
下
六
名
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午
後
の
動
作
に
関
し
て
は
概
ね
已
に
述
た
る
如
し
。

此
攻
撃
に
於
て
苦
き
経
験
は
左
の
数
問
を
発
せ
し
め
た
り
。

（
一
）
攻
城
砲
弾
四
百
発
は
全
然
不
足
な
る
こ
と
。

（
二
）
突
撃
の
時
機
は
昼
間
を
撰
ひ
砲
火
の
援
助
下
に
実
行
す
る
を
可
な
り

と
す
る
如
し
。

（
三
）
突
撃
部
隊
は
一
号
令
下
に
あ
る
如
く
、
特
別
の
指
揮
官
を
置
く
こ
と
。

（
四
）
突
撃
の
時
は
全
線
攻
撃
動
作
を
為
す
こ
と
。

（
五
）
突
撃
に
使
用
す
る
兵
力
は
一
、
二
大
隊
を
最
大
と
し
、
極
め
て
疎
散

な
る
隊
形
を
採
る
こ
と
。

◎
何
故
に
突
撃
を
八
月
二
十
一
日
に
実
施
せ
し
か
に
関
し
て
は
爰
に
一
言
述
る
所

な
か
る
可
ら
す
。

始
め
戦
役
起
ら
ん
と
す
る
や
、
旅
順
要
塞
攻
撃
の
必
要
を
顧
み
攻
城
材
料
の
計
画

を
為
せ
り
。

此
攻
城
砲
は
運
搬
の
軽
便
を
慮
り
左
の
五
種
と
せ
り
。

十
五
珊
榴
弾
砲

一
六

（
陸
軍
の
有
す
る
悉
皆
）

十
五
珊
臼
砲

七
二

此
他
に
野
戦
重
砲12

c

榴
弾
砲
二
十
八

十
二
珊
加
農

三
〇

��������
一
四
六

門
あ
り
。
故
に
攻
城
砲
総
数
は
百
七
十

十
珊
半
加
農

四

四
門
と
な
る
。

九
珊
臼
砲

二
四

此
攻
城
砲
に
要
す
る
弾
数
は
八
百
発
と
せ
り
。
是
れ
欧
州
各
国
に
於
て
は
千
発
な

る
も
、
旅
順
に
対
し
必
す
し
も
千
発
を
要
せ
さ
る
へ
し
と
の
意
見
に
て
二
割
を
減

せ
し
な
り
。

此
二
割
減
の
弾
数
は
大
本
営
よ
り
陸
軍
省
に
移
し
た
り
。
陸
軍
省
は
何
等
回
答
を

与
ふ
る
こ
と
な
く
攻
城
砲
弾
数
を
一
門
約
四
百
発
と
せ
り
。
即
ち
左
の
如
し
。

十
五
珊
榴
弾
砲

四
〇
〇

十
五
珊
臼
砲

三
四
九

十
二
珊
加
農

五
一
七

十
珊
半
加
農

四
〇
〇

九
珊
臼
砲

四
〇
〇

（
此
砲
は
已
に
数
回
の
戦
を
な
し
、
八
月
十
六
日

調
に
て
二
一
六
に
減
し
居
れ
り
）

砲
弾
の
こ
と
に
関
し
て
は
佐
藤
〔
鋼
次
郎
〕
中
佐
主
と
し
て
其
交
渉
に
任
せ
し
が
、

陸
軍
省
の
主
任
者
は
是
れ
以
上
に
為
す
力
な
し
と
云
ひ
し
よ
し
な
り
。

予
は
第
三
軍
参
謀
副
長
と
な
り
、
弥
旅
順
攻
撃
の
任
務
に
服
せ
ん
と
す
る
や
、
参

謀
長
伊
地
知
〔
幸
介
〕
少
将
に
弾
薬
の
こ
と
に
就
き
述
る
所
あ
り
。
同
少
将
は
山

口
〔
勝
〕
砲
兵
課
長
に
語
ら
れ
し
に
、
山
口
大
佐
は
八
百
発
に
な
す
こ
と
は
負
請

ふ
能
は
さ
る
も
六
百
発
迄
に
は
な
さ
ん
（
攻
城
開
始
迄
に
）
と
答
へ
た
る
よ
し
、

是
れ
参
謀
長
よ
り
親
し
く
聞
く
所
な
り
。
然
る
に
此
約
束
は
実
行
せ
ら
れ
さ
り
し
。

七
月
二
十
六
日
前
進
の
頃
よ
り
九
珊
知
臼
砲
は
使
用
さ
れ
始
め
た
り
。
其
弾
丸
は

若
干
追
送
を
受
け
し
も
格
別
の
増
加
を
見
る
能
は
さ
り
し
。

八
月
十
九
日
の
砲
撃
に
各
隊
は
約
八
十
発
の
砲
弾
を
発
射
し
、
八
月
二
十
日
に
は

百
二
、
三
十
発
を
発
射
し
、
夜
間
射
撃
等
を
加
ふ
れ
は
発
射
弾
数
大
約
二
百
五
十

発
前
後
な
り
し
な
り
。

然
る
に
、
要
塞
の
景
況
を
見
る
に
仮
令
攻
撃
攻
を
奏
せ
り
と
す
る
も
左
右
及
前
方

の
砲
台
を
略
取
す
る
に
尚
多
く
の
砲
弾
を
要
す
る
は
明
了
な
り
。
即
ち
約
三
分
の

二
の
弾
数
を
射
尽
せ
し
と
き
を
攻
撃
の
時
機
と
な
す
は
実
に
已
む
を
得
さ
り
し
な

り
。

二
十
日
夕
、
参
謀
長
は
予
及
白
井
〔
二
郎
〕
少
佐
を
招
き
攻
撃
功
を
奏
す
へ
き
や

を
下
問
せ
ら
れ
た
り
。
予
は
砲
撃
の
効
果
未
た
十
分
な
り
と
は
認
め
得
さ
る
も
全
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（
マ
マ
）

体
の
情
況
攻
撃
を
急
く
と
砲
弾
の
関
系
上
最
早
突
撃
を
試
む
る
の
他
に
策
な
か
る

へ
し
と
答
へ
た
り
。

（
マ
マ
）

初
め
児
玉
〔
源
太
郎
〕
参
謀
次
長
は
伊
地
知
参
謀
長
の
問
に
答
へ
、
旅
順
の
陥

落
を
急
き
立
る
如
き
こ
と
は
決
し
て
為
さ
す
と
断
言
せ
ら
れ
し
も
、
満
州
軍
総

司
令
部
到
着
の
時
機
よ
り
、
一
に
は
バ
ル
チ
ツ
ク
艦
隊
来
航
の
風
説
あ
る
と
、

一
に
は
海
軍
艦
船
の
損
敗
に
依
り
、
速
に
旅
順
を
陥
し
艦
船
の
整
頓
を
為
し
逸

を
以
て
労
を
待
つ
の
策
に
出
ん
と
せ
る
に
依
り
、
漸
次
陥
落
を
急
く
の
傾
向
を

生
し
、
八
月
四
日
来
着
せ
る
大
本
営
参
謀
鋳
方
〔
徳
蔵
〕
中
佐
に
依
り
、
陥
落

の
一
日
一
刻
も
速
か
な
ら
ん
こ
と
明
瞭
に
希
望
さ
る
ゝ
に
至
れ
り
。

突
撃
の
時
刻
、
方
法
等
に
関
し
て
は
後
世
評
論
あ
る
へ
し
。
予
は
突
撃
を
弾
丸
の

（
マ
マ
）

関
系
上
此
時
期
に
定
め
さ
る
可
ら
さ
り
し
情
況
を
記
し
置
く
も
の
な
り
。

八
月
十
八
日
即
ち
砲
撃
開
始
前
弾
薬
の
景
況
左
表
の
如
し
。

【
添
付
資
料
�
】

此
の
如
く
に
し
て
旅
順
要
塞
の
強
襲
は
僅
に
敵
の
二
堡
塁
を
奪
取
せ
し
の
み
に
し

て
、
一
万
四
千
の
鮮
血
を
流
し
終
に
中
止
せ
さ
る
を
得
さ
る
に
至
れ
り
。

二
十
日
の
夕
は
尚
強
襲
の
成
功
に
望
を
懐
き
あ
り
し
。
二
十
一
日
の
朝
、
第
九
師

団
の
突
撃
は
成
功
せ
す
、
第
十
一
師
団
の
団
旗
を
飜
し
て
東
鶏
冠
山
北
砲
台
と
東

鶏
冠
山
砲
台
と
の
中
間
砲
台
を
占
領
せ
し
も
の
斜
射
背
射
の
為
め
退
却
せ
さ
る
を

得
さ
る
を
見
る
に
及
ひ
、
予
は
強
襲
の
成
功
如
何
に
付
き
頗
る
心
配
し
た
り
。
此

日
、
第
九
師
団
は
頻
り
に
督
促
を
受
く
る
も
容
易
に
前
進
せ
す
、
軍
司
令
部
に
て

は
第
九
師
団
の
行
動
敏
活
な
ら
さ
る
を
頗
る
遺
憾
と
せ
り
。
夕
に
及
ひ
、
後
備
歩

兵
第
四
旅
団
の
怯
懦
前
進
せ
さ
る
の
報
を
得
て
、
軍
司
令
官
は
第
九
師
団
長
に
逡

巡
進
ま
さ
る
も
の
あ
ら
は
断
然
軍
法
に
照
し
即
決
す
へ
き
を
命
せ
ら
れ
た
り
。
然

も
尚
終
日
攻
撃
前
進
を
見
す
。
且
つ
第
十
一
師
団
の
突
撃
縦
隊
は
徒
ら
に
第
九
師

団
の
前
進
を
待
ち
空
し
く
損
害
を
被
む
る
は
忍
ひ
さ
る
所
な
り
と
し
、
第
十
一
師

団
は
独
力
前
進
せ
し
こ
と
の
意
見
を
上
申
せ
り
。
軍
司
令
官
は
第
九
師
団
の
攻
撃

前
進
を
見
さ
る
に
依
り
、
終
に
第
十
一
師
団
に
師
団
の
誉
栄
と
し
て
独
力
前
進
す

へ
き
こ
と
を
令
せ
ら
れ
た
り
。
此
夜
予
は
第
九
師
団
に
至
り
其
攻
撃
前
進
を
促
し
、

且
つ
趦
趄
〔
と
も
に
足
偏
〕
俊
巡
す
る
も
の
あ
ら
は
即
時
軍
法
に
照
し
処
分
す
へ

し
と
の
軍
司
令
官
の
意
を
伝
へ
、
第
十
一
師
団
に
至
り
て
は
第
九
師
団
の
進
む
と

否
と
に
関
せ
す
、
第
十
一
師
団
は
師
団
の
名
誉
と
し
て
前
進
す
へ
き
を
伝
へ
た
り
。

二
十
二
日
の
出
来
事
は
已
に
概
ね
前
に
述
た
る
如
し
。

攻
城
砲
兵
司
令
官
は
二
十
一
日
突
撃
の
不
成
功
に
終
る
や
、
直
に
戦
闘
の
永
続
す

へ
き
を
予
想
し
、
大
に
弾
丸
の
節
限
に
力
め
、
終
に
依
て
以
て
攻
囲
戦
を
継
続
す

る
を
得
た
り
。

然
れ
と
も
、
爰
に
此
攻
囲
戦
を
永
続
す
る
を
得
た
る
に
与
り
て
大
に
力
あ
り
し
は

海
軍
陸
戦
重
砲
隊
な
る
こ
と
を
特
に
記
せ
さ
る
可
ら
す
。

海
軍
砲
の
砲
数
次
の
如
し

十
二
珊
加
農

六
門

火
石
�
子
に
配
置
す
。

七
珊
半
加
農

河
家
夏
子
に
二
門
、
是
は
敵
の
艦
艇
、
鉄
道
を
脅
す
に
備
ふ
る
も
の
。

劉
士
茂
に
二
門
、
目
的
同
上

郭
家
溝
に
四
門
、
八
月
八
日
・
九
日
、
大
孤
山
の
戦
闘
に
敵
の
艦
隊
我
側

背
を
射
撃
し
多
大
の
損
害
を
与
へ
た
る
に
依
り
之
に
備
く
る
も
の
。

火
石
�
子
に
四
門

右
の
海
軍
砲
中
火
石
�
子12

c

六
門
の
中
二
門
は
、
旅
順
威
嚇
砲
撃
の
目
的
を
以

て
掩
蓋
を
有
す
る
砲
台
を
後
夾
子
山
南
方
に
築
き
、
八
月
八
日
以
来
旅
順
港
内
及
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市
街
を
砲
撃
し
尠
な
か
ら
さ
る
損
害
を
与
へ
、
九
日
に
は
砲
弾
敵
艦
に
命
中
し
火

災
を
起
す
等
の
こ
と
あ
り
。
彼
の
敵
の
艦
隊
が
八
月
十
日
、
逸
出
を
計
り
大
海
戦

起
り
我
海
軍
の
迎
撃
す
る
所
と
な
り
、
其
一
部
は
威
海
衛
、
膠
州
湾
、
上
海
等
に

逃
入
し
、
其
大
部
は
再
ひ
旅
順
に
引
き
返
さ
ゝ
る
可
ら
さ
る
の
悲
境
に
陥
り
し
原

因
は
、
必
竟
此
海
軍
陸
戦
重
砲
隊
の
砲
撃
も
其
重
な
る
一
な
り
し
を
後
に
明
瞭
に

知
る
を
得
し
な
り
。
右
の
二
門
は
十
九
日
の
総
砲
撃
開
始
に
至
る
迄
烈
敷
旅
順
市

其
他
の
砲
台
を
射
撃
せ
り
。

此
火
砲
中
一
門
は
第
一
発
に
腔
発
を
為
し
破
壊
せ
ら
れ
た
る
に
依
り
、
一
門
を
以

て
先
つ
砲
撃
を
開
始
し
、
次
て
火
砲
を
取
り
替
へ
砲
撃
を
継
続
せ
り
。

総
砲
撃
中
に
も
素
よ
り
右
の
諸
砲
は
戦
闘
に
参
与
し
、
八
月
二
十
二
日
な
り
し
な

ら
ん
、
敵
艦
セ
バ
ス
ト
ポ
ー
ル
形
出
来
り
、
第
十
一
師
団
に
向
ひ
砲
撃
せ
し
と
き
、

郭
家
溝
の
七
珊
半
海
軍
砲
は
之
と
対
戦
し
、
終
に
之
を
撃
退
せ
り
。

強
襲
功
を
奏
せ
す
。
我
軍
現
状
を
維
持
し
此
地
に
止
る
に
決
す
る
や
、
砲
弾
は
頗

（
マ
マ
）

る
僅
少
と
な
り
、
重
砲
一
門
の
余
す
所
僅
に
百
発
内
外
に
過
き
す
。
頗
る
非
憶
に

陥
り
し
が
、
幸
に
海
軍
砲
の
弾
薬
十
分
な
り
し
に
依
り
、
九
月
二
十
五
日
以
後
の

戦
闘
に
於
て
は
海
軍
砲
終
に
砲
戦
の
首
砲
と
な
る
に
至
れ
り
。

聨
合
艦
隊
は
我
陸
軍
の
強
襲
成
功
せ
す
、
又
砲
弾
も
頗
る
減
少
せ
し
を
知
る
や
、

更
に
十
二
珊
米
砲
四
門
を
陸
軍
に
増
加
し
、
又
十
二
听
砲
六
門
を
送
れ
り
。
其
他

十
二
听
砲
予
備
二
門
、
十
二
珊
二
門
を
送
り
し
に
依
り
、
九
月
十
九
日
の
攻
撃
に

は
左
の
砲
数
を
以
て
之
に
参
与
せ
り
。

一
、
小
潘
家
屯
（
第
一
師
団
正
面
）

十
二
听
砲

五
門

△
二
、
碾
盤
溝

（
同

）

十
二
珊

二
門

△
三
、
火
石
�
子
西
方

十
五
珊

二
門

四
、
同

十
二
听

六
門

五
、
火
石
�
子
東
方

後
夾
子
の
掩
蓋
中
に

十
二
珊

六
門

あ
る
も
の
を
含
む

△
六
、
東
北
溝
北
方

十
二
珊

二
門

△
七
、
同

十
二
听

二
門

（
マ
マ
）

八
、
凰
凰
山
東
南
高
地
（
陸
軍
十
二
珊
砲
台
あ
り
）
十
二
听

二
門

此
砲
は
劉
士
茂
に
あ
り
し
も
の
を
敵
艦
我
に
危
害
を
加
ふ
る
の
恐
れ

な
き
に
至
り
此
処
に
招
致
せ
し
も
の
。

九
、
郭
家
溝

十
二
听

四
門

十
、
河
家
夏
子

十
二
听

二
門

計

十
五
珊

二
門

十
二
珊

一
〇
門

����
三
三
門

計

三
三
門

十
二
听

二
一
門

右
の
内
、
二
、
三
、
六
、
七
の
△
符
を
附
せ
し
も
の
は
九
月
十
九
日
砲
撃
を
開
始

し
、
其
他
の
砲
数
は
逐
次
陣
地
に
進
入
し
九
月
十
九
日
以
前
に
砲
火
を
開
始
し
あ

り
。
一
の
十
二
听
五
門
は
予
備
砲
二
門
と
火
石
�
子
西
方
の
三
門
を
此
方
面
に
移

し
た
る
も
の
な
り
。

碾
盤
溝
の
十
二
珊
二
門
は
望
台
後
方
を
十
九
日
午
前
に
射
撃
し
、
次
て
水
師
営
南

方
の
砲
台
を
砲
撃
し
、
其
他
旅
順
の
市
街
を
砲
撃
せ
し
に
依
り
、
敵
の
榴
弾
・
榴

霰
弾
を
被
む
る
こ
と
多
く
、
終
に
榴
霰
弾
の
破
片
に
対
し
掩
蓋
を
作
ら
さ
る
を
得

さ
る
に
至
れ
り
。

海
軍
砲
は
弾
丸
十
分
な
る
に
依
り
烈
し
く
砲
戦
を
な
し
、
後
夾
子
の
十
二
珊
一
門

の
如
き
は
最
初
よ
り
砲
撃
を
な
せ
し
に
依
り
、
薬
室
拡
張
し
命
中
を
害
す
る
に
至

（
マ
マ
）

れ
り
。
九
月
下
旬
に
迄
に
於
る
発
射
弾
数
一
、
八
〇
〇
発
以
上
な
り
し
。

十
月
二
十
六
日
よ
り
の
総
砲
撃
に
は
海
軍
よ
り
更
に
十
五
珊
二
門
を
増
加
せ
ら
れ
、

三
十
五
門
の
海
軍
砲
陸
戦
に
参
与
せ
り
。
其
威
力
の
大
な
り
し
は
論
を
俟
た
す
。

海
軍
陸
戦
隊
は
決
死
の
撰
抜
兵
に
し
て
極
め
て
勇
敢
に
戦
闘
せ
り
。
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八
月
二
十
四
日

強
襲
を
断
念
す
る
や
、
軍
は
現
状
を
維
持
す
へ
き
命
令
を
下
し
、

司
令
部
を
柳
樹
房
に
移
し
、
直
に
正
攻
法
の
研
究
に
移
り
、
地
形
を
偵
察
し
、
命

令
を
下
し
、
第
一
師
団
は
水
師
営
南
方
の
堡
塁
団
に
、
第
九
師
団
は
竜
眼
北
方
堡

塁
に
、
第
十
一
師
団
は
東
鶏
山
及
東
鶏
冠
山
北
砲
台
に
向
ひ
攻
路
を
進
め
し
め
た

り
。

此
時
弾
丸
余
す
所
僅
に
二
万
四
千
発
に
過
き
す
、
之
を
以
て
再
度
の
攻
撃
を
実
施

す
る
為
め
、
攻
城
砲
兵
に
は
万
已
む
を
得
さ
る
場
合
の
外
は
砲
撃
せ
さ
る
こ
と
を

令
し
、
又
各
師
団
に
は
攻
路
前
進
に
際
し
砲
火
の
援
助
を
受
く
る
能
は
さ
る
も
の

と
覚
悟
す
へ
き
を
示
せ
り
。
当
時
軍
司
令
官
の
胸
中
を
推
察
す
る
と
き
は
、
其
苦

心
想
像
に
余
り
あ
り
。

本
国
よ
り
は
攻
城
砲
弾
若
干
の
追
送
は
な
す
も
最
早
追
送
す
へ
き
も
の
な
き
に
依

り
切
に
節
用
を
望
む
旨
の
電
報
あ
り
て
、
軍
は
頗
る
苦
心
せ
り
。

九
月
一
日
よ
り
各
師
団
は
攻
路
掘
開
に
着
手
せ
り
。
二
十
四
日
よ
り
九
月
一
日
迄

は
偵
察
と
計
画
に
従
事
し
、
一
方
に
は
諸
隊
を
整
頓
せ
り
。
此
時
軍
の
現
員
は
三

分
の
一
強
に
減
し
あ
り
た
り
。

九
月
四
日

遼
陽
占
領
の
報
あ
り
、
各
人
聊
か
愁
眉
を
開
き
た
り
。
軍
は
速
に
旅

順
を
占
領
す
る
を
期
せ
り
。
是
れ
バ
ル
チ
ツ
ク
艦
隊
出
航
の
風
聞
高
き
に
依
り
、

速
に
之
に
応
し
得
る
為
め
我
艦
隊
を
間
あ
ら
し
め
ん
為
め
、
大
本
営
及
海
軍
の
切

望
す
る
所
に
し
て
、
此
は
素
よ
り
軍
の
希
望
た
り
し
な
り
。
然
る
に
二
十
一
日
の

突
撃
は
終
に
不
成
功
に
終
り
、
敵
艦
隊
の
始
末
を
附
く
る
こ
と
能
は
さ
る
に
依
り
、

速
に
高
地
を
占
領
し
旅
順
港
内
を
瞰
望
し
敵
艦
を
射
撃
す
る
の
計
画
を
為
し
、
第

（
マ
マ
）

一
師
団
の
已
に
攻
撃
に
着
手
し
て
二
十
四
日
の
現
情
維
持
に
於
て
其
侭
と
為
り
居

る203

の
高
地
を
攻
撃
す
る
の
策
を
建
た
り
。
此
攻
撃
は
第
一
師
団
の
希
望
す
る

所
に
し
て
亦
軍
の
刻
下
の
情
況
に
最
も
適
し
た
る
も
の
な
り
と
信
せ
ら
れ
た
り
。

水
師
営
南
方
の
攻
路
及
竜
眼
北
方
の
攻
路
は
着
々
歩
を
進
め
、
十
八
・
九
日
に
は

共
に
突
撃
の
位
置
に
達
す
る
に
依
り
、
前
項203

の
攻
撃
は
之
と
共
に
実
行
す
る

に
決
せ
り
。
蓋
し
部
分
攻
撃
は
弾
丸
を
費
す
こ
と
多
き
を
以
て
な
り
。

九
月
十
八
日

水
師
営
南
方
及
竜
眼
の
攻
路
突
撃
陣
地
を
成
形
す
。
即
ち
十
九
日

突
撃
を
決
行
す
る
に
決
す
。

九
月
十
九
日

午
後
二
時
よ
り
攻
城
砲
兵
は
砲
撃
を
開
始
す
。
午
後
五
時
三
十
分
、

第
九
師
団
は
龍
眼
北
方
角
面
堡
に
突
入
す
。
同
四
十
五
分
第
一
師
団
は203

、
其

東
北
ナ
マ
コ
高
地
及
水
師
営
南
方
堡
塁
に
突
入
し
た
り
。203

・
ナ
マ
コ
の
高

地
・
龍
眼
北
方
及
水
師
営
南
方
は
終
夜
戦
闘
を
継
続
せ
り
。

九
月
二
十
日

午
前
六
時
三
十
分
、
第
九
師
団
は
竜
眼
北
方
之
堡
塁
を
全
く
占
領

せ
り
。
第
一
師
団
は
十
時
三
十
分
水
師
営
南
方
の
堡
塁
団
を
悉
く
占
領
し
、
午
後

四
時
三
十
分
ナ
マ
コ
高
地
を
占
領
せ
り
。
然
れ
と
も203

は
尚
未
た
占
領
す
る
能

は
す
。

九
月
二
十
一
日

第
一
師
団
の
右
翼
隊
（
主
と
し
て
後
備
第
一
旅
団
）
は
尚203

の
攻
撃
を
続
行
せ
し
も
、
未
た
奏
功
せ
す
。

九
月
二
十
二
日

第
一
師
団
の
右
翼
隊
は
午
前
四
時
頃
已
に
占
領
し
得
た
る203

（
マ
マ
）

の
歩
兵
陣
地
を
逆
襲
之
為
め
放
棄
せ
さ
る
を
得
さ
る
の
究

境
に
陥
り
、
其
下
の

濠
内
に
退
却
せ
り
。
加
之
第
一
師
団
よ
り
攻
撃
に
用
ひ
た
る
兵
数
二
十
二
中
隊
は
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多
大
の
損
害
を
被
む
り
、
余
す
所
僅
に
三
、
四
百
に
過
き
さ
る
も
、
尚
此
濠
に
拠

り
之
と
后
方
の
交
通
路
を
設
け
、
更
に
機
を
見
て
突
撃
に
転
す
へ
き
の
報
告
あ
り
。

軍
参
謀
長
は
其
戦
況
如
何
に
経
過
せ
る
や
見
込
な
き
攻
撃
を
続
行
す
る
の
疑
な
き

能
は
さ
る
を
以
て
、
第
一
課
の
参
謀
を
従
へ
第
一
師
団
に
赴
む
き
情
況
を
視
察
す
。

午
後
四
時
三
十
分
敵
は
野
砲
を
小
房
村
に
携
へ
来
り
、
我
濠
に
拠
る
歩
兵
を
側
背

よ
り
射
撃
す
。
其
命
中
極
め
て
良
好
な
り
。
是
に
於
て
歩
兵
は
終
に
堪
ゆ
る
能
は

す
、
陣
地
を
棄
て
退
却
せ
り
。
第
一
師
団
は
攻
撃
を
続
行
す
る
能
は
す
し
て
終
に

原
陣
地
に
右
翼
隊
を
退
却
拠
守
せ
し
め
た
り
。

203

高
地
の
攻
撃
成
功
せ
さ
り
し
は
遺
憾
に
堪
へ
さ
る
も
、
敵
の
陣
禦
工
事
は

極
め
て
堅
牢
に
し
て
鉄
板
・
大
木
材
を
使
用
し
あ
り
て
、
十
二
珊
榴
弾
砲
弾
は

之
を
破
壊
す
る
能
は
さ
り
し
に
依
り
、
突
撃
隊
は
多
大
の
損
害
を
被
む
る
も
終

に
占
領
す
る
能
は
さ
り
し
な
り
。

此
の
如
く
に
し
て
水
師
営
南
方
及
龍
眼
北
方
并
に
ナ
マ
コ
の
高
地
を
占
領
せ
し
も
、

203

は
終
に
攻
撃
功
を
奏
す
る
能
は
さ
り
し
。

龍
眼
北
方
の
堡
塁
を
占
領
す
る
や
、
軍
は
直
に
二
龍
山
に
攻
路
を
進
む
る
こ
と
を

第
九
師
団
に
命
令
せ
り
。

（
マ
マ
）

第
一
師
団
は
部
署
を
改
め
攻
撃
再
興
を
望
み
し
も
、
軍
は
砲
弾
の
関
系
を
顧
慮
し

て
部
分
攻
撃
の
続
行
を
制
止
せ
り
。

此
節
の
部
分
攻
撃
は
実
に
苦
し
き
境
遇
に
あ
り
た
り
。
軍
は
攻
撃
を
企
画
す
る

に
必
す
先
つ
弾
丸
の
数
を
限
り
、
一
門
何
発
と
の
制
限
を
設
け
た
り
。
攻
撃
開

始
の
と
き
第
一
師
団
は
野
砲
各
約
二
百
発
を
所
有
せ
し
か
、
其
内
約
七
、
八
十

発
を
使
用
す
る
を
許
可
せ
り
。
第
一
師
団
に
は
此
攻
撃
に
野
戦
重
砲
三
中
隊
、

海
軍
砲
五
門
を
属
せ
し
が
、
野
戦
重
砲
の
弾
数
は
約
五
、
六
十
発
と
限
れ
り
。

海
軍
砲
は
弾
数
不
定
な
り
。
是
れ
弾
丸
豊
富
な
る
に
依
る
。
其
他
第
一
師
団
に

は
砲
兵
第
十
七
聯
隊
属
し
あ
り
し
か
、
其
弾
数
も
亦
約
七
、
八
十
発
と
限
れ
り
。

然
る
に
二
〇
三
攻
撃
は
容
易
に
結
を
結
は
す
、
殆
ん
と
各
砲
は
其
有
す
る
弾
数

を
射
尽
し
、
九
月
二
十
二
日
之
朝
に
於
て
第
一
師
団
の
野
砲
は
僅
に
三
十
余
発

を
有
す
る
に
過
き
す
。
幸
に
満
州
軍
総
参
謀
長
児
玉
大
将
ダ
ル
ニ
ー
に
あ
り
て
、

野
砲
弾
薬
二
千
発
を
分
配
せ
ら
れ
た
る
に
依
り
、
砲
弾
を
射
尽
す
る
の
難
境
を

救
ふ
を
得
た
り
。

ナ
マ
コ
山
我
有
に
帰
し
、
港
内
の
敵
艦
を
若
干
認
む
る
に
至
り
し
と
。
廿
八
珊
榴

弾
砲
は
此
節
に
至
り
大
本
営
よ
り
第
三
軍
に
増
加
せ
ら
れ
、
其
六
門
は
本
月
中
に

団
山
子
・
王
家
甸
・
鞠
家
屯
に
二
門
宛
配
置
せ
ら
れ
、
本
月
中
に
は
其
据
付
を
終

る
筈
に
付
き
、
之
を
以
て
港
内
を
射
撃
し
得
る
に
依
り
、
此
上
多
大
の
損
害
と
多

数
の
砲
弾
を
費
し
軍
の
攻
撃
力
を
失
ふ
は
不
得
策
な
る
を
以
て
、
終
に
二
〇
三
高

地
の
攻
撃
を
断
念
せ
り
。

此
攻
撃
を
終
る
に
至
る
迄
、
軍
は
目
下
所
有
す
る
攻
城
砲
弾
及
野
戦
砲
弾
を
以
て

攻
撃
を
続
行
せ
さ
る
可
ら
さ
る
の
窮
境
に
あ
り
し
が
、
此
攻
撃
後
に
於
て
攻
城
砲

弾
も
若
干
追
送
せ
ら
る
へ
き
の
快
報
至
れ
り
。

先
是
陸
軍
省
は
参
謀
本
部
と
交
渉
し
、
一
ヶ
月
一
門
五
十
発
の
比
を
以
て
砲
弾
の

製
造
に
着
手
せ
し
か
、
毎
野
戦
に
於
て
砲
弾
の
消
費
夥
し
く
、
到
底
弾
薬
補
給
の

方
法
な
く
、
野
戦
軍
に
向
ひ
厳
に
弾
薬
の
節
減
を
注
意
せ
し
も
、
節
約
と
正
当
の

発
射
の
間
に
尚
大
な
る
差
異
を
加
ふ
る
に
あ
ら
さ
れ
は
到
底
補
給
の
見
込
な
く
、

此
の
如
き
は
勝
敗
を
争
ふ
出
征
軍
の
堪
へ
得
へ
き
所
に
あ
ら
さ
る
を
以
て
、
終
に

陸
軍
省
は
製
造
所
を
拡
張
し
多
数
の
弾
丸
を
製
造
す
る
に
決
せ
し
な
り
。
当
局
者

が
兵
器
行
政
を
誤
り
た
る
は
其
責
を
免
る
ゝ
能
は
さ
る
所
な
る
へ
し
。

九
月
二
十
九
日

第
九
・
第
十
一
師
団
参
謀
を
会
し
、
二
竜
山
及
東
鶏
冠
山
両
砲

（
マ
マ
）

台
に
対
す
る
攻
撃
抗
路
の
完
成
を
十
月
二
十
日
と
決
定
せ
ら
る
。
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九
月
三
十
日

旅
順
よ
り
逃
れ
出
た
る
米
仏
の
新
聞
記
者
各
一
を
海
軍
よ
り
送
り

（
マ
マ
）

来
り
。
之
を
訊
問
し
て
多
少
旅
順
の
究
情
を
詳
に
せ
り
。

十
月
一
日

廿
八
珊
榴
弾
砲
射
撃
を
開
始
し
、
砲
台
・
軍
艦
に
対
し
効
力
あ
り
。

（
マ
マ
）

十
一
月
六
日

松
樹
山
は
第
九
師
団
に
命
し
攻
撃
せ
し
む
る
計
画
な
り
し
も
、
第

九
師
団
兵
力
僅
少
に
し
て
攻
路
を
進
む
る
能
は
さ
る
に
依
り
、
此
日
此
攻
撃
を
第

一
師
団
に
命
し
、
十
一
月
二
十
日
を
期
し
成
し
得
る
限
り
攻
路
を
前
進
せ
し
め
、

此
終
点
よ
り
突
撃
せ
し
む
る
こ
と
と
せ
り
。

十
月
九
日

是
よ
り
先
き
九
月
二
十
八
日
、
第
九
師
団
は
鉄
道
橋
を
越
へ
て
二
竜

山
下
に
歩
兵
陣
地
を
作
り
し
か
、
二
十
九
日
朝
敵
に
奪
は
れ
、
更
に
攻
撃
し
て
之

を
奪
取
せ
し
も
、
払
暁
再
ひ
敵
の
為
に
占
領
せ
ら
れ
、
二
十
九
日
夜
々
襲
を
以
て

之
を
奪
取
せ
ん
と
せ
し
も
、
百
名
余
の
死
傷
を
生
し
果
さ
す
。
依
て
更
に
攻
路
を

進
め
、
此
日
午
後
三
時
一
発
を
射
撃
す
る
こ
と
な
く
敵
の
占
領
せ
し
歩
兵
陣
地
に

突
入
し
之
を
恢
復
せ
り
。
野
戦
砲
及
攻
城
砲
兵
は
此
占
領
陣
地
に
向
て
す
る
砲
撃

を
制
圧
せ
り
。

十
月
十
一
日

第
一
師
団
は
松
樹
山
下
の
鉄
橋
の
敵
を
駆
逐
し
、
更
に
二
百
米
を

進
ん
て
歩
兵
陣
地
を
作
れ
り
。

十
月
十
三
日

第
一
師
団
は
敵
の
散
兵
濠
を
（
松
樹
山
下
の
）、
第
九
師
団
は
二

竜
山
下
の
敵
の
散
兵
濠
及
鉢
巻
山
を
攻
撃
す
。
此
日
は
先
つ
砲
撃
を
施
こ
し
、
諸

隊
は
午
后
四
時
半
砲
火
を
犯
し
敵
陣
に
突
入
せ
り
。

此
時
期
に
於
て
野
戦
砲
弾
は
欠
乏
之
極
に
達
し
、
屡
満
州
軍
総
司
令
部
に
請
求

せ
し
も
、
北
方
の
情
況
急
な
る
に
依
り
之
を
得
る
能
は
す
。
此
頃
の
数
回
の
小

攻
撃
に
は
砲
兵
は
僅
に
一
門
十
発
の
砲
弾
を
発
射
せ
し
め
得
し
に
過
き
す
、
作

戦
計
画
者
の
苦
心
惨
憺
思
は
さ
る
可
ら
す
。

十
月
二
十
一
日
に
至
り
冷
気
頓
に
加
り
、
嗽
水
の
冷
を
感
す
る
に
至
れ
り
。

攻
撃
攻
路
漸
次
敵
塁
に
近
つ
き
し
に
依
り
、
頃
日
来
第
二
回
総
攻
撃
の
計
画
に
忙

し
く
、
軍
の
策
定
し
た
る
攻
撃
計
画
は
次
葉
に
貼
付
す
る
如
き
も
の
な
り
し
。
之

を
要
す
る
に
四
日
の
砲
撃
を
加
へ
、
第
五
日
の
午
後
一
時
に
於
て
第
一
師
団
は
松

樹
山
に
、
第
九
師
団
は
二
竜
山
に
突
撃
し
、
其
他
第
九
師
団
の
大
部
は
或
は
二
竜

山
の
東
側
よ
り
其
咽
喉
部
に
迫
り
、
鉢
巻
山
、
東
・
西
盤
龍
山
よ
り
出
て
支
那
囲

壁
に
向
ひ
、
一
部
はP

堡
塁
を
略
し
、
次
て
囲
壁
に
向
ひ
、
第
十
一
師
団
は
東
鶏

冠
山
北
砲
台
・Q

砲
台
・
東
鶏
冠
山
砲
台
を
略
取
し
、
直
に
囲
壁
を
占
領
し
、
次

て
之
を
越
へ
て
望
台
一
帯
の
高
地
に
突
進
す
る
に
あ
り
し
な
り
。
満
州
軍
総
司
令

部
は
此
攻
撃
正
面
を
過
大
な
り
と
し
、
第
十
一
師
団
を
以
て
盤
龍
山
砲
台
よ
り
二

竜
山
方
面
に
向
は
し
む
る
を
可
と
せ
り
。
是
れ
弾
丸
を
一
点
に
集
中
し
、
又
兵
力

を
一
点
に
集
め
ん
と
す
る
の
意
に
出
た
る
も
の
な
る
へ
き
も
、
望
台
一
帯
の
高
地

（
力
）

を
占
領
す
る
に
あ
ら
さ
れ
は
、
二
竜
山
・
松
樹
山
方
面
よ
り
の
み
戦
況
の
発
展
を

求
む
る
の
困
難
な
る
と
、
盤
龍
山
方
面
よ
り
二
竜
山
方
面
に
向
ひ
敵
前
に
側
面
運

動
を
為
す
如
き
は
到
底
要
塞
戦
に
於
て
為
し
得
へ
か
ら
さ
る
の
働
作
な
る
を
以
て
、

依
然
軍
の
計
画
を
襲
用
実
施
す
る
に
決
せ
り
。

十
月
二
十
三
日

各
師
団
参
謀
長
及
攻
城
砲
兵
司
令
官
・
砲
兵
旅
団
長
を
会
し
、

軍
の
攻
撃
計
画
を
示
さ
る
。

此
夜
更
に
総
参
謀
長
よ
り
軍
参
謀
長
に
来
電
あ
り
て
、
二
竜
山
及
松
樹
山
方
面
に

全
力
を
挙
て
攻
撃
す
る
の
可
な
る
を
示
さ
る
。
予
は
此
終
夜
考
案
を
回
ら
し
た
り
。
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旅
順
の
陥
落
は
国
民
の
翹
首
し
て
待
つ
所
に
し
て
、
況
ん
や
敵
の
バ
ル
チ
ツ
ク
艦

隊
東
航
の
企
あ
り
。
我
海
軍
を
し
て
行
動
の
自
由
を
得
せ
し
む
る
為
め
、
大
本
営

は
頗
る
陥
落
の
速
な
ら
ん
こ
と
を
欲
し
、
少
く
も
港
内
を
制
し
得
へ
き
一
点
を
占

領
し
て
軍
艦
の
処
決
を
催
ん
こ
と
を
望
め
り
。

【
添
付
資
料
�
】

今
回
の
攻
撃
は
実
に
国
家
安
危
の
判
る
ゝ
所
な
り
。
若
し
此
攻
撃
に
し
て
不
成
功

に
終
か
、
攻
撃
を
再
興
す
る
の
砲
弾
な
き
に
至
る
は
勿
論
、
バ
ル
チ
ツ
ク
艦
隊
東

航
し
来
ら
は
我
海
軍
は
之
に
対
す
る
為
め
、
戦
略
上
の
不
利
を
免
れ
す
。
此
間
北

方
に
敵
戦
略
攻
勢
を
採
ら
は
、
我
満
州
軍
は
実
に
第
三
軍
の
赴
援
を
得
る
能
は
す

し
て
、
或
は
失
敗
に
帰
す
る
な
き
を
保
せ
す
。

右
の
情
況
を
総
合
推
究
す
れ
は
、
第
三
軍
は
実
に
国
家
の
安
危
を
双
肩
に
担
へ
り

と
云
は
さ
る
可
ら
す
。
万
一
敵
艦
の
処
決
を
促
す
に
至
ら
す
し
て
敵
バ
ル
チ
ツ
ク

艦
隊
来
り
、
吾
海
軍
不
利
の
戦
を
交
へ
る
に
至
ら
ん
か
、
其
責
は
第
三
軍
之
に
任

せ
さ
る
可
ら
す
。
旅
順
陥
落
遅
延
し
て
、
重
砲
も
我
兵
も
北
方
に
赴
援
す
る
能
は

す
、
満
州
軍
不
利
の
戦
を
交
へ
ん
か
。
第
三
軍
亦
速
に
旅
順
を
攻
略
せ
さ
る
に
依

り
、
此
戦
略
上
の
不
利
を
来
せ
り
と
の
責
を
免
る
ゝ
能
は
さ
る
へ
し
。
第
三
軍
の

行
動
難
し
と
云
ふ
へ
し
。

顧
て
前
方
要
塞
の
情
況
を
考
た
る
に
、
敵
は
八
月
以
来
の
攻
囲
に
依
り
頗
る
萎
菲

せ
る
の
情
況
に
あ
る
は
疑
ふ
可
ら
す
と
雖
と
も
、
其
抵
抗
の
頑
強
な
る
と
其
防
禦

工
事
の
堅
牢
な
る
と
は
未
た
容
易
に
侮
る
可
ら
さ
る
も
の
あ
り
。
敵
の
砲
弾
は
頃

日
来
頗
る
欠
乏
せ
る
の
徴
あ
り
と
雖
と
も
、
未
た
之
を
以
て
果
し
て
危
急
存
亡
の

場
合
に
於
て
も
発
射
す
る
の
弾
丸
な
し
と
速
断
す
へ
か
ら
す
。
敵
軍
日
々
の
発
射

を
節
約
し
て
突
撃
の
場
合
に
応
す
る
の
策
を
為
す
は
、
近
来
の
小
攻
撃
に
於
て
実

験
せ
る
所
な
り
。

我
砲
弾
は
廿
八
榴
弾
砲
を
除
き
、
其
他
の
攻
城
砲
に
て
は
約
六
万
発
を
有
す
る
に

至
れ
り
。
是
れ
九
月
下
旬
、
児
玉
総
参
謀
長
の
来
ら
れ
た
る
と
き
野
砲
弾
の
製
作

を
若
干
日
間
延
期
し
て
攻
城
砲
弾
の
製
作
に
宛
て
ら
れ
た
る
の
結
果
な
り
。

若
し
此
弾
丸
を
以
て
旅
順
を
攻
略
す
る
能
は
さ
る
と
き
は
、
再
ひ
此
の
如
き
攻
城

砲
弾
を
得
し
こ
と
は
望
む
可
ら
さ
る
所
た
り
。

然
る
に
バ
ル
チ
ツ
ク
艦
隊
の
東
航
に
依
り
、
少
く
も
旅
順
港
内
を
瞰
臨
す
へ
き
一

地
点
を
占
領
す
る
の
必
要
は
刻
一
刻
に
迫
れ
り
。
予
は
思
へ
ら
く
二
竜
山
砲
台
の

重
砲
線
を
占
領
す
る
を
得
は
、
若
干
港
内
を
望
む
を
得
へ
し
。
仮
令
全
く
港
内
を

望
む
能
は
す
と
す
る
も
、
二
竜
山
砲
台
に
し
て
我
手
に
落
ち
は
、
盤
龍
山
新
の
砲

台
を
略
取
す
る
こ
と
難
か
ら
す
。
盤
龍
山
新
砲
台
よ
り
は
確
に
海
面
を
望
む
を
得

へ
し
と
。

九
月
二
十
日
、
海
鼠
山
我
有
に
帰
せ
し
以
来
、
吾
は
此
地
に
観
測
所
を
設
け
、

港
内
碇
泊
の
軍
艦
を
射
撃
せ
り
。
敵
艦
難
を
白
玉
山
南
方
に
避
け
、
尓
後
我
諸

占
領
地
よ
り
敵
艦
を
望
見
す
る
こ
と
難
く
、
従
て
僅
に
散
布
射
撃
を
為
す
に
止

り
、
尓
後
十
数
日
間
廿
八
榴
弾
砲
も
軍
艦
射
撃
を
廃
止
す
る
に
至
り
あ
り
し
な

り
。

（
廿
八
榴
弾
砲
は
十
月
一
日
よ
り
発
射
し
、
毎
日
軍
艦
に
命
中
弾
を
得
し
も
数

日
の
後
敵
艦
影
を
匿
せ
り
）

依
て
思
ふ
に
、
松
樹
山
・
二
竜
山
を
攻
撃
し
、
併
て
望
台
一
帯
の
高
地
を
占
領
す

る
旅
順
攻
略
の
順
序
と
し
て
可
は
即
ち
可
な
り
と
雖
と
も
、
広
正
面
に
射
弾
を
散

布
し
、
万
一
成
功
せ
さ
る
場
合
に
は
、
国
家
を
沈
論
せ
し
め
た
る
の
罪
は
第
三
軍

之
を
辞
す
る
能
は
す
。
今
や
攻
撃
計
画
は
已
に
示
さ
れ
た
る
も
、
之
に
多
少
の
手

加
減
を
為
す
の
余
地
は
尚
存
す
。
寧
ろ
今
に
於
て
手
加
減
を
な
し
、
先
つ
兎
も
角

も
二
竜
山
と
松
樹
山
両
砲
台
を
占
領
し
、
其
占
領
確
実
と
な
る
に
及
ひ
更
に
東
鶏

冠
山
其
他
の
諸
砲
台
に
及
ほ
し
次
て
一
挙
に
望
台
高
地
に
進
出
す
る
を
可
と
す
と
。
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十
月
二
十
四
日

朝
。
予
は
之
を
参
謀
諸
氏
に
諮
り
た
り
。
是
れ
実
に
国
家
の
重

大
事
た
る
を
以
て
な
り
。
参
謀
中
山
岡
・
津
野
田
の
二
氏
は
嘗
て
参
謀
長
よ
り
意

見
を
徴
せ
ら
れ
た
る
と
き
も
此
意
見
を
述
へ
、
今
日
に
於
て
も
素
よ
り
同
意
な
り

し
も
、
他
は
概
ね
已
に
示
し
た
る
軍
の
計
画
は
今
日
大
に
人
の
乗
り
気
と
な
り
し

時
期
に
於
て
寧
ろ
成
功
の
望
最
も
大
な
る
に
依
り
、
変
更
す
る
は
不
可
な
り
と
の

説
に
て
、
予
も
之
に
同
し
攻
撃
に
前
後
を
附
す
る
の
策
は
終
に
之
を
放
棄
せ
り
。

後
日
に
至
り
、
予
は
実
に
予
の
意
見
を
固
執
せ
す
、
又
、
此
意
見
を
適
当
の
時

期
に
提
出
し
軍
の
意
見
計
画
を
爰
に
定
め
し
め
さ
り
し
を
後
悔
せ
り
。
蓋
し
予

は
此
数
週
来
独
り
旅
順
の
攻
略
に
頭
を
悩
ま
し
、
松
樹
山
・
二
竜
山
の
み
を
奪

取
す
る
も
旅
順
の
死
命
を
制
す
る
に
足
ら
す
と
な
し
、
望
台
一
帯
の
高
地
を
占

領
せ
ん
こ
と
を
期
せ
り
。
若
し
予
の
攻
撃
に
多
少
の
前
後
を
附
し
、
先
つ
松
樹

山
・
二
竜
山
を
奪
取
し
、
然
る
後
東
方
の
堡
塁
と
高
地
に
及
ほ
す
の
策
を
採
り

し
な
ら
ん
に
は
、
東
方
堡
塁
に
向
ひ
発
射
せ
し
砲
弾
と
第
十
一
師
団
の
犠
牲
の

幾
分
は
之
を
救
ふ
を
得
た
り
し
な
ら
ん
。

参
謀
中
に
も
松
樹
・
二
竜
両
砲
台
に
向
ひ
先
つ
部
分
攻
撃
を
為
す
の
考
は
あ
り
し

も
、
部
分
攻
撃
は
砲
弾
を
要
す
る
こ
と
多
く
、
有
限
の
砲
弾
を
以
て
至
大
の
効
果

を
収
む
る
に
は
多
少
の
犠
牲
を
払
ふ
も
旅
順
の
死
命
を
制
す
る
に
足
る
大
目
的
に

出
て
さ
る
可
ら
す
と
の
考
に
て
、
終
に
総
攻
撃
に
決
せ
し
な
り
。
蓋
し
部
分
攻
撃

は
先
つ
目
標
に
向
ひ
十
分
に
砲
撃
し
、
旁
ら
本
目
標
に
連
撃
す
る
諸
砲
台
に
向
ひ

制
圧
射
撃
を
施
す
の
要
あ
り
て
、
此
制
圧
射
撃
に
要
す
る
弾
丸
は
次
回
他
部
分
の

本
攻
撃
に
対
し
全
く
不
用
と
な
る
に
依
り
、
有
限
の
弾
丸
を
以
て
戦
闘
す
る
も
の

の
最
も
不
利
と
す
る
所
な
り
。

一
般
に
此
度
の
総
攻
撃
は
攻
略
は
進
み
兵
気
は
振
ひ
、
砲
弾
は
多
く
、
成
功
確
実

な
り
と
信
し
た
る
な
り
。

十
月
二
十
六
日

総
砲
撃
を
開
始
す
。
専
ら
二
十
八
榴
弾
砲
十
二
門
を
以
て
砲
撃

せ
し
な
り
。
午
後
五
時
、
第
一
師
団
の
第
二
聯
隊
は
松
樹
山
砲
台
前
の
散
兵
濠
に
、

第
九
師
団
の
第
十
九
聯
隊
は
二
竜
山
の
斜
堤
上
の
散
兵
濠
に
向
ひ
突
進
し
、
之
を

攻
略
せ
り
。
第
十
九
聯
隊
は
此
夜
斜
堤
上
に
逆
襲
を
受
け
、
奮
戦
格
闘
死
傷
三
百

名
に
達
せ
り
。

十
月
二
十
七
日

此
日
も
終
日
二
十
八
珊
榴
弾
砲
を
以
て
敵
砲
台
を
射
撃
し
、
破

壊
大
に
見
る
へ
き
も
の
あ
り
。

十
月
二
十
八
日

砲
撃
前
日
の
如
し
。

十
月
二
十
九
日

払
暁
、
松
樹
山
の
敵
兵
逆
襲
し
、
第
二
聯
隊
の
対
壕
守
備
兵
殆

ん
と
全
滅
し
、
歩
兵
陣
地
敵
手
に
陥
り
た
り
。
依
て
、
第
二
聯
隊
は
午
後
一
時
を

期
し
之
を
恢
復
せ
り
。
敵
は
死
屍
百
余
を
残
し
退
却
せ
り
。
此
敵
の
逆
襲
は
敵
兵

明
に
我
に
比
し
多
く
の
損
害
を
被
む
り
た
る
も
の
な
り
。

十
月
三
十
日

快
晴
。
攻
城
諸
砲
兵
は
午
前
八
時
よ
り
全
砲
撃
を
開
始
し
、
午
後

一
時
総
突
撃
を
施
行
す
る
筈
な
り
し
。
此
突
撃
の
時
機
に
関
し
て
は
軍
司
令
官
は

各
師
団
長
を
二
十
八
日
攻
城
砲
兵
司
令
部
所
在
の
鳳
凰
山
西
南
高
地
に
召
集
し
、

意
見
を
聞
き
、
決
定
せ
ら
れ
た
る
な
り
。
当
時
第
一
師
団
長
は
第
一
師
団
の
攻
撃

攻
路
に
着
手
す
る
こ
と
遅
か
り
し
に
依
り
、
攻
路
甚
は
た
不
完
全
な
る
を
以
て
突

撃
を
数
日
間
延
期
せ
ら
れ
た
し
と
の
意
見
な
り
し
も
、
第
九
・
第
十
師
団
は
準
備

完
成
突
撃
に
差
閊
な
し
と
の
こ
と
に
て
、
終
に
第
一
を
強
て
此
日
に
突
撃
せ
し
む

る
こ
と
と
な
り
た
る
な
り
。
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午
後
一
時
、
第
一
師
団
の
一
中
隊
は
猛
然
抗
路
頭
よ
り
松
樹
山
に
向
ひ
突
撃
せ
め

し
も
、
此
攻
撃
部
隊
は
時
日
寡
く
昨
夜
漸
く
鉄
条
網
を
切
断
せ
し
程
な
れ
は
、
外

壕
の
側
防
は
未
た
破
壊
す
る
に
至
ら
す
。
突
撃
隊
の
一
部
は
濠
中
に
突
入
せ
し
も
、

終
に
敵
火
の
為
に
斃
さ
れ
胸
墻
を
攀
登
す
る
に
至
ら
す
。
斜
堤
頂
に
漸
く
陣
地
を

構
成
す
る
に
止
り
た
り
。

第
九
師
団
は
突
撃
前
に
二
竜
山
の
外
壕
に
橋
を
架
す
る
の
計
画
に
し
て
、
橋
長
十

四
米
の
も
の
を
準
備
せ
り
。
然
る
に
此
橋
は
其
長
・
濠
幅
に
足
ら
す
し
て
、
濠
底

上
若
干
米
の
所
に
落
下
せ
り
。
濠
幅
は
十
二
・
三
米
と
の
偵
察
な
り
し
故
、
十
四

米
の
橋
を
作
り
し
に
此
の
如
き
情
況
と
な
り
、
其
他
橋
桁
に
用
ひ
た
る
竹
は
敵
弾

と
我
弾
の
為
め
破
壊
せ
ら
れ
、
終
に
其
用
を
為
さ
す
。
実
際
濠
幅
十
五
米
あ
り
し

な
り
。
外
濠
通
過
の
第
一
手
段
と
し
て
考
案
せ
し
架
橋
は
其
用
を
為
さ
ゝ
る
に
依

り
、
第
二
手
段
た
る
梯
子
長
さ
八
米
の
も
の
を
用
ひ
た
る
に
、
是
亦
深
く
濠
底
に

落
ち
其
用
を
為
さ
す
。
濠
の
深
は
実
際
十
二
米
突
あ
り
し
な
り
。
第
三
手
段
た
る

土
嚢
を
用
ひ
濠
を
填
実
す
る
の
策
は
、
濠
底
深
く
濠
幅
大
な
る
に
依
り
、
是
亦
容

易
に
奏
功
の
見
込
な
く
、
第
四
手
段
た
る
外
岸
の
一
部
を
爆
破
す
る
の
策
、
亦
深

幅
意
想
外
な
る
に
依
り
、
実
行
す
る
能
は
す
。
此
の
如
く
に
し
て
、
終
に
外
濠
通

過
の
手
段
な
く
し
て
突
撃
を
実
行
す
る
に
至
ら
す
。
但
し
、
二
竜
山
の
外
濠
の
側

防
は
廿
八
・
九
日
夜
に
於
て
完
全
に
破
壊
し
終
り
た
り
（
爆
破
に
依
る
）。

二
竜
山
の
突
撃
は
右
の
如
く
外
濠
通
過
の
手
段
な
き
に
依
り
、
終
に
実
施
せ
ら
れ

す
。
従
て
之
と
連
繋
し
て
二
竜
山
東
側
よ
り
咽
喉
部
に
逼
り
、
或
は
鉢
巻
山
東
西

盤
龍
山
よ
り
囲
壁
に
向
ふ
へ
き
突
撃
は
、
終
に
之
を
実
施
す
る
に
至
ら
さ
り
し
。

然
れ
と
も
、
第
九
師
団
の
歩
兵
第
六
旅
団
の
小
部
はP

堡
に
向
ひ
突
撃
し
、
之
を

（

マ

マ

）

占
領
せ
り
。
此
夜
、
敵
兵
逆
襲
し
来
り
。
一
ノ
戸
少
将
手
兵
を
提
け
逆
撃
し
、
之

（

マ

マ

）

を
恢
復
せ
り
。
事
天
聞
に
達
し
、
後
軍
に
於
て
之
を
一
ノ
戸
堡
塁
と
改
称
せ
り
。

第
十
一
師
団
は
已
に
二
十
八
日
夜
以
来
、
東
鶏
冠
山
外
濠
の
西
部
を
占
領
し
、
午

後
一
時
此
砲
台Q

砲
台
の
瘤
山
及
東
鶏
冠
山
砲
台
に
向
ひ
突
撃
し
、
北
砲
台
は
胸

墻
を
越
ゆ
る
に
至
ら
す
し
て
突
撃
隊
皆
倒
れ
、Q

砲
台
内
に
は
若
干
突
入
せ
し
も

の
あ
る
も
、
其
大
部
は
未
た
之
に
達
す
る
に
至
ら
す
し
て
斃
れ
、
東
鶏
冠
山
は
巓

頂
を
一
時
占
領
せ
し
も
、
忽
ち
敵
の
撃
退
す
る
所
と
な
り
、
独
り
瘤
山
の
み
其
手

に
残
り
た
り
。
此
日
第
十
一
師
団
の
損
害
約
一
千
名
な
り
。

東
鶏
冠
山
の
中
腹
に
あ
る
散
兵
濠
は
我
散
兵
一
時
之
を
占
領
せ
し
も
、
敵
兵
日
没

に
及
ひ
両
翼
よ
り
爆
薬
を
以
て
逆
襲
し
来
り
。
我
兵
頑
強
に
抵
抗
せ
し
も
、
終
に

支
ふ
る
能
は
す
。
之
を
棄
て
突
撃
陣
地
に
退
き
た
り
。

此
の
如
く
に
し
て
第
二
回
の
総
攻
撃
は
終
に
僅
に
一
戸
堡
塁
と
瘤
山
を
占
領
せ
し

の
み
に
て
、
他
方
面
の
攻
撃
は
効
を
奏
す
る
能
は
さ
り
し
。

如
何
に
し
て
松
樹
山
と
二
竜
山
の
壕
を
通
過
せ
ん
か
は
実
に
当
日
の
重
大
な
る
問

題
と
な
れ
り
。
然
も
終
に
外
岸
を
爆
破
し
通
路
を
設
け
て
胸
墻
に
攀
登
す
る
の
他

に
策
な
し
と
決
し
、
即
ち
直
に
松
樹
山
と
二
竜
山
へ
は
乗
降
路
の
掘
開
を
始
め
た

り
。
其
掘
開
に
幾
日
を
要
す
へ
き
や
は
何
人
も
之
を
明
言
す
る
能
は
さ
り
し
。

一
日
と
過
き
、
二
日
と
過
き
、
五
日
七
日
と
過
る
も
何
日
に
至
れ
は
爆
破
し
得
へ

き
や
明
瞭
な
ら
す
。
某
坑
路
は
岩
石
に
出
会
し
一
日
の
行
程
五
十
珊
知
を
下
る
こ

（

マ

マ

）

と
あ
り
し
。
十
一
月
十
日

十
一
月
十
日

予
は
二
竜
山
の
斜
堤
に
上
り
、
外
岸
爆
破
の
乗
坑
路
を
視
察
せ
り
。

予
定
の
計
画
に
於
て
余
す
所
尚
五
米
、
而
し
て
日
々
の
効
程
平
均
約
五
十
珊
と
判

断
し
、
爆
破
に
尚
十
日
を
要
す
る
を
復
命
せ
り
。

当
時
バ
ル
チ
ツ
ク
艦
隊
は
漸
次
東
航
し
、
大
本
営
の
心
配
一
と
片
な
ら
す
、
軍
は

昼
夜
寝
食
を
安
ん
せ
さ
る
の
情
態
に
あ
り
。
海
軍
側
よ
り
は
此
間
一
寸
二
〇
三
高

地
を
占
領
す
る
を
得
さ
る
や
と
促
し
、
大
本
営
よ
り
も
暗
に
此
意
を
ほ
の
め
か
さ

れ
し
も
、
軍
は
今
や
全
く
攻
撃
配
備
に
あ
り
、
此
間
一
寸
二
〇
三
を
攻
撃
す
る
為
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め
砲
の
配
備
を
動
す
は
容
易
の
業
に
あ
ら
す
。
且
つ
二
〇
三
攻
撃
の
主
任
者
た
る

へ
き
第
一
師
団
は
今
や
全
力
を
尽
し
松
樹
山
の
攻
撃
作
戦
に
任
し
あ
る
を
以
て
、

之
を
し
て
其
配
備
を
改
め
し
め
一
寸
二
〇
三
に
指
を
染
め
し
む
る
如
き
は
軍
の
為

し
能
は
さ
る
所
な
り
。
特
に
二
〇
三
は
軍
始
め
て
之
を
攻
撃
す
る
に
あ
ら
す
、
曩

に
之
を
攻
撃
せ
し
と
き
十
二
珊
榴
弾
砲
の
弾
丸
は
弾
き
返
り
て
奏
功
せ
さ
り
し
は

（
マ
マ
）

軍
の
十
分
に
記
臆
す
る
所
た
り
。
若
し
軽
易
に
之
か
攻
撃
に
着
手
し
容
易
に
奏
功

せ
さ
ら
ん
か
、
軍
は
実
に
容
易
に
正
面
の
総
攻
撃
に
着
手
し
能
は
さ
る
の
情
況
に

陥
る
へ
く
、
而
し
て
二
〇
三
の
高
地
の
攻
略
容
易
な
ら
さ
る
は
軍
の
信
せ
ん
と
欲

す
る
所
な
り
。
是
を
以
て
軍
は
断
然
正
面
の
攻
撃
に
し
て
已
に
着
手
せ
る
も
の
を

遂
行
し
、
他
に
容
易
に
心
を
動
さ
ゝ
る
に
決
せ
り
。

軍
は
二
様
の
任
務
を
有
せ
り
（
ダ
ル
ニ
ー
の
掩
護
は
別
と
し
て
）。
即
ち
、
一
は

旅
順
を
攻
略
す
る
こ
と
、
一
は
敵
海
軍
を
全
滅
せ
し
む
る
こ
と
是
な
り
。

若
し
軍
の
任
務
単
に
速
に
敵
艦
の
全
滅
の
み
に
あ
り
し
な
ら
ん
に
は
、
始
よ
り
二

〇
三
高
地
に
向
ふ
こ
と
素
よ
り
得
策
な
れ
と
も
、
二
〇
三
を
攻
略
し
敵
艦
を
全
滅

せ
し
め
た
り
と
て
旅
順
は
攻
略
さ
る
ゝ
も
の
に
あ
ら
す
。
ま
た
弾
丸
に
は
限
り
あ

り
て
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
つ
ゝ
き
廻
は
す
は
弾
丸
の
使
用
上
よ
り
も
許
す
可
ら
さ
る

も
の
た
り
。
故
に
軍
は
断
然
先
つ
旅
順
攻
略
の
主
目
的
た
る
正
面
攻
撃
に
従
事
す

る
に
決
せ
り
。

バ
ル
チ
ツ
ク
艦
隊
益
東
航
し
、
旅
順
未
た
陥
落
せ
す
。
日
本
帝
国
の
戦
略
上
の
位

置
頗
る
不
利
の
情
態
に
あ
り
。
大
本
営
及
総
司
令
部
は
旅
順
の
陥
ら
さ
る
は
攻
撃

の
活
気
足
ら
さ
る
な
り
と
な
し
、
新
鋭
の
第
七
師
団
を
第
三
軍
戦
闘
序
列
に
加
へ

（
十
一
月
十
一
日
）、
且
つ
旅
順
攻
略
の
為
に
は
多
大
の
損
害
を
払
ふ
も
顧
る
所
に

あ
ら
さ
る
旨
の
訓
示
あ
り
。

此
訓
示
に
対
し
て
は
吾
々
第
三
軍
に
あ
る
も
の
は
実
に
残
念
に
感
し
た
り
。
要
塞

の
陥
ら
さ
る
は
攻
撃
の
活
気
乏
し
き
が
為
に
あ
ら
ず
し
て
、
実
に
敵
の
術
工
物
の

破
壊
の
不
足
に
あ
り
。
若
し
第
三
軍
に
し
て
精
鋭
の
火
砲
と
十
分
の
砲
弾
を
有
せ

は
攻
撃
の
進
捗
尚
観
る
へ
き
あ
る
は
信
し
て
疑
は
さ
る
所
な
り
。
然
る
に
、
砲
の

大
多
数
は
旧
式
砲
に
し
て
現
世
紀
文
明
の
利
器
に
あ
ら
す
。
加
ふ
る
に
弾
丸
は
欠

乏
し
、
軍
の
参
謀
部
は
砲
声
を
聞
く
毎
に
弾
丸
の
減
少
を
考
へ
冷
々
せ
し
次
第
な

（
マ
マ
）

り
。
攻
撃
の
活
気
如
何
は
独
り
第
三
軍
の
も
の
に
し
て
之
を
之
を
知
る
を
得
へ
し
。

兵
卒
は
其
職
分
を
尽
す
に
於
て
十
分
な
か
り
し
。
勿
論
最
初
の
攻
撃
に
於
て
多
大

の
損
害
を
被
む
り
、
其
後
日
々
の
死
傷
に
て
中
隊
に
初
め
出
征
せ
し
兵
士
は
約
二

十
名
あ
る
に
過
き
さ
り
し
景
況
に
て
、
殆
ん
と
大
部
は
補
充
兵
、
然
も
短
期
教
育

の
補
充
兵
な
り
し
。
又
幹
部
は
大
部
分
死
傷
し
、
残
る
は
予
備
・
後
備
の
将
校
多

か
り
し
故
、
隊
の
働
き
振
り
新
鋭
の
野
戦
隊
の
如
く
な
き
は
自
然
の
数
な
り
と
雖

と
も
、
然
も
従
来
の
攻
撃
に
於
て
行
け
と
言
は
れ
て
行
か
さ
る
は
な
く
、
特
に
第

九
師
団
は
続
々
数
回
の
小
攻
撃
を
行
ひ
し
が
皆
着
々
成
功
せ
り
。
其
成
功
は
土
工

と
砲
撃
と
相
待
て
得
た
る
も
の
に
し
て
、
今
仮
り
に
数
万
の
新
鋭
を
以
て
攻
撃
を

施
こ
す
も
皆
敵
火
の
犠
牲
に
供
す
る
の
み
に
し
て
、
恐
く
悉
く
陣
没
し
然
も
何
等

得
る
所
な
く
し
て
終
り
し
な
ら
ん
。
故
に
、
予
は
第
三
軍
は
攻
撃
を
実
行
す
る
に

は
十
分
の
兵
力
あ
り
、
活
気
も
あ
り
、
唯
時
日
を
要
す
。
此
時
日
は
勇
気
を
以
て

短
縮
す
る
能
は
す
。
北
方
に
も
兵
は
不
足
な
り
と
称
せ
ら
る
。
寧
ろ
第
七
師
団
を

北
方
に
招
致
せ
ら
る
ゝ
を
以
て
策
の
得
た
る
も
の
な
り
と
な
し
、
之
を
総
司
令
部

の
友
人
に
通
知
せ
し
こ
と
も
あ
り
た
り
。

十
一
月
十
三
日

第
三
軍
現
下
の
情
況
を
報
告
す
る
為
め
、
白
井
参
謀
を
総
司
令

部
に
差
遣
せ
ら
る
。
此
頃
塞
威
頗
る
強
し
。

十
一
月
十
七
日

第
一
師
団
は
松
樹
山
の
外
岸
穹
窖
を
爆
破
せ
り
。
敵
は
穹
窖
内
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に
土
石
を
填
し
、
退
て
塁
内
に
拠
れ
り
。
外
岸
穹
窖
と
塁
内
の
交
通
暗
路
は
亦
土

石
を
以
て
填
実
し
あ
り
。

十
一
月
十
九
日

第
三
回
総
攻
撃
の
準
備
逐
次
に
歩
を
進
む
る
に
依
り
、
第
一
・

第
九
・
第
十
一
師
団
長
・
砲
兵
旅
団
長
・
攻
城
砲
兵
司
令
官
を
会
し
作
戦
を
議
せ

ら
る
。
此
日
第
一
師
団
長
よ
り
、
水
師
営
よ
り
白
玉
山
に
向
ひ
平
地
を
突
撃
し
て

要
塞
内
に
入
り
之
を
騒
乱
し
、
此
機
に
乗
し
全
線
攻
撃
に
転
し
、
一
挙
に
要
塞
を

陥
る
ゝ
の
策
を
献
せ
ら
る
。
軍
司
令
官
は
此
策
に
心
を
動
か
さ
れ
た
り
。
第
一
師

団
長
の
奇
襲
兵
力
は
各
師
団
の
決
死
隊
約
二
大
隊
の
撰
抜
兵
（
三
師
団
に
て
六
個

大
隊
の
旅
団
と
な
る
）
に
し
て
、
其
指
揮
官
は
旅
団
長
と
の
こ
と
な
り
し
故
、
司

令
官
は
何
人
を
以
て
之
に
宛
る
や
を
問
は
れ
し
に
、
中
村
〔
覚
〕
少
将
と
の
こ
と

な
り
し
。

此
夜
、
中
村
少
将
よ
り
予
に
電
話
に
て
、
軍
司
令
官
と
師
団
長
の
間
に
奇
襲
に
付

き
話
あ
り
し
様
子
な
り
。
自
分
の
考
は
師
団
長
の
意
と
大
同
な
る
も
尚
小
異
あ
り
、

策
の
採
ら
る
ゝ
と
否
と
は
問
ふ
所
に
あ
ら
す
、
軍
司
令
官
に
意
見
を
申
述
し
た
し

と
の
こ
と
な
り
。
司
令
官
は
戦
線
の
情
況
之
を
許
す
に
於
て
は
聞
く
へ
し
と
の
こ

と
に
て
、
明
日
午
前
十
時
戦
線
の
情
況
差
支
な
く
は
中
村
少
将
を
攻
城
山
に
遣
す

へ
し
と
第
一
師
団
長
に
命
せ
ら
れ
た
り
。

十
一
月
二
十
日

過
日
来
掘
開
中
な
り
し
二
竜
山
外
濠
外
岸
爆
破
の
乗
坑
路
完
成

し
、
此
日
午
前
十
時
爆
破
を
行
へ
り
。
其
結
果
良
好
に
し
て
、
東
方
に
は
約
四
列

側
面
に
て
外
岸
に
攀
登
し
得
へ
き
道
を
作
る
を
得
へ
く
、
西
方
も
橋
梁
等
若
干
の

作
業
を
加
ふ
れ
は
亦
外
岸
に
攀
登
し
得
へ
し
。
爆
破
後
、
第
九
師
団
は
直
に
攀
登

路
及
通
路
の
設
備
に
着
手
す
。

中
村
少
将
は
命
に
依
り
午
前
十
時
に
攻
城
山
に
来
れ
り
。
軍
司
令
官
は
二
竜
山
の

爆
破
を
見
る
の
後
、
中
村
少
将
に
会
し
其
奇
襲
の
意
見
を
聞
か
る
。

中
村
少
将
は
先
つ
六
大
隊
の
兵
を
以
て
月
出
前
の
夜
暗
を
利
用
し
、
鉄
道
堤
に
沿

（
マ
マ
）

ひ
松
樹
山
補
備
砲
台
下
に
進
ひ
、
更
に
地
隙
を
利
用
し
、
不
意
に
起
て
松
樹
山
補

備
砲
台
を
占
領
す
。
次
て
劉
家
溝
の
東
方
高
地
を
占
領
し
、
更
に
進
ん
て
白
玉
山

を
占
領
す
。
之
に
用
ふ
る
兵
力
は
六
個
大
隊
に
し
て
、
各
大
隊
は
各
特
別
の
目
標

を
有
し
、
前
者
功
を
奏
す
れ
は
之
を
占
領
守
備
し
、
後
者
は
更
に
進
ん
て
次
の
己

れ
の
目
標
に
進
み
、
此
の
如
く
し
て
終
に
白
玉
山
を
占
領
す
る
に
至
る
。
而
し
て
、

第
七
師
団
の
全
部
之
に
続
て
前
進
し
、
通
路
を
設
け
砲
兵
を
進
め
弾
薬
を
補
給
し
、

之
に
依
て
全
要
塞
を
中
断
す
へ
し
と
。

補
備
砲
台
を
取
り
し
頃
月
出
て
目
標
見
ゆ
る
如
く
な
る
計
画
な
り
。

軍
司
令
官
は
或
は
六
個
大
隊
の
兵
力
を
与
へ
之
を
実
行
せ
し
む
る
も
計
ら
れ
す
、

十
分
に
研
究
を
重
ね
置
く
へ
き
を
示
さ
れ
、
少
将
は
六
個
大
隊
の
兵
に
て
も
白
玉

山
迄
を
占
領
す
る
計
画
を
立
つ
へ
き
も
、
可
成
は
大
規
模
に
第
七
師
団
の
全
体
直

に
続
行
、
要
塞
を
中
断
す
る
の
策
に
出
て
ら
れ
ん
こ
と
の
希
望
を
述
て
帰
れ
り
。

第
七
師
団
の
先
頭
は
十
八
日
来
到
着
し
始
め
た
り
。

十
一
月
二
十
二
日
な
り
し
な
ら
ん
。
軍
参
謀
長
は
予
以
下
の
軍
参
謀
を
会
し
、
攻

撃
計
画
并
に
奇
襲
に
関
し
意
見
を
問
は
る
。
攻
撃
計
画
は
何
人
も
異
存
な
か
り
し

も
、
奇
襲
に
関
し
て
は
各
参
謀
口
を
極
め
て
其
非
を
鳴
ら
せ
り
。
其
理
由
と
す
る

（
マ
マ
）

所
は
、
夜
襲
の
距
离
遠
き
と
夜
襲
に
巧
妙
の
運
動
を
為
さ
ん
と
す
る
と
補
備
砲
台

の
兵
備
薄
き
が
如
く
見
ゆ
る
も
堅
牢
の
砲
台
に
し
て
中
村
少
将
の
説
の
如
く
容
易

に
占
領
し
得
へ
き
も
の
に
あ
ら
す
、
且
つ
夜
襲
は
従
来
の
経
験
に
依
る
に
要
塞
の

（
マ
マ
）

堡
塁
に
し
て
旅
順
の
如
き
彼
此
の
関
系
密
接
な
る
も
の
に
対
し
て
は
常
に
十
字
火

の
為
に
失
敗
に
終
り
た
り
。
又
不
意
に
敵
を
撃
た
ん
と
す
れ
は
奇
襲
を
先
に
せ
さ

る
可
ら
す
、
奇
襲
を
先
に
す
れ
は
之
に
伴
ふ
て
払
暁
に
攻
撃
せ
さ
る
可
ら
す
。
払
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暁
の
攻
撃
は
要
塞
に
対
し
砲
台
の
援
助
を
受
く
る
能
は
さ
る
に
依
り
、
常
に
辛
き

経
験
に
終
れ
り
。
故
に
此
奇
襲
は
実
行
せ
さ
る
を
可
と
す
と
、
安
原
〔
啓
太
郎
〕

参
謀
の
如
き
は
此
計
画
は
夢
の
夢
な
る
も
の
な
り
と
罵
れ
り
。

独
り
津
野
田
参
謀
は
此
奇
襲
を
成
功
し
得
へ
し
と
な
し
同
意
を
表
せ
り
。

予
は
良
兵
は
目
下
中
隊
に
已
に
多
か
ら
す
、
之
を
引
抜
き
各
師
団
に
二
大
隊
の
兵

を
作
る
と
き
は
正
面
攻
撃
の
勢
力
衰
弱
す
る
に
依
り
不
利
な
り
、
其
他
全
体
に
此

計
画
の
成
功
し
得
へ
し
と
信
す
へ
き
理
由
な
く
、
却
て
失
敗
に
終
る
へ
き
戦
史
の

例
証
多
々
な
る
を
以
て
、
之
を
廃
止
す
る
の
得
策
な
る
を
述
た
り
。

参
謀
中
に
は
又
撰
抜
兵
の
俄
編
成
の
隊
は
兵
は
将
校
も
下
士
も
知
ら
す
、
将
校
は

下
士
の
名
も
知
ら
す
、
到
底
此
の
如
き
大
規
模
の
動
作
に
使
用
し
得
へ
き
も
の
に

あ
ら
さ
る
を
述
た
る
も
の
あ
り
。

悲
哉
、
此
参
謀
諸
氏
の
苦
言
は
終
に
採
用
せ
ら
れ
さ
り
し
。
参
謀
長
は
已
に
久
し

き
以
前
、
即
ち
十
月
三
十
日
の
第
一
の
突
撃
成
功
せ
さ
り
し
と
き
、
水
師
営
よ
り

全
力
を
挙
て
突
入
す
る
如
き
壮
挙
に
出
る
に
あ
ら
さ
れ
は
、
到
底
此
の
如
き
要
塞

を
陥
る
ゝ
の
難
き
を
説
か
れ
た
り
。
当
時
、
予
は
唯
其
六
ヶ
敷
か
る
へ
き
を
答
へ

し
の
み
な
り
し
か
、
此
節
松
村
〔
務
本
〕
将
軍
奇
襲
の
策
を
献
せ
し
以
来
、
参
謀

長
は
頻
り
に
奇
襲
を
主
張
し
、
司
令
官
亦
之
に
耳
を
傾
む
け
ら
れ
、
此
日
参
謀
を

会
し
、
意
見
を
聞
か
れ
た
る
後
反
対
説
も
あ
る
か
、
司
令
官
は
其
決
行
に
な
る
と

の
一
言
に
て
万
事
休
せ
り
。

当
時
ハ
ル
チ
ツ
ク
艦
隊
東
航
の
噂
に
連
れ
、
総
司
令
部
も
大
本
営
も
海
軍
も
や
れ

旅
順
を
陥
せ
、
そ
れ
旅
順
を
落
せ
、
旅
順
を
落
す
為
に
は
死
傷
も
問
ふ
所
に
あ
ら

す
、
新
鋭
の
活
気
に
乏
し
き
故
、
第
七
師
団
を
加
ふ
と
せ
つ
か
れ
、
軍
司
令
官
と

参
謀
長
の
胸
中
は
実
に
其
苦
心
惨
憺
推
量
す
る
に
余
り
あ
り
。
其
究
余
の
究
に
、

終
に
此
の
如
き
究
策
を
も
併
せ
行
は
ん
と
せ
ら
れ
た
る
は
机
上
の
議
論
を
以
て
決

し
て
漫
に
之
を
評
す
へ
き
も
の
に
あ
ら
す
。
当
時
の
情
況
を
明
に
す
る
も
の
に
し

て
、
善
く
軍
司
令
官
と
参
謀
長
が
尚
一
縷
の
望
を
此
奇
襲
に
置
き
、
総
て
望
あ
る

も
の
は
其
多
少
を
問
は
す
、
悉
く
実
行
せ
ら
れ
を
る
を
推
知
す
る
を
得
へ
し
。

予
を
始
め
と
し
、
幕
僚
の
大
部
は
奇
襲
に
大
に
反
対
せ
し
も
、
事
已
に
奇
襲
た
り
、

奇
道
何
人
か
其
全
く
成
功
せ
さ
る
を
保
す
る
を
得
ん
や
、
況
ん
や
軍
司
令
官
は
之

を
決
行
す
る
に
決
せ
ら
れ
た
り
。
即
ち
全
力
を
挙
て
之
か
遂
行
と
成
功
と
に
尽
力

せ
り
。

第
九
師
団
は
十
一
月
二
十
五
日
午
前
十
時
迄
に
二
竜
山
砲
台
の
攀
登
路
を
設
く
へ

き
筈
な
り
し
。
其
他
の
設
備
も
皆
概
ね
二
十
四
日
・
二
十
五
日
に
終
る
へ
き
に
付

き
、
即
ち
攻
撃
を
十
一
月
二
十
六
日
と
定
め
ら
れ
た
り
。

攻
撃
の
企
図
を
報
告
す
る
や
、
第
三
軍
に
勅
語
を
賜
は
れ
り
。
将
士
一
同
恐
懼
出

る
所
を
知
ら
す
、
一
死
の
聖
慮
を
安
し
奉
ら
ん
こ
と
を
期
せ
り
。

右
の
勅
語
を
賜
ふ
る
に
至
り
し
は
、
実
に
輔
弼
の
臣
戦
場
の
情
況
に
暗
く
、
漫
に

机
上
に
空
論
を
弄
し
、
第
三
軍
の
志
気
を
銷
沈
せ
り
と
判
断
し
た
る
の
結
果
に
外

な
ら
さ
る
へ
し
。
実
に
遺
憾
の
至
り
な
り
。
此
時
に
よ
り
、
勅
語
な
く
て
軍
隊
働

き
、
爰
に
於
て
軍
隊
の
華
も
揚
り
、
勅
語
の
価
値
も
十
分
に
あ
る
な
り
。
後
来
戦

況
苦
し
き
時
は
勅
語
を
賜
は
ら
さ
れ
は
得
働
か
す
と
云
ふ
如
き
軍
隊
を
作
り
た
ら

如
何
す
る
。

第
三
軍
司
令
官
は
実
に
此
勅
語
を
拝
し
、
感
激
措
く
能
は
さ
り
し
。
而
て
直
に
之

を
各
隊
に
伝
達
し
、
一
兵
卒
に
至
る
迄
十
分
に
勅
語
の
趣
旨
を
徹
底
奉
戴
せ
し
む

へ
き
を
命
せ
ら
れ
た
り
。

然
も
、
当
時
の
情
況
、
将
校
・
下
士
卒
皆
共
に
速
に
旅
順
を
処
置
す
る
の
必
要
を

感
し
奮
働
せ
さ
る
も
の
な
し
。
勅
語
な
し
と
て
働
か
さ
る
に
あ
ら
す
あ
り
た
り
と

て
、
此
上
に
働
き
様
は
な
し
。
此
の
如
き
時
機
に
勅
語
を
賜
は
り
、
以
て
人
を
鼓

舞
せ
ん
と
す
。
輔
弼
の
不
明
と
云
は
さ
る
を
得
す
。

此
度
の
攻
撃
方
案
は
従
来
の
も
の
と
少
し
く
趣
を
異
に
せ
り
。
即
ち
第
一
師
団
の
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松
樹
山
攻
撃
は
旧
の
如
く
な
る
も
、
第
九
師
団
は
二
竜
山
及
二
竜
山
よ
り
一
戸
堡

塁
に
至
る
間
の
支
那
囲
壁
に
向
ひ
、
第
十
一
師
団
は
第
九
師
団
よ
り
一
戸
堡
塁
を

受
領
し
、
之
を
己
れ
の
突
撃
拠
点
と
し
、
囲
壁
を
踰
て
、
望
台
東
斜
面
に
向
ふ
へ

く
、
又
其
一
部
隊
は
東
鶏
冠
山
北
砲
台
に
突
撃
す
へ
く
、
而
し
てQ

砲
台
及
東
鶏

冠
山
砲
台
は
望
台
東
斜
面
を
得
た
る
後
、
漸
次
東
に
向
ひ
攻
撃
し
、
之
に
策
応
し

て
北
よ
り
も
攻
撃
し
、
攻
略
す
る
の
計
画
な
り
し
。

若
し
此
攻
撃
に
し
て
不
成
功
に
終
ら
ん
か
、
即
ち
宵
暗
を
利
用
し
て
中
村
支
隊
を

放
ち
、
松
樹
山
補
備
砲
台
を
奇
襲
せ
し
む
へ
く
、
之
を
攻
撃
の
第
二
策
と
す
。

中
村
支
隊
の
編
成
は
軍
命
令
に
詳
な
り
。

此
間
第
七
師
団
の
約
一
旅
団
は
予
備
と
し
て
戦
線
の
後
方
に
位
置
す
へ
く
、
其
全

力
を
用
ひ
て
尚
強
襲
功
を
奏
せ
さ
る
と
き
は
正
面
は
尚
堅
牢
に
し
て
抜
き
難
き
も

の
た
る
を
以
て
、
爰
に
即
ち
旅
順
攻
陥
を
第
二
の
業
と
し
、
先
つ
速
に
敵
艦
を
処

分
す
る
為
め
二
○
三
の
高
地
を
攻
撃
す
へ
く
、
之
を
攻
撃
最
後
の
手
段
と
し
、
此

期
に
及
へ
は
一
兵
一
弾
の
あ
ら
ん
限
り
是
非
共
二
〇
三
を
攻
略
す
る
の
決
心
に
て

次
の
攻
撃
命
令
を
下
さ
れ
た
り
。

十
一
月
二
十
六
日

午
前
十
時
よ
り
攻
城
砲
兵
は
射
撃
を
開
始
し
、
午
後
一
時
諸

隊
は
勇
敢
に
突
撃
動
作
と
移
れ
り
。
松
樹
山
も
二
竜
山
も
僅
に
胸
墻
頂
に
達
せ
し

の
み
に
て
、
突
撃
隊
皆
斃
れ
、
数
回
の
突
撃
更
に
効
を
奏
せ
す
。
二
竜
山
の
東
方

に
於
る
支
那
囲
壁
に
向
へ
る
突
撃
も
頗
る
勇
壮
に
実
行
さ
れ
た
る
も
、
囲
壁
を
距

る
数
米
の
処
に
て
爆
薬
銃
火
機
関
砲
火
の
為
に
悉
く
斃
さ
れ
、
数
回
の
突
撃
是
亦

成
功
せ
す
（
第
九
師
団
）。
第
十
一
師
団
の
一
戸
堡
塁
よ
り
す
る
突
撃
は
勇
敢
な

る
将
校
二
・
三
、
支
那
囲
壁
上
に
立
ち
て
剣
を
揮
て
指
揮
す
る
を
見
し
が
、
是
亦

忽
ち
に
し
て
敵
弾
に
斃
さ
れ
、
囲
壁
を
越
へ
て
進
出
す
る
に
至
ら
す
。
以
て
日
没

に
達
せ
り
。

軍
司
令
官
は
終
に
中
村
支
隊
を
放
た
れ
た
り
。
中
村
支
隊
は
昨
夜
水
師
営
附
近
に

集
合
し
、
軍
司
令
官
は
今
朝
訣
別
の
為
め
、
同
隊
に
赴
む
か
れ
た
り
。

事
已
に
頗
る
悲
壮
。

中
村
支
隊
は
月
出
前
の
宵
暗
を
利
用
し
て
突
撃
せ
し
が
、
未
た
補
備
砲
台
を
奪
取

せ
さ
る
に
、
早
く
已
に
多
大
の
損
害
を
被
む
り
、
成
功
の
見
込
な
く
、
中
村
少
将

は
負
傷
し
、
諸
隊
中
に
は
方
向
を
誤
り
、
椅
子
山
に
向
ひ
し
も
の
す
ら
あ
り
て
、

到
底
勝
算
な
き
を
以
て
夜
半
に
及
ひ
、
水
師
営
南
方
堡
塁
に
引
立
た
り
。

此
時
尚
第
七
師
団
の
先
頭
旅
団
中
新
鋭
な
る
も
の
二
個
大
隊
半
を
残
せ
し
に
よ
り
、

軍
司
令
官
は
明
朝
更
に
第
九
師
団
長
を
し
て
、
之
を
以
て
突
撃
を
試
み
し
む
る
の

決
心
な
り
し
も
、
払
暁
迄
に
到
達
せ
し
第
九
師
団
長
の
報
告
を
総
合
す
る
に
、
仮

令
新
鋭
の
兵
を
加
ふ
る
も
到
底
正
面
を
突
破
し
能
は
さ
る
を
覚
り
、
遂
に
二
〇
三

に
攻
撃
を
向
く
る
に
決
せ
ら
れ
た
り
。
干
時
明
治
三
十
七
年
十
一
月
二
十
七
日
午

前
十
時
な
り
。

先
つ
第
一
師
団
に
二
〇
三
を
攻
撃
す
へ
き
を
命
せ
ら
る
。
第
一
師
団
は
昨
日
来
の

戦
に
敵
の
疲
労
に
乗
せ
ん
と
し
、
即
日
攻
撃
に
着
手
せ
ん
と
す
。
依
て
終
日
攻
城

砲
兵
を
し
て
射
撃
せ
し
め
、
午
後
六
時
よ
り
第
一
師
団
は
后
備
第
一
旅
団
と
共
に

突
撃
に
転
ぜ
し
も
、
日
暮
に
至
る
も
成
功
せ
す
。
依
て
更
に
明
日
午
前
八
時
よ
り

突
撃
を
実
行
す
る
に
決
す
。

十
一
月
二
十
八
日

晴
。
終
日
二
〇
三
を
攻
撃
し
、
夜
半
全
く
之
を
占
領
し
、
防

禦
工
事
を
施
し
つ
ゝ
あ
り
し
に
、
午
前
一
時
過
敵
兵
逆
襲
し
、
我
占
領
隊
長
第
一

聯
隊
長
代
理
枝
吉
〔
歌
麿
〕
少
佐
は
敵
の
投
擲
せ
る
第
一
発
の
爆
薬
に
て
戦
死
し
、

諸
兵
已
に
信
頼
す
る
所
を
失
ひ
、
且
つ
第
一
師
団
に
増
加
し
た
る
第
七
師
団
の
一

部
隊
は
未
た
爆
薬
戦
に
慣
れ
さ
る
に
依
り
、
混
雑
を
生
し
、
終
に
二
〇
三
を
失
へ

り
。
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飛
報
軍
令
支
部
に
到
達
す
る
や
、
軍
司
令
官
は
直
に
第
七
師
団
を
第
一
師
団
に
増

加
し
、
二
〇
三
を
恢
復
せ
し
む
る
に
決
せ
ら
れ
、
予
は
第
一
・
第
七
師
団
長
の
間

に
立
ち
、
事
を
処
す
へ
き
命
を
受
け
、
夜
半
司
令
部
を
発
し
、
先
つ
第
七
師
団
司

令
部
を
過
り
、
払
暁
第
一
師
団
司
令
部
に
至
り
、
軍
司
令
官
の
協
同
一
致
功
を
挙

く
へ
き
の
旨
を
伝
ふ
。

十
一
月
二
十
九
日

晴
。
払
暁
第
七
師
団
は
警
急
集
合
を
な
し
、
第
一
師
団
の
高

崎
山
附
近
に
開
進
す
。
第
七
師
団
は
未
た
地
形
と
堡
塁
と
堡
塁
戦
に
慣
れ
さ
る
所

あ
る
を
以
て
本
日
は
攻
撃
を
止
め
、
将
校
下
士
を
し
て
攻
撃
目
標
を
熟
視
せ
し
め
、

其
他
堡
塁
攻
撃
の
要
領
を
示
す
等
準
備
に
忙
し
。

十
一
月
三
十
日

晴
。
第
一
・
第
七
師
団
長
は
共
同
し
、
砲
撃
の
決
果
を
俟
て
午

前
十
時
よ
り
攻
撃
を
開
始
す
。
予
は
第
一
・
第
七
共
同
の
司
令
部
所
在
地
に
あ
り

し
が
、
軍
参
謀
長
の
同
地
に
あ
ら
る
ゝ
を
必
要
と
し
、
意
見
を
上
申
し
、
参
謀
長

来
ら
る
ゝ
に
依
り
、
夕
予
は
司
令
部
に
帰
れ
り
。

攻
撃
は
終
日
に
亘
り
、
二
〇
三
は
夜
半
、
赤
坂
山
は
午
前
三
時
占
領
せ
し
も
、
再

ひ
逆
襲
に
会
し
之
を
失
へ
り
。

十
二
月
一
日

晴
。
児
玉
総
参
謀
長
来
る
。
此
日
攻
撃
を
続
行
す
。

十
二
月
二
日

晴
。
朝
、
参
謀
長
第
一
師
団
方
面
よ
り
帰
ら
る
ゝ
に
依
り
、
予
は

日
夕
第
一
師
団
司
令
部
に
赴
け
り
。
此
日
は
格
別
の
攻
撃
動
作
を
為
さ
す
。

十
二
月
三
日

晴
。
方
面
指
揮
官
大
迫
〔
尚
敏
〕
第
七
師
団
長
は
、
二
〇
三
を
已

に
我
兵
の
取
り
付
き
居
る
西
南
角
よ
り
攻
撃
せ
ん
と
し
、
松
村
第
一
師
団
長
は
赤

坂
山
を
先
つ
占
領
す
る
を
有
利
と
し
意
見
合
せ
す
。
予
は
情
況
を
具
申
し
、
軍
司

令
官
の
来
監
を
仰
け
り
。
軍
司
令
官
日
没
比
来
ら
れ
大
迫
師
団
長
の
意
見
を
実
行

す
る
に
決
せ
ら
る
。

此
日
も
攻
撃
準
備
に
し
て
、
攻
撃
動
作
な
し
。

十
二
月
四
日

攻
撃
計
画
漸
次
熟
し
、
児
玉
総
参
謀
長
も
乃
木
〔
希
典
〕
司
令
官

も
共
に
第
七
師
団
司
令
部
に
居
ら
る
ゝ
に
依
り
、
参
謀
長
の
来
り
居
ら
る
ゝ
を
必

要
と
し
、
意
見
を
上
申
し
、
予
は
直
に
軍
司
令
部
に
帰
る
。

目
下
我
兵
二
〇
三
の
西
南
の
一
角
に
取
付
き
あ
り
。
連
合
艦
隊
の
切
な
る
希
望
に

依
り
、
此
一
角
に
観
測
所
を
設
け
射
撃
を
実
施
せ
ん
と
せ
し
も
、
敵
弾
屡
来
り
。

或
は
観
測
所
を
毀
ち
、
或
は
電
話
線
を
断
ち
容
易
に
射
撃
す
る
能
は
す
。
本
日
も

軍
艦
射
撃
を
為
す
筈
な
り
し
も
、
明
日
の
攻
撃
準
備
の
為
め
果
さ
す
。

岩
村
海
軍
参
謀
は
軍
司
令
官
に
迫
り
、
軍
司
令
官
は
明
日
よ
り
必
す
射
撃
す
へ
き

こ
と
を
約
せ
ら
る
。

十
二
月
五
日

第
七
師
団
は
午
前
九
時
よ
り
二
〇
三
西
南
角
を
根
拠
と
し
攻
撃
し
、

午
前
十
時
西
南
部
全
部
を
占
領
せ
り
。
次
て
東
北
部
を
偵
察
す
る
に
、
敵
の
兵
力

多
か
ら
さ
る
も
の
の
如
し
。
依
て
直
に
東
北
部
を
も
攻
略
す
る
に
決
し
、
午
後
二

時
全
く
東
北
部
を
占
領
せ
り
。

午
後
二
時
、
軍
艦
射
撃
を
始
め
、
二
十
四
発
に
し
て
観
測
所
を
破
壊
せ
ら
れ
た
り
。

二
〇
三
に
は
直
に
占
領
工
事
を
施
こ
し
、
敵
は
劇
し
く
射
撃
せ
す
。

十
二
月
六
日

晴
。
午
前
零
時
よ
り
第
九
・
第
十
一
師
団
方
面
に
於
て
牽
勢
を
為

す
。
二
〇
三
に
は
逆
襲
な
く
意
外
の
感
あ
ら
し
め
た
り
。
我
占
領
工
事
は
益
進
歩

し
、
払
暁
敵
は
赤
坂
山
を
棄
て
退
き
、
午
後
一
時
吾
兵
之
を
占
領
せ
り
。
次
て
寺
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児
溝
北
方
一
帯
の
高
地
我
有
に
帰
せ
り
。

本
日
、
軍
艦
射
撃
を
施
行
し
、（
二
〇
三
の
観
測
に
依
り
）
レ
レ
ビ
サ
ン
を
傾
む

け
た
り
。

軍
使
二
〇
三
に
来
り
。
死
体
の
収
集
に
関
し
提
議
書
を
送
る
。

十
二
月
七
日

軍
艦
射
撃
を
な
し
、
ポ
ペ
ー
ダ
及
ポ
ル
タ
ワ
を
傾
む
く
。
此
両
三

日
の
間
に
敵
艦
皆
沈
む
。

午
後
三
時
、
才
藤
〔
斎
藤
常
三
郎
ヵ
〕
参
謀
少
佐
死
体
収
容
に
関
し
軍
使
と
し
て

敵
の
軍
使
と
水
師
営
南
方
に
会
せ
し
が
、
敵
は
負
傷
者
已
に
斃
れ
た
る
、
今
日
死

屍
を
収
容
す
る
の
必
要
な
し
と
し
提
議
を
撤
回
せ
り
。

（
マ
マ
）

十
一
月
九
日

朝
、
セ
バ
ス
ト
ポ
ー
ル
旅
順
港
外
に
脱
出
せ
り
。

十
二
月
十
七
日

第
七
師
団
は
無
抵
抗
に
て
高
丁
山
を
占
領
せ
り
。

十
二
月
十
八
日

午
後
二
時
、
第
十
一
師
団
東
鶏
冠
山
北
砲
台
の
胸
墻
を
爆
破
す
。

是
よ
り
先
き
十
一
月
二
十
六
日
の
総
攻
撃
に
於
て
、
松
樹
山
・
二
竜
山
・
東
鶏
冠

山
北
砲
台
と
も
に
数
回
の
突
撃
を
行
ひ
し
も
皆
成
功
せ
す
。
堡
塁
奪
取
の
策
は
、

唯
胸
墻
を
爆
破
し
堡
塁
内
に
突
入
す
る
あ
る
の
み
。
依
て
二
十
七
日
以
来
、
直
に

之
に
着
手
し
、
且
つ
従
来
数
堡
塁
を
合
し
同
時
に
攻
撃
せ
し
を
改
め
、
準
備
成
る

に
従
ひ
、
一
堡
塁
毎
に
爆
破
し
て
攻
撃
す
る
に
決
せ
り
。
即
ち
北
砲
台
先
つ
準
備

成
り
し
に
依
り
之
を
爆
破
せ
る
な
り
。
薬
室
は
過
量
薬
室
に
し
て
爆
薬
量
二
、
三

〇
〇K

な
り
し
。
爆
破
過
強
な
り
し
為
め
、
突
撃
隊
の
一
部
に
損
傷
を
生
せ
り
。

爆
薬
後
直
に
突
撃
隊
は
突
入
し
、
劇
烈
な
る
爆
薬
戦
の
後
、
午
後
十
一
時
五
十
分

全
く
之
を
占
領
せ
り
。

右
の
爆
破
の
景
況
に
鑑
み
、
第
九
師
団
は
二
竜
山
を
二
十
四
日
に
爆
発
す
る
の
予

定
な
り
し
て
、
更
に
工
事
を
増
加
し
三
十
日
に
爆
破
す
る
に
決
し
之
を
報
告
せ
り
。

軍
は
勿
論
之
を
認
可
せ
り
。

十
二
月
二
十
二
日

朝
、
後
備
歩
兵
第
一
旅
団
は
奇
襲
を
施
し
、
後
三
羊
頭
北
方

の
高
地
を
占
領
せ
り
。

十
二
月
二
十
三
日

第
七
師
団
は
後
揚
樹
溝
東
北
高
地
を
攻
撃
し
、
之
を
占
領
せ

り
。

十
二
月
二
十
五
日

後
備
第
一
旅
団
は
敵
の
騒
擾
せ
る
に
乗
し
て
大
劉
家
屯
及
後

三
羊
頭
村
を
占
領
せ
り
。

二
〇
三
攻
撃
成
功
以
来
、
敵
兵
頗
る
萎
菲
せ
る
の
風
あ
り
。
東
鶏
冠
山
北
砲
台
の

如
き
其
占
領
頗
る
困
難
な
る
へ
し
と
信
せ
し
も
、
比
較
的
容
易
に
之
を
奪
取
す
る

を
得
た
り
。
其
他
攻
囲
線
着
々
の
進
歩
皆
敵
の
萎
菲
せ
る
を
証
せ
さ
る
は
な
し
。

砲
台
は
各
個
に
攻
撃
す
る
と
き
は
我
砲
兵
の
指
揮
頗
る
容
易
な
り
。
又
一
発
の
敵

弾
来
る
も
、
善
く
其
孰
れ
よ
り
来
り
し
や
を
探
究
し
、
之
を
制
圧
す
る
を
得
る
な

り
。

然
れ
と
も
各
個
攻
撃
は
亦
害
あ
り
。
敵
よ
り
我
突
撃
隊
に
砲
火
を
集
中
さ
る
ゝ
こ

と
是
な
り
。
唯
北
砲
台
の
容
易
に
占
領
さ
れ
た
る
如
き
之
を
敵
の
衰
弱
に
帰
せ
さ

る
を
得
す
。
苟
も
敵
兵
砲
火
を
集
中
せ
ん
か
、
其
占
領
の
容
易
な
ら
さ
る
は
勿
論

の
こ
と
な
り
。

十
二
月
二
十
八
日

第
九
師
団
の
工
事
進
捗
速
に
し
て
、
此
日
午
前
十
時
軽
砲
線

を
爆
破
せ
り
。
第
九
師
団
は
先
つ
確
実
に
軽
砲
線
を
占
領
す
る
を
主
と
し
、
重
砲

線
を
奪
ひ
、
全
砲
台
を
占
領
す
る
は
独
り
情
況
之
を
許
す
と
き
に
の
み
決
行
す
る
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こ
と
と
せ
り
。

爆
破
に
は
震
盪
薬
室
を
用
ひ
、
爆
薬
量
二
、
三
〇
〇K

な
り
。

爆
破
と
同
時
に
攻
城
砲
及
野
戦
砲
は
皆
既
定
の
目
標
に
向
ひ
射
撃
を
開
始
し
、
突

撃
を
妨
害
す
へ
き
諸
砲
台
を
制
圧
せ
り
。
此
砲
撃
中
最
も
勇
壮
な
り
し
は
二
門
の

（
マ
マ
）

山
砲
斜
堤
上
よ
り
五
六
十
米
の
射
巨
离
に
て
発
射
せ
し
こ
と
な
り
し
。

突
撃
隊
は
直
に
軽
砲
線
を
占
領
し
、
工
事
を
施
し
、
工
兵
は
軽
砲
線
上
に
二
門
の

砲
床
を
作
れ
り
。
午
後
一
時
に
及
ひ
砲
床
成
る
。
即
ち
、
更
に
山
砲
二
門
を
此
処

（
マ
マ
）

に
備
へ
、
三
四
十
米
の
距
离
に
て
重
砲
線
を
射
撃
せ
り
。

攻
撃
隊
長
平
佐
〔
良
蔵
〕
少
将
は
重
砲
線
の
敵
情
我
攻
撃
に
堪
へ
得
さ
る
も
の
と

判
断
し
、
午
後
四
時
よ
り
更
に
突
撃
を
始
め
、
午
後
七
時
三
十
分
之
を
占
領
し
、

翌
廿
九
日
午
前
三
時
に
及
ひ
、
終
に
咽
喉
部
の
敵
を
駆
逐
し
全
く
砲
台
を
占
領
せ

り
。

此
日
松
樹
山
及
二
竜
山
脚
に
備
へ
た
る
砲
兵
旅
団
の
野
砲
八
門
も
亦
大
に
両
砲
台

の
背
後
を
射
撃
し
効
あ
り
。

概
し
て
第
九
師
団
の
山
砲
約
三
十
門
は
千
米
以
内
に
あ
り
。
又
十
五
珊
臼
砲
一
門

は
鉢
巻
山
に
あ
り
て
、
三
百
米
に
て
二
竜
山
の
咽
喉
部
を
射
撃
せ
り
。
工
事
の
力

に
頼
り
、
敵
の
萎
菲
に
乗
す
る
に
あ
ら
す
ん
ば
焉
ぞ
此
の
如
き
壮
快
の
挙
に
出
る

を
得
ん
や
。

十
二
月
三
十
一
日

午
前
十
時
、
松
樹
山
砲
台
の
胸
墻
を
爆
破
す
。

是
よ
り
先
き
、
十
一
月
十
七
日
松
樹
山
砲
台
の
外
岸
穹
窖
を
爆
破
す
る
や
、
彼
は

逸
早
く
穹
窖
内
に
土
石
を
填
実
し
、
且
つ
暗
路
を
塞
き
、
退
て
堡
塁
に
嬰
守
せ
り
。

尓
後
我
兵
外
濠
通
過
の
作
業
中
敵
の
対
抗
路
を
掘
開
す
る
音
響
を
聞
け
り
。
十
一

月
二
十
六
日
の
突
撃
は
成
功
せ
さ
り
し
こ
と
已
に
述
た
る
如
し
。
尓
後
胸
墻
爆
破

の
策
を
定
め
、
薬
室
の
堀
開
に
着
手
す
る
や
、
暗
路
の
附
近
に
断
ゑ
す
敵
の
対
坑

路
堀
開
の
音
響
を
聞
け
り
。
十
二
月
二
十
日
頃
な
り
し
な
ら
ん
、
敵
兵
我
薬
室
に

至
る
坑
路
を
下
方
よ
り
爆
破
し
、
四
名
を
斃
せ
り
。
其
屍
を
得
ん
為
め
堀
開
中
偶

然
敵
の
対
坑
路
に
通
す
る
孔
を
発
見
し
（
爆
破
の
孔
な
り
）、
之
よ
り
五
十
吉
の

爆
薬
を
投
し
敵
の
十
四
五
名
を
斃
せ
り
。
其
後
、
敵
の
対
坑
路
は
暗
路
を
起
点
と

す
る
も
の
と
判
断
し
、
敵
の
埋
設
せ
る
土
石
を
除
き
、
暗
路
を
制
し
、
尓
来
敵
の

為
に
爆
破
の
害
を
被
む
ら
さ
る
も
何
時
爆
破
せ
ら
る
ゝ
や
も
計
り
難
き
に
依
り
、

薬
室
填
実
を
爆
破
の
直
前
に
行
ふ
こ
と
に
決
せ
り
。
軍
の
全
体
の
作
戦
上
、
先
つ

二
竜
山
を
攻
撃
し
、
次
て
松
樹
山
を
攻
略
す
る
に
決
せ
し
以
来
、
松
樹
山
は
薬
室

を
堀
開
し
た
る
ま
ゝ
二
竜
山
の
攻
略
を
待
て
り
。

十
二
月
二
十
八
日
二
竜
山
攻
撃
成
功
す
る
や
、
即
ち
軍
は
直
に
松
樹
山
の
薬
室
填

実
を
命
せ
り
。
此
填
実
は
約
二
日
を
要
し
、
即
ち
十
二
月
三
十
一
日
午
前
十
時
を

以
て
爆
破
を
実
行
す
る
に
至
れ
り
。

爆
破
に
は
尋
常
火
薬
を
用
ひ
、
其
量
千
余
？
吉
な
り
し
な
ら
ん
。

爆
破
と
共
に
攻
城
及
野
戦
砲
兵
の
砲
撃
を
開
始
せ
し
こ
と
二
竜
山
北
砲
台
の
時
の

如
し
。

第
九
師
団
の
山
砲
二
門
及
第
一
師
団
の
機
関
砲
二
門
は
二
竜
山
よ
り
攻
撃
を
援
助

せ
り
。

我
兵
爆
破
を
行
ひ
、
未
た
突
撃
せ
さ
る
に
、
敵
は
砲
台
内
に
地
雷
を
発
し
、
此
爆

破
と
地
雷
は
咽
喉
部
の
掩
蔽
部
の
口
を
塞
き
為
に
守
兵
二
百
余
名
捕
虜
と
な
る
に

至
れ
り
。」

第
一
師
団
は
先
つ
松
樹
山
砲
台
を
占
領
し
、
然
る
後
、
為
し
得
れ
は
補
備
砲
台
を

占
領
す
る
見
込
な
り
し
も
、
前
述
の
如
く
咽
喉
部
全
く
閉
塞
し
て
後
方
に
進
出
す

る
の
途
な
く
、
濠
内
は
縦
射
を
受
け
、
砲
台
内
に
は
椅
子
山
・
案
子
山
よ
り
砲
撃

を
被
む
る
に
依
り
、
隊
伍
を
整
頓
し
進
出
す
る
に
由
な
く
、
終
に
補
備
砲
台
を
攻

撃
す
る
能
は
す
。
僅
に
咽
喉
部
に
通
路
を
開
く
に
止
れ
り
。
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午
時
過
、
第
一
師
団
よ
り
二
竜
山
の
咽
喉
部
方
向
よ
り
も
小
銃
弾
を
受
け
、
補
備

砲
台
に
向
て
突
出
益
困
難
な
る
旨
報
告
あ
り
。
第
九
師
団
に
成
る
へ
く
二
竜
山
前

方
の
敵
を
制
圧
す
へ
き
を
命
せ
し
に
、
午
後
二
時
勇
敢
な
る
第
十
九
聯
隊
の
一
中

隊
は
突
然
起
て
烏
帽
子
山
を
占
領
せ
り
。
他
の
一
中
隊
は
二
竜
山
東
方
の
坑
路
頭

に
あ
り
し
か
、
是
亦
蹶
然
支
那
囲
壁
を
越
へ
て
前
記
の
中
隊
と
合
し
、
共
に
烏
帽

子
山
を
占
領
せ
り
。
是
に
於
て
天
地
の
寂
寥
乍
ち
破
れ
、
攻
城
砲
兵
は
野
戦
砲
兵

と
合
し
、
烏
帽
子
山
の
占
領
を
掩
護
し
、
日
没
に
至
る
迄
砲
撃
を
続
け
し
も
、
突

出
の
時
間
早
か
り
し
と
第
一
師
団
の
補
備
砲
台
に
向
ふ
能
は
さ
る
と
に
依
り
、
烏

帽
子
山
占
領
隊
は
三
面
よ
り
射
撃
を
受
け
、
多
く
の
損
害
を
被
む
り
、
師
団
長
は

終
に
夜
暗
に
乗
し
此
勇
敢
な
る
中
隊
を
原
陣
地
に
撤
退
せ
し
む
る
の
已
む
を
得
さ

る
に
至
り
た
り
。

午
後
六
時
、
第
九
師
団
は
東
盤
龍
山
前
に
於
て
支
那
囲
壁
を
爆
破
し
、
若
干
戦
闘

の
後
確
実
に
之
を
占
領
せ
り
。

此
の
如
く
に
し
て
明
治
三
十
七
年
は
暮
と
な
れ
り
。
大
晦
日
に
松
樹
山
を
占
領
せ

し
悦
ひ
は
烏
帽
子
山
占
領
勇
兵
を
撤
退
せ
し
め
さ
る
を
得
さ
る
に
至
り
し
に
依
り
、

何
と
な
く
消
へ
失
せ
て
不
愉
快
の
感
に
打
た
れ
て
寝
に
就
き
た
り
。」

明
治
三
十
八
年
一
月
一
日

第
九
師
団
の
左
翼
隊
一
戸
旅
団
は
五
六
名
の
将
校
・
斥
候
を
一
月
一
日
払
暁
に
Ｈ

高
地
に
出
し
た
り
。
此
斥
候
は
一
二
の
監
視
兵
を
駆
逐
し
、
高
地
上
に
万
歳
を
絶

叫
せ
り
。
歩
兵
二
中
隊
は
万
歳
の
声
を
聞
く
や
直
に
Ｈ
高
地
に
上
れ
り
。
是
に
於

て
Ｈ
高
地
の
南
方
に
あ
り
し
五
六
十
名
の
敵
は
倉
皇
途
を
失
ひ
、
南
方
に
退
却
せ

り
。
Ｈ
高
地
に
は
直
に
占
領
工
事
に
着
手
し
、
又
望
台
に
向
ひ
斥
候
を
出
せ
り
。

第
九
師
団
の
右
翼
隊
は
之
と
相
応
し
て
盤
龍
山
新
砲
台
及
烏
帽
子
山
を
占
領
し
、

直
に
占
領
工
事
に
着
手
せ
り
。

第
十
一
師
団
の
右
翼
隊
も
（
前
田
〔
隆
礼
〕
旅
団
）
第
九
師
団
の
左
翼
と
連
繋
し
、

支
那
囲
壁
を
越
へ
て
望
台
に
向
へ
り
。

敵
は
望
台
を
死
守
せ
り
。
数
回
の
攻
撃
効
を
奏
せ
す
。

第
九
師
団
は
Ｈ
及
盤
龍
山
新
砲
台
に
十
四
門
の
山
砲
を
運
ひ
て
頻
り
に
望
台
を
砲

撃
せ
り
。

明
治
四
十
年
八
月
二
十
七
日
東
京
附
近
洪
水
に
て

強
雨
中
旧
記
を
続
け
完
成
す
、

予
は
午
前
十
一
時
頃
攻
城
砲
兵
司
令
部
に
行
き
、
豊
嶋
〔
陽
蔵
〕
司
令
官
・
佐
藤

大
佐
と
協
議
し
て
第
九
・
第
十
一
師
団
の
攻
撃
計
画
に
応
し
、
攻
城
砲
兵
を
以
て

望
台
の
占
領
を
援
助
す
る
こ
と
に
斡
旋
せ
り
。
午
後
二
時
三
十
分
両
師
団
突
撃
し

て
終
に
望
台
を
占
領
せ
り
。

望
台
に
は
我
兵
直
に
防
禦
工
事
を
施
せ
り
。

敵
は
Ｈ
高
地
に
も
望
台
に
も
多
く
砲
火
を
送
ら
す
、
椅
子
山
・
案
子
山
砲
台
は
望

（
マ
マ
）

台
附
近
の
戦
闘
に
多
く
関
系
せ
さ
る
も
の
の
如
く
、
従
来
占
領
砲
台
に
は
直
に
他

砲
台
よ
り
砲
火
を
集
め
し
に
比
し
頗
る
奇
異
の
思
を
為
せ
り
。

午
後
四
時
攻
城
砲
兵
司
令
部
に
報
告
あ
り
。
敵
軍
使
来
る
と
。

間
も
な
く
水
師
営
の
我
第
一
線
に
軍
使
到
達
し
、
書
翰
を
交
附
せ
り
と
の
報
あ
り
。

予
は
急
き
軍
司
令
部
に
帰
れ
り
。

敵
の
軍
使
の
交
附
せ
し
書
状
は
間
違
て
第
一
師
団
司
令
部
を
経
て
軍
司
令
部
に
交

附
さ
れ
た
る
に
依
り
、
其
軍
司
令
部
に
到
達
せ
し
は
午
後
九
時
な
り
し
。

白
井
少
佐
之
を
開
け
は
、
仏
文
に
て
認
め
た
る
開
城
の
申
込
な
り
し
。

直
に
参
謀
長
の
許
に
集
り
、
返
答
と
開
城
条
件
を
議
し
、
午
前
四
時
に
終
れ
り
。

敵
の
意
何
れ
に
在
る
や
未
た
知
る
へ
か
ら
さ
る
を
以
て
各
師
団
に
は
単
に
警
戒
を

厳
に
す
へ
き
を
命
せ
り
。

暁
に
及
ひ
、
各
師
団
に
始
め
て
開
城
の
申
込
あ
り
し
こ
と
を
通
知
し
、
然
も
決
し

て
警
戒
を
怠
る
間
敷
事
を
命
せ
り
。
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二
日
、
参
謀
長
レ
イ
ス
大
佐
と
会
同
し
、
開
城
規
約
調
印
せ
ら
れ
、
爰
に
旅
順
の

開
城
を
見
る
に
至
れ
り
。

〔
付
記
�
〕

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
旧
蔵
者
で
あ
る
大
庭
敏
雄
・（
故
）
麻
都
氏
か
ら
は

格
別
の
ご
配
慮
を
頂
い
た
。
ま
た
、
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
史
料
を
所
蔵
す
る
防
衛

研
究
所
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
許
可
を
頂
い
た
。
末
筆
な
が
ら
、
こ
の
場
を
借

り
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

〔
付
記
�
〕

本
稿
執
筆
中
に
、
長
南
政
義
氏
が
本
「
日
記
」
を
含
め
た
第
三
軍
関
係
者
の
史

料
を
集
め
た
史
料
集
を
出
版
す
る
と
の
報
を
得
た
。
脱
稿
時
の
段
階
で
は
、
そ
の

詳
細
は
未
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
出
版
の
折
に
は
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
し
。

【
添
付
資
料
�
】

松
樹
山
及
二
竜
山
方
面
の
攻
撃
を
援
助
し
、
且
つ
攻
撃
部
隊
の
前
方
高
地

奪
取
と
同
時
に
可
成
多
く
の
砲
数
を
前
方
に
移
置
し
て
其
占
領
を
確
実
な

ら
し
む
へ
し
。

九
、
旅
順
街
道
以
西
に
於
け
る
第
一
師
団
の
正
面
及
東
鶏
冠
山
東
南
砲
台
以
南

に
対
す
る
第
十
一
師
団
の
正
面
に
在
て
は
勉
め
て
有
力
な
る
牽
制
動
作
を

行
ひ
、
同
時
に
最
も
戒
心
し
て
敵
の
出
撃
に
対
し
之
を
迎
撃
す
る
の
準
備

を
な
し
あ
る
べ
し
。

十
、
第
一
師
団
よ
り
後
備
歩
兵
第
四
旅
団
に
復
帰
す
へ
き
歩
兵
一
大
隊
は
明
二

十
六
日
中
に
復
帰
し
、
又
該
旅
団
は
明
後
二
十
七
日
を
以
て
其
軍
隊
区
分

に
入
る
べ
し
。

十
一
、
総
予
備
隊
た
る
諸
隊
は
二
十
九
日
夜
楊
家
屯
北
方
鉄
道
線
路
の
北
側
附
近

に
集
合
し
あ
る
べ
し
。
但
し
同
夜
迄
は
所
属
師
団
予
備
隊
の
位
置
に
在
る

べ
し
。

臨
時
衛
生
隊
は
現
宿
営
地
に
位
置
し
あ
る
べ
し
。

十
二
、
軍
司
令
部
は
松
樹
房
に
在
り
、
総
攻
撃
実
施
の
日
を
以
て
鳳
凰
山
南
方
高

地
に
至
る
。

第
三
軍
司
令
官

男
爵
乃
木
希
典
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添付資料�

八
月
十
八
日
調
�
〔
横
道
〕

野
戦
攻
城
歩
砲
兵
弾
薬
景
況
一
覧
表

第
三
軍
砲
兵
部

区
分

種
別

砲
数

携
行
弾
薬

弾
薬
縦
列

野
戦
兵
器
廠

攻
城
砲
廠

合
計

摘
要

一第
団師

歩
兵
二
旅
団

定
数

一
、
七
一
五
、
四
四
〇

砲
兵
第
一
聯
隊

三
六

榴

六
四

三
一
五

一十第
団師

歩
兵
二
旅
団

定
数

一
、
四
七
四
、
五
六
〇

砲
兵
第
十
一
聯
隊

三
六

榴

五
五

二
九
二

九第
団師

歩
兵
二
旅
団

定
数

五
〇
四
、
〇
〇
〇

砲
兵
第
九
聯
隊

三
六

榴

三
六

三
一
三

旅歩後
団兵備

第
一
旅
団

定
数

七
四
四
、
四
八
〇

第
四
旅
団

兵砲戦野
団旅

第
十
六
聯
隊

二
四

榴

五
二

三
九
九

第
十
七
聯
隊

二
四

榴

五
二

三
九
九

第
十
八
聯
隊

二
四

榴

五
二

三
九
九

兵重野
隊砲戦

聯
隊

二
〇

二
三
一

独
立
大
隊

八

兵砲城攻

十
五
珊
榴
弾
砲

一
六

四
〇
〇

十
五
珊
臼
砲

七
二

三
九
四

十
二
珊
加
農

三
〇

五
一
七

十
珊
半
加
農

四

四
〇
〇

九
珊
臼
砲

二
四

二
一
六

砲軍海

十
二
斤
砲

一
〇

十
二
珊
砲

六

戦
砲
火
利

八
珊
七
野
砲

一
〇

弾
薬
数
ハ
凡
テ
一
銃
若
ハ
一
門
ニ
対
ス
ル
数
ヲ
示
ス

砲
ノ
総
数
ハ
三
百
八
十
門
ナ
リ
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＜表一：防衛研究所戦史研究センター所蔵大庭二郎関係史料目録＞

備考

M３７．０５～３８．０１

T１１朝鮮軍司令官時期の回顧録原稿
（未完）

山崎高延編・旅順開城記念会出版
（S３．０８、但し防衛研究所所蔵史料はそ
の複製物）

M３７．０４～３８．０１

M３７．０４．２１、１１．２３

第１回総攻撃

計画付図第一号あり

M３７．０９．１０

M３７．０９．１５、第３軍砲兵部副官横道復生
砲兵大尉�、同様の性格の表
（M３７．０８．１８）が「日記」に添付

M３７．０９．２５～１１．０６

M３７．１０．２３～１１．２９、第３軍参謀部参謀
白井二郎歩兵中佐�、M３７．１０．２５命令文
書の一部（９～１２項）が「日記」に添付

―．１２．０３

M３８．０１．１８、第３軍副官部副官福島正一
歩兵大尉�

M３８．０１．３１発信

―．０９．１６、松村泰助（代用馬卒）

２万分の１、５万分の１

史料名

大庭二郎中佐日記

難攻の旅順港

旅順開城記念展覧会写真帖

第３軍の旅順攻略関係史料

�第三軍司令部職員表
�軍直属部隊
�要塞攻撃計画案
�攻城準備作業計画
�堡塁突撃ニ関スル教示

�各種弾薬景況一覧表

�野戦攻城砲兵弾薬現在数等
	廿八珊米榴弾砲砲床築設及火砲据付予定


第２回総攻撃計画

�第３回総攻撃命令
�砲兵隊配備略図

開城規約・同付録・開城実施手続
�旅順攻略経過日歴

�旅順攻囲死傷表

�参謀長之注意事項
�海軍へ返答
�白井・大庭連名書簡
�鴨緑江軍の指揮についての電報案
�死亡通知

旅順口近傍図・遼東半島図

戦史研究セン
ター 登録番号

戦役―日露戦役―
３２２

戦役―日露戦役―
３２３

戦役―日露戦役―
３２４

戦役―日露戦役―
３２５

戦役―日露戦役―
３２６

番号

１

２

３

４

５

206


